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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　序章







「それは……本当のことなのだな？」

「はい、間違いございません。先ほどの親書。そして、このシムールの赤塩こそが、動かぬ証拠でございます」

　玉ぎよく麗れいはそう言うと、机の上に置かれた赤塩の包みを指差した。

「ふむ……シムールの赤塩か……」

　玉麗の前に座った太った中年男は表情を変えることなく、目の前にある赤塩の包みを見つめていた。

　ここは北域の県都である延えん声せいから西に丸一日歩いたところに位置する城じよう塞さい都市「稜りよう孟もう」である。

　都と北域の県都延声を結ぶ北域街道から、この街は少し外はずれた場所にある。すぐ脇わきを流れている川を利用して荷物を運ぶ水運と、街の周囲に広がった川の水によって潅かん漑がいされた麦畑の収穫によって栄えていて、「北域の穀倉」と呼ばれている。

　都市の中に引き込まれた運河の両側には、その呼び名の通り、穀物を商う店の倉庫がずらりと並んでいる。

　玉ぎよく麗れいがいるのは「応おう厘り商店」という。この稜りよう孟もうの街で一番大きな穀物商店であり、今はその建物の奥にある応接室にいた。

　季節は初夏を迎えていたが、大きな建物の奥にあるこの部屋はひんやりと涼しく、表通りの雑ざつ踏とうも聞こえないくらい静まり返っている。

　土蔵造りと呼ばれる壁に厚く土を塗ぬる工法で作られた部屋は、その厚い壁によって中の会話を盗み聞きされる心配がないため、もっぱら商売上の密談に使われていた。

　この部屋の涼しさは通風によるものではなく、いわば洞どう窟くつと同じ、外気と遮しや断だんされることによる涼しさだった。

「応厘様は……その赤塩をお疑いですか？」

　応厘は静かに答えた。

「山から採れる赤い塩の伝説は根強い……山から塩が取れれば大おお儲もうけできる、というので、海の塩を溶かして赤い染料を混ぜて固め直した偽物の赤塩を使って、詐さ欺ぎを働くやつは後を絶たない……」

　玉麗は冷ややかに笑った。

「お疑いになるのでしたら、この話は無かったことに……」

　──商売の主導権は、こっちにあるわ。この男が話に乗らなければ他の商人に会いに行くだけのことよ……。

　玉麗の言葉を聞いた応厘は、慌あわてて首を振った。

「あ、いや、この赤塩を疑っているわけではない。これは偽物ではない、この塩には海の匂いがしない。こう見えても、この応厘、一介の塩商人から身を興おこし、この稜孟の筆頭商人にまで登りつめた男だ。

　この赤塩が偽物か本物か、その区別くらいはつく。私が疑っているのは……その……親書に書かれている内容なのだよ」

　応厘と名乗った男は赤塩の横に置かれた、一通の親書を指差した。

　それは玉麗が侘タ瑠ル徒トの王である晴せい凛りんから応厘宛てに預かった親書だった。

「これは……その……本当なんだろうな？　侘瑠徒を攻めた帝国軍の精せい鋭えい、緑軍が壊滅し、孟もう旗き将軍とその部下が侘瑠徒側についたというのは……」

　玉麗はうなずいた。

「ええ、これほどの大事件が広まらないわけがございません。たとえここで私が噓うそをついたとしても、その真しん偽ぎはすぐに判明するわけです……つまり、私が噓をつく理由がございません。戦いの決着がついたのは五日前。そろそろ知らせが帝都に届いている頃でございましょう」

「確かに……言われてみればその通りだ……しかし、侘瑠徒に立て篭こもっていた反徒どもは、三千にも満たないシムールと脱走兵の寄せ集め部隊だったと聞く。なぜ、そんな連中に帝国軍の精せい鋭えい部隊が負けたのだ？」

　玉ぎよく麗れいはふっと微笑ほほえむと、静かに答えた。

「おそらくは天命……で、ございましょう」

　それは想像していた答えに無かったのだろう。応おう厘りは目を見開いた。

「天命……だと？」

「そうです。帝国は邪じや悪あくにして、侘タ瑠ル徒トは善良。邪悪なる者が滅めつし、善良なる者が生存するはこれ、道理でありましょう」

「はあ……」

　いきなり道教の道師のようなことを言い出した玉麗を見て、応厘は言葉に詰まった。

　──どこまで本気なのか、この女。

　天命だの善悪だの、そんな戯ざれ言ごとで世の中が動くものか。

　そんな言葉でたぶらかされるのは、無学な農民や職人どもだ。利に敏さとく、計算高い商人が、そんな言葉で動くものか……。

　と、思った応厘に、玉麗はにっこり微笑んだ。

　その笑いを見た彼は、すっと肝が冷えたような気がした。

　玉麗の整った顔つきが見せる微笑みは、さわやかだった。しかし、目だけは笑っていなかったのだ。真っすぐに応厘を見つめている。見透かさんばかりに。

　このような笑い方を、玉麗は妹の前ではしない。妹、銀ぎん麗れいは唯一の肉親、ただ一人ひとり心許せる家族なのだ。賢い妹の前では安心しきってしまい、ボロを出す。

　だが、一人で商談に挑いどむときの玉麗は、冷れい徹てつな商人であり交こう渉しよう人にんであった。どちらかといえば、銀麗がいないほうが、上う手まくいくというタイプである。

　玉麗は微笑を浮かべたまま、言葉を続けた。

「帝国では先代の皇こう帝ていが崩ほう御ぎよされた後、即位された幼帝に代わって、菰こも野の盛せい元げんが摂せつ政しようとして政務についています。しかし、本当の指導者は、近在官の長である苑その山やま燕えん鵬ほうです。

　燕鵬が帝国の実権を牛ぎゆう耳じってから、租税は上がり続け、専売の塩の価格は今では三倍になっています。それどころではありません。帝国はシムール来らい寇こうの一報を受けて、徴兵を始めました。戦費調達の名目で、租税や塩の価格はさらに上がるでしょう。民たみの怨えん嗟さの声が帝国の中に満ちています。

　働き手である若者を徴兵され、収穫した穀物を租税として取り上げられた農民の中には、生活できずに流る民みんと化すものも出てくるでしょう……」

　そこで玉麗は言葉を切ると、息を吸ってきっぱりと言った。

「帝国はもはや形けい骸がいと化しています。不正が横行し、官かん吏りは蓄財に目の色を変え、予算は横流しされ、国を守るはずの兵士の食事さえ事欠く有様。

　帝国軍の精せい鋭えい、緑軍三万が侘タ瑠ル徒トに立て篭こもる数千の手勢に完かん膚ぷなきまでに敗れ去った理由は、国民が帝国を見放し始めているからに他ありません。民たみの声は天の声。私が天命と申し上げたのは、そういう理由です」

「……確かに、専売の塩の価格はここ数年で三倍近く上がった。原価の三十倍だ。街の太たい守しゆが定める税金がさらに上乗せされるから、塩の値段は上がることはあっても下がることはない……民の恨うらみの声は尽つきるところを知らん」

　玉ぎよく麗れいはうなずいた。

「ええ、そこに今回の侘瑠徒の件……帝国軍の緑軍が壊滅したという知らせが帝都に届けば、帝国はどんな手を打つのか想像できますわよね？」

「うむ、帝国はさらなる徴兵に走るだろう。兵が増えればそれだけ軍費を必要とする……つまりはさらなる増税……」

「きっと、塩の専売価格も、さぞかし上がるでしょうねえ……」

　玉麗は机の上の赤塩を指差して、にっこり笑った。

「応おう厘り様、ここに……安い塩がありますわよ？」

　応厘は何かを言おうとして、慌あわてて首を振った。

「い、いや、わしは帝国から公式の塩商人として鑑かん札さつをいただいている身だ！　そのような密造塩に手を出すわけにはいかん！」

「それは違いますわ。応厘様の言っている密造塩とは、官製の塩と同じように、海水を煮詰めて作られた海の塩のことでございましょう？　この赤塩は山の中で取れたもの。いわば崖がけの石ころを拾ってきたのと同じでございますわ。つまりは『塩のような味がして塩のように使える石ころ』でございます。

　密造塩を取引すれば罪になりますが、石ころを取引しても、何の罪にもなりませんわ」

「それは詭き弁べんだ！」

「いいえ、方便とお呼びください。応厘様が一生懸けん命めい、官製の塩を売って、この稜りよう孟もうの民が高いお金を出してその塩を買っても、手数料や税金はほとんどが途中で官かん吏りの懐ふところに入り、国庫に入るのはほんの一握り。

　民の辛苦の上に腐りきった官吏があぐらをかいている帝国を、これ以上支える理由はありませんわ」

「そ、それについては、何とも言うわけにはいかん。曲がりなりにも、この応厘、太守様から稜孟の筆頭商人と任じられ、用人も兼ねておるのだからな」

　冷や汗を流す応厘を見て、玉麗はうなずいた。

「侘瑠徒の領主、泉せん野や晴せい凛りん様は、前の宰さい相しようである月つき原はら弦げん斉ざい様の愛まな弟で子しとして、侘瑠徒でシムールの姫君の教師を命じられていたお方です。いわば応厘様と同じ太守の用人という身分の持ち主ですわ。

　今の帝国の惨さん状じようを見かねて、晴せい凛りん様は兵を挙げました。しかし、それは、この延えん喜ぎ帝国を打ち倒し、自分が皇こう帝ていになるための私利私欲の旗揚げではございません。

『尊そん王のう討とう奸かん』、つまり皇帝陛へい下かを尊とうとび、この帝国を私利私欲のために動かしている君くん側そくの奸かんを討うつ。それが晴凛様の目的です」

　玉ぎよく麗れいはそう言うと、懐ふところからもう一通の親書を取り出した。

「先ほどお見せしたのは、この稜りよう孟もうの街の有力者である応おう厘り様へのもの。そして、これは稜孟の街の太たい守しゆ様に宛てた親書でございます。応厘様からお渡し願えれば、と存じます」

　応厘は思わず目を見開いた。

「わ、私に親書を届けろと言うのか？」

「はい、私のような一介の行商人の娘が、太守様にお目通りがかなうわけがございません。ですが、王厘様なら、いつでもこの稜孟の太守様にお会いすることができます。

　親書をお渡しするときに、侘タ瑠ル徒トは今、帝国緑軍二万を吸収し、この北域で最大の兵力を有している、ということをお忘れなくお伝えください。

　県都延えん声せいをもしのぐこの兵力をもって、稜孟を攻め滅ぼし、支配下に置くことは、赤子の手をひねるよりも簡単ですが、晴凛様はそれを望んではおりません……晴凛様のお心遣いを無む駄だにせぬように、ご配慮願えれば幸いです」

「う、うむ……」

　気け圧おされたようにうなずいた後で、応厘は嫌いや味みたらしい表情でつぶやいた。

「それにしても、都にその店あり、と言われた『蒼あお橋はし商会』が、反乱軍の片棒かついで密造塩の行商とはな……亡き父上が見たら何と言うやら」

　だが、この応厘の嫌味を、玉麗はさらりとかわした。

「蒼橋商会がつぶれたのは、父が苑その山やま燕えん鵬ほうが帝国の実権を握ると見通せなかったせいです。父は、きっとこう言うでしょう。『今度こそ勝ち馬に乗れ』と……」

　にっこり笑った玉麗を見て、応厘の表情が変わった。

「ほう……侘瑠徒が勝ち馬だと言うのかね？」

　それは、小娘に馬ば鹿かにされたことを不満に思う中年男の顔ではなく、実利を追い求める商人の顔だった。

　──確かに。言われてみれば、たった数千の兵で侘瑠徒に立て篭こもり、帝国軍の精せい鋭えいを撃退し、それどころか自分の手て駒ごまにしてしまうなどということが、普通の若者にできるはずがない。

　ひょっとすると……ひょっとするかもしれん、ということか……。

　玉麗は応厘の胸中を見透かすように微笑ほほえんでみせた。

「勝ち馬の背中に乗るのは、早い者勝ちですわよ？」




　その頃、蒼橋商会の片割れである妹の銀ぎん麗れいは、応厘商店の勘定場で、番頭と四よ方も山やま話に興きようじていた。

「銀ぎん麗れいちゃんは、もう買い物は終わったのかい？」

「ええ、薬師のところで、硫い黄おうと硝しよう石せきを買って、私の買い物はおしまいよ」

「硫黄に……硝石？　何だねそりゃ、爆竹でも作って売ろうっていうのかい？」

「へへへ、似たようなものかな？」

　銀麗はそう答えた後で、帳場の後ろに掲げてある石版の数字を見て言った。

「ねえ、それ、麦の相場でしょ？」

「え？　ああ、これか、そうだ。さすがは銀麗ちゃんだねえ、目ざといというか油断ならないと言うか……」

　銀麗はにっこり笑った。

「それ、褒ほめ言葉として受け取っておくわ！　ありがとう。それはそうとして、今年の麦の出来はそれほど悪くないって話なのに、ずいぶん値段が上がってるわねえ……普通は収穫期の夏前には値が下がるものでしょう？」

　番頭はうなずいた。

「普通はな……確かに、去年の麦の残りに今年獲れた麦が重なってだぶつくし、どうせ買うなら新麦がいいってんで、古い麦は値を下げるんだが……今年はその古い麦が余ってないんだよ」

「『誰か』が買い占しめているってこと？」

「『誰か』というか……銀麗ちゃんも何となくわかってるんじゃないか？　買い占めている連中の正体は……軍に麦を納める御用商人連中だ。戦争が近いからな」

「へぇ……そうなんだ、やっぱり」

　まだ小さいのに賢い娘だな……と思いつつ、人のよさそうな番頭は少し声を潜ひそめて言葉を続けた。

「こいつは、おおっぴらには言えないことなんだが……御用商人どもはだぶついているときに麦を買い占めて、品薄にして値を上げる。そして、その値が上がったときの価格で軍に納品するんだ。

　当然それに利ざやを乗せる。利ざやには、軍の偉い人や財務局の役人に渡す袖の下が乗っかっているから、とんでもない額になる。古麦を一いつ斤きん、銅銭五枚で買って、軍に納めるときは銀銭十枚ってわけさ」

　銀麗は目を丸くした。

「じゃあ、何？　帝国軍は倉庫の隅っこでネズミに齧かじられていたような古麦を、銀銭十枚で買わされているってこと？」

「そういうことさ。金を支払う役人どもにしてみれば、自腹を切るわけじゃない、国の金だ。んでもって、高く支払えば支払っただけ、出入りの商人から自分の懐ふところに戻ってくる分も多くなる。国の金を直接懐に入れれば、横領で斬ざん首しゆされちまうが、こうやって納品の代金だってことにすれば、いくらでも国の金を自分のものにできるって寸法さ」

　番頭は床机の上に置かれた大きなソロバンを、ぱちり、とはじいて、ため息をついた。

「こうやって、銅銭一枚の損得で一喜一憂している民たみの納めた税金が、全部役人どもの懐ふところに入っているのかと思うと、ときどき、世の中が馬ば鹿か馬鹿しくなるときがあるよ」

　頭の後ろで手を組んで、銀ぎん麗れいは答えた。

「うーん、そうかなあ……私、世の中って、そんなに悪いほうばかりには進まないと思うなあ……爺じいちゃんはいつも、世の中が悪いほうに行くと、必ず『世直し』をする人が出てくる。そういう人の手助けをしろって言ってたんだよね……私みたいな小娘がこんなこと言うと笑われるかもしれないけど……」

「ふうむ……世直しねえ……」

　番頭がそう言って考え込んだとき、応おう厘りとの商談を終えた玉ぎよく麗れいが店の奥から出てきた。

「あ、お姉さま、お話は終わりましたの？」

「ええ、応厘様は、馬車に積んであるシムールの赤塩……じゃなかった、赤岩をお買い上げくださるそうよ。持ってきた十袋全部！」

「さすが応厘様！　見た目だけじゃなくて、やることも太っ腹！」

「こら！　銀麗！　失礼なことを言うんじゃありません！」

　慌あわててたしなめる玉麗を見て、銀麗はぺろっと小さく舌を出した。

　そして、姉のほうに向き直って言う。

「ところで、本当にちゃんとお話まとまりましたの？　また、いつもみたいにとんでもないところでドジ踏ふんで、ご破算にしてしまったのではなくって？」

「何てこと言うのよ！　私だって、やるときはやるのよ!?」

　そんなやり取りの後、応厘商店の裏口で、馬車に積んできた赤塩十袋を降ろした玉麗と銀麗は、その袋を背負った使用人たちが急ぎ足で倉庫の中に運び込むのを見ていた。

「ああやって、人目につかないように、こそこそ運んでいるのを見ると、あらためて、赤塩ってのは売りさばくのが難しい禁制品だと知らされるわね……」

　銀麗のつぶやきを聞いた玉麗が、思わせぶりに笑った。

「うん、今はね……」

「今は……って、ああ、そうか！　塩の専売は帝国の法律だもんね！　侘タ瑠ル徒トの領地になっちゃえば関係ないもんね！」

「そういうこと。さあ、馬車に乗って。次は東の柳りゆう弦げんの街に行くわよ！　シムールの赤塩を売りさばく権利は、私たち蒼あお橋はし商会が一手に引き受けることになってるんだから、侘瑠徒の勢力が広がれば、それだけ私たちも儲もうかるのよ！」

　銀麗はにっこり笑った。

「わかってますって！」

「じゃあ、動くわよ、しっかり摑つかまってなさい。それっ！」

　玉ぎよく麗れいが馬車を引ひく馬の手た綱づなを緩ゆるめ、声をかけると、馬車は、ごとん、と揺ゆれて動き始めた。

　馬車の荷台に積まれた荷物の番をするように、その上に乗った銀ぎん麗れいは頭の後ろで腕を組むと、遠く南の空を眺ながめた。







　　　第一章「強面」







　侘タ瑠ル徒ト攻防戦が終わって、七日が過ぎようとしていた。

　城壁の上に立つ晴せい凛りんと伏ふせ龍たつ、そして光こう凛りんの三人の目の前には、まだ戦いの痕こん跡せきがあちこちに残る侘瑠徒の街が広がっていた。

　伏龍は、中央広場に張られたシャン族と、そして熊くま軍こと、タッケイ族の戦士たちの包建パイクーの群れを眺めながら晴凛に言った。

「スンタタの精霊軍が来てくれたから、これを機会にシャン族の方々にはいったん居住地に帰ってもらって、騎兵隊を再編成してもらわないとな……シャン族の騎兵隊の損害は馬ば鹿かにならねえ」

「ええ、僕もそう思います……実は昨夜、ダガフさんと、シャン族の帰還について話をしたんですけど、ミーネ姫は帰らないって言い張って……イシル様も心配しているだろうから、一度顔を見せに戻ったほうがいいと言ったんですが、どうにも言うことを聞かなくて……」

　伏龍は、うんうん、と深くうなずいた。

「そりゃあ、帰りたくはなかろう。留守にしている間に、本妻の座をシャールに明け渡すようなものだからな……」

「あ、いや、本妻だなんて……」

　慌あわてて言い訳しようとする晴せい凛りんを見て、伏ふせ龍たつはにやにや笑いながら答えた。

「何だかんだ言っても、お前がミーネ姫を選んだってことはそういうことだろ？　まあ三年間の猶ゆう予よ付きってことになってるみたいだけどよ……ミーネ姫からしてみれば、三年間気が休まらねえってことだからな」

　晴凛はため息をついた。

「あと三年して十六歳になれば、もうちょっと落ち着いて、分別もついていると思っただけなんですよ……他意はありません」

　光こう凛りんは笑いながら晴凛の肩を叩たたいた。

「いやあ、我が弟ながら、実に羨うらやましい。両手に花じゃないか」

　伏龍は声を上げて笑った。

「はははは、光凛さんも人が悪いぜ。ありゃあ『両手に花』じゃねえ。どっちかと言うと『右手に山やま猫ねこ、左手に雌め牛うし』だ……どっちも怒らせたら命に関わるし、一いつ緒しよにしたら喧けん嘩かになる。同情こそすれ、羨ましがる気にはなれねえな……」

　晴凛は半分あきらめたような表情で黙だまって肩をすくめた。

「さて、シャン族の人たちにはいったん帰ってもらうとして、問題は投降した帝国軍の件だな……」

　伏龍はそこで言葉を切ると、光凛を見て聞いた。

「今、この侘タ瑠ル徒トには、いったい何人くらいの人間がいるんです？」

「そうですね……」

　光凛は、侘瑠徒の街の中と城壁の外にある、帝国軍の元の陣地に張られた天幕を眺ながめながら答えた。

「街の中に負傷兵とシムールの兵士合わせて約九千人。外の天幕に七千人。合計すると約一万六千人というところですね……」

「三日前までは、守備兵とシャン族を合わせて五千人弱だったわけだから、一気に倍以上に増えたってことか……どう見ても街の収容人数を越えてるよなあ……」

　伏龍のつぶやきも、もっともである。

　侘瑠徒はそれほど大きな街ではない。

　もともとは、タリム川の渡し場に作られた小さな村であり、その村を守るために城壁が築かれ、やがてその城壁は大きく堅固なものに変わり、ついには都市国家としての体てい裁さいを整えるに到ったという、よくある経緯を持つ街である。

　その後、北域に領土を拡大し始めた帝国と、シムールの間で何度か攻防戦が行われ、この街は、そのたびに主人を変え、街の人口も大きくその数を変えた。

　多いときには一万人近くまでふくれ上がったこともあるが、ここ十年ほどは五千人から三千人あたりで落ち着いていた。

　そして、三か月前、シムールとの先端が開かれたとき、この街に暮らしていた人々は侘タ瑠ル徒トの街を出て、県都である延えん声せいや周辺の街に避難した。

　住民たちの姿が消えたまま、まるで滅びた街ゴーストタウンのようになっていた侘瑠徒は、今、帝国軍の兵士たちであふれかえっている。

　光こう凛りんは、村の広場で戦場から回収してきた武器や鎧よろいを並べて整備している兵士たちを眺ながめながら答えた。

「侘瑠徒には、もともと一万人程度の人間なら暮らしていけるだけの設備がありますから、帝国軍が残していったあの陣地の設備と合わせれば、十分収容できると思います。食糧はむこう三ヶ月分は十分に備蓄されていますから、心配いりません」

　その言葉を聞いて、腕組みをして考え込んだ伏ふせ龍たつを見て、光凛が本気とも冗談ともつかぬ微笑を浮かべて聞いた。

「この兵力をどう使うか、ということですね……一万を超える兵力と、むこう三ヶ月は暮らせる兵糧があれば、延声を攻めることも不可能ではありません……どうしますか？」

　伏龍は肩をすくめてみせた。

「確かに、不可能じゃねえ。だけど、可能ってわけでもねえ……それに今は戦いの傷を癒いやし、足場を固めるときだ。

　だから俺は、まず、周りにある村や街を、こっちの陣営に引き込んで、外堀を埋うめていくべきだと考えたのさ」

「それが、あの玉ぎよく麗れいさんたちに託たくした親書、というわけですね」

「ああ、そうだ。正式な使者を送る前に、まず商人に根回しってわけさ。商人は何よりも合理的だ。損得を考えて利害が一致すれば、自分から動いてくれるからな」

　晴せい凛りんは城壁の外に広がる荒れ地を見回した。

「北域は寒くて、作物もそれほど育ちません。産物と言えば、シムールから手に入る羊毛ぐらいのもので、ろくな産物が無い貧しい場所です。

　でも、シムールの赤塩を帝国の国内でも自由に売れるようになれば、この北域は潤うるおいます。

　赤塩が立派な産物になるんです！」

「そうだ、お前の言う通り、シムールの赤塩は大事な産物であり、切り札だ。

　南の海沿いから、はるばる高い金をかけて持ってこなくちゃならねえ帝国の官製塩に比べれば、税金も手数料も乗ってねえからはるかに安い。利に敏さとい商人なら、必ず話に乗ってくるはずだ」

　伏龍と晴凛の言葉を聞いていた光凛が、しみじみと言った。

「親書と言っても、その内容は『侘タ瑠ル徒トに味方すれば、赤塩という利益がありますよ。逆らえば、一万の兵力で攻めますよ。どっちが得か、よく考えればわかるよね？』ですからねえ、どっちかというと脅きよう迫はく状みたいなものですよね」

「脅迫状じゃねえよ、取引さ。ちゃんと相手の利益だって考えているんだからな……それにしても、玉ぎよく麗れいたちが、近在の村や街に親書を配りに行って三日か……そろそろ親書の返事を持った使者が来てもいい頃なんだが……」

　伏ふせ龍たつがそう言いながら、城壁から遠くの山々を眺ながめていると、見張り台に立っていたシャン族の兵士が、カタコトの帝国語で叫さけんだ。

「馬車ガ来ル！　一台！　西！」

「馬車が一台？　西から来るってことは……稜りよう孟もうの街か……」

　伏龍はそうつぶやいた後で、にやっと笑って、晴せい凛りんと光こう凛りんを見て言った。

「おい、どうやら、返事が来たらしいぞ。総そう督とく府に戻って、お出迎えの準備だ」

「ええ、わかりました……」

　気が乗らないような表情を見せる晴凛を見て、伏龍は怪け訝げんな顔になった。

「どうした？　何か乗り気じゃねえみたいだが……」

「ええ、どうにも、こう、人前で話すのは苦手とうか『私が侘瑠徒の王である！　ようこそ！』みたいに、偉そうな口調で話すのは、性しように合わないというか何と言うか……」

　そう言って後頭部を搔かく晴凛を見て、伏龍は笑った。

「別に偉そうな口をきく必要はねえよ、お前は自然体でいればいい。その、いつものお前をどう見るかは、向こうの勝手だ……」

　伏龍は、さっき、見張りの兵士が指差した方向を見て言葉を続けた。

「シャン族の連中は目がいいからな。馬車が侘瑠徒まで来るには半はん刻ときほどかかるだろう。礼装に着替えようぜ。汗あせ臭くさい普段着で使者を迎えるわけにはいかねえからな」

　伏龍がそう言って歩き出したとき。

　また、シャン族の見張りの声が響いた。

「馬車ガ来ル！　一台！　今度ハ東！」

「何だって？　東？　ってことは柳りゆう弦げんの街だな……」

「何か、一いつ斉せいに動き始めましたね？」

　伏龍がうなずいた。

「ああ、帝国緑軍が俺たちの陣に加わったって情報が伝わったんだろうな。俺たちの旗印が本物で、ただの世直しごっこじゃないってことを知ったんだ」

　その伏龍の言葉を聞いて、晴凛ははっとした。

「そうか……そうですよね。尊そん王のう討とう奸かんって言葉は、もうただの合い言葉じゃないんだ。

　考えてみれば、僕は半分ぐらい成り行きでやってきたような気がする。

　とにかく、降りかかってくるいろんなことを切り抜けるだけで精いっぱいで、将来のことなんか考える暇すら無かった。

　侘タ瑠ル徒トの王になったのも成り行きで、王として考え、侘瑠徒をどんな国にすればいいのかなんてことは考えたこともなかった……でも、それだけじゃ駄だ目めなんだ……」

　考え込んで、そうつぶやいた晴せい凛りんの肩を、伏ふせ龍たつが叩たたいた。

「まあまあ、そんなに難しく考えるな。世の中なんてのは、なるようにしかならねえんだ。人間ってのは、自分のできる範囲のことを悔くいが残らねえようにがんばればいい。自分にどうにもならねえことはいくらがんばってもどうにもならねえ。身の程を知るってのが大事だぜ」

「身の程を知る？」

　怪け訝げんな顔をする晴凛を見て、伏龍はうなずいた。

「そう、身の程を知る。自分が知ってること、知らないこと、できること、できないことを見分けて、知らないことは、知っている人に聞く。できないことは、できる人に任せるってことさ。

　人間ってのは、自分は何でも知っている、自分は何でもできる、と思い込みたがる生き物だ。でもな、この二つが失敗の元なんだ。

　そういうやつは、この世の中を一人ひとりの力で何とかできると思い込んでる。

『俺が一番！』じゃねえと気がすまねえ。まあ、ガキみてえなプライドの持ち主だな……」

　伏龍はそこで言葉を切ると、顔をしかめて肩をすくめた。

「こういう話をすると、胸の奥の古傷が痛みやがるぜ……昔の俺は本当にガキだった。

　世の中ってものを、すげえ単純に考えていた。

　世の中が上う手まくいかないのは、全部大人どもが馬ば鹿かで無能だからだと決め付けていた。人より優れた頭脳の持ち主で天才の俺が世の中を変えてやる！　……てな。

　でもよ、気がついたんだ。どんなに、俺は頭がいいんだ！　俺は優秀なんだ！　ってわめいたって、そんなことで、人は動かないってことに。

　世の中を変えるのは、人を動かすやつだ。人を動かせるやつだ。本当の実力ってのは、そいつのために動く人間が、どれだけいるかで決まるんだ」

「本当の……実力……そういうのはどうやれば身に付くんでしょう？」

　聞き返した晴凛を見て、伏龍は笑った。

「それが、お前のいいところだ。わからなければ素直に聞く、というところだよ。

　そうだな……実力者になるには、まず『寛大であれ』。これが大事だ。やられたらやり返す、馬鹿にしたら許さない、そうじゃないとナメられる、みたいな考え方をしている人間に、ついていくやつはいねえ。これについていくのは、喧けん嘩かが強けりゃ偉い、みたいな猿さる山やまの猿みたいな価値観の連中だけだな」

「寛大であれ……ですか」

「言っておくが、失敗でも何でも見逃して、なあなあでやれってことじゃねえぞ。けじめはつけて、その上で寛大であれってことさ。

　さあ、二つの街から使者が来た。こいつは皮切りだ。玉ぎよく麗れいたちには、この北域の街や村を全部回るように言ってある。この後も続々とやってくるだろう。とにかく、着替えてこようぜ。初対面の人と会うときは第一印象ってのが大事だ」

「わかりました」

　晴せい凛りんはそう言うと、総そう督とく府の建物に向かって歩き始めた伏ふせ龍たつの後を追った。




　それから、少し過ぎた頃。

　総督府の建物の一角。台所にほど近い、井戸のある裏庭に面した一室に、シャールとミーネの言い争う声が響いていた。

「私が洗います！」

「いいやわしが洗うのじゃ！」

　晴凛は困惑しきっていた。

　まさか、女の子が二人ふたり、自分の下着を争って、にらみ合うなんて。しかも、自分の下腹部のまん前で。

「ほら、晴凛！　何をぐずぐずしとるのじゃ！　さっさと脱いで、わしに下着をよこせ！」
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　ミーネはそう言うと、いきなり晴せい凛りんの腰に手を伸ばして、下着を剝はぎ取ろうとした。

「そ、そんな無茶な」

　晴凛が慌あわてて腰を引くと、シャールがミーネの伸ばした手をぴしゃりと叩たたいて言った。

「当たり前です。あなたのようにいつでもどこでも脱ぎ散らかす人と、晴凛様は違います！　さあ晴凛様、わたしはあちら側を向いていますから、ささっとお脱ぎください！」

「いやあのその……」

　そう言うシャールだって、言葉とは裏腹に、顔を背そむける気配はまったくない。それどころか、頰ほほを赤く染めもじもじとしながらも、興味ありげな視線を晴凛の下腹部に注いでいる。

　──何で、こうなっちゃうんだ？　僕が何か悪いことしたっていうんだろうか……。

　晴凛は思わずため息をついた。

　事の起こりは、ついさっき。

　親書を送った街の太たい守しゆの使者と会談する前に、礼を失しないように汗あせ臭くさい服を着替えておこう、と考えた晴凛が、総そう督とく府に戻ってきたところを、ミーネとシャールに見つかってしまったために始まった。

「──じゃから肉は真っ赤なところがあるほうが美う味まいのじゃ……と、晴凛ではないか。どこに行くのじゃ？」

「──あなたの焼き方は血が滴したたっていると言うんです。ほとんど生肉じゃありませんか……あら晴凛様。いかがなさいました？」

　自室に向かう廊下を通りかかった晴凛を、ミーネとシャールは目ざとく見つけて声をかけてきた。

　特に隠すようなことでもないと考えた晴凛は正直に答えた。

「うん、これから、親書を送った街の使者の方と会うからね。ちょっと正装に着替えようと思って……」

　今にして思えば、これがいけなかった。

　晴凛の答えを聞いたミーネの目が、きらりん！　と光った。

「なに、着替えるのか！　よし！　ならば、下着はわしが洗濯してやる！」

　同じく、シャールも目を見開いた。

「お召し替えをなさるのですか？　でしたら、洗い物は私が！」

　こうなると、どっちも収まりはしない。

　例によってにらみ合いが始まった。

「晴凛の下着は、わしが洗濯するのじゃ！」

「いいえ、それは私の役目です！」

　そんな言い合いをしながら、にじり寄ってきたミーネとシャールは、いつしか晴凛の下腹部に顔を寄せるような体勢でにらみ合っていた。

「なぜ、そんなにじーっと見ているのだ」

「当たり前です！　あなたが晴せい凛りん様をひん剝むきかねませんから、見張っているのです」

「なんじゃと？　人を追いはぎみたいに言いおって！　お主だって、まるで獲物を狙ねらう獣けもののような目ではないか。何で晴凛をそんな目で見とるんじゃ！」

　今、晴凛に迫せまっていた危機とは、こういったものであった。

　晴凛だって、黙だまって見ていたわけではない。何とかこの危機を脱しようと……とにかく、二人ふたりから距離を取るために、一歩後ずさろうとした。

　しかし……

　がしぃっ！

　その瞬しゆん間かん、左右から手が伸びてきて、晴凛の服をむんずと摑つかんだ。

「あ……あの……？」

「どこに行くつもりじゃ晴凛」

「そうです。お召し替えをしなければ」

「だ、だから、そのために、服を脱いでこようかと……」

「ええ、そのお洗濯はこの私、シャールがいたしますから、どうぞお脱ぎください」

「何を言う。わしに任せておけ晴凛。ほら、さっさと脱がんか」

　ぎりぎりぎり。

　二人が摑んだ手に力を入れる。

　どちらも女の子とはいえ、かたや音に聞こえた『山やま猫ねこ姫』、かたやシムールに名を轟とどろかすタッケイの『戦いくさ乙女』。その力は半端なものではない。

　だんだん、晴凛の服がずり下がってきた。

　──こ、これは、まずくないか……!?

　このままでは、二人がかりの力尽づくで、脱がされてしまいかねない。

　さすがにそれは冗談じゃない。

　誰か助けてくれないかと、晴凛は左右をきょろきょろと見渡す。

　そのとき、先に着替えに行っていた伏ふせ龍たつと、その後についてきたらしいアイリーンが廊下を通りかかった。

「あ、伏龍さんアイリーンさ──」

　助けてもらおうと声をかけたそのとき。

「アイリーン、これ洗っといてくれや」

「何よ、まるで下働きさん扱いじゃない。まあ、あなたの汗の臭においのするものだったら、喜んで洗うけど♪」

　と、アイリーンは伏龍から着物を受け取って、

「うふふ、男の臭いねえ……くんくん……」

　と、やけに嬉うれしそうに、通り過ぎていった。

　──だ、駄だ目めだ！

　価値観が違いすぎるあの二人ふたりに助けを求めても……無む駄だだ！　自分は助からない……！

　ミーネとシャールが、ぽそっとつぶやく。

「汗の臭においか……」

「男の臭いなのね……」

　二人は一いつ瞬しゆん、表情を緩ゆるめて宙に視線をさまよわせた後、

　ぐぐぐ。

　晴せい凛りんの服を摑つかむ力が強くなる。二人の目の色が変わっていた。

　──うわ冗談じゃない、何とかしなきゃ。誰か来てくれ！

　じりじりと後ずさりする晴凛は、ついに窓まど際ぎわにまで追い詰められた。

　思わず助けを求めて窓の外を見た晴凛の目に、井戸の向こうから歩いてくる人影が見えた。

　──あれは……ミーネ姫の護人もりとミリンさんと、シャールの付き人メンミだ！

　これこそ地獄に仏。そんな気持ちで、晴凛は声をかけた。あの二人なら、何とかしてくれるんじゃないだろうか、と。

「あ、ミリンさん、メンミさん！　助けてください！」

　声を聞きつけた二人は、顔を見合わせた後で怪け訝げんな顔でこちらに近寄ってくると、窓から室内を覗のぞき込んだ。

「何をやっているのですか。シャール様と山やま猫ねこに服を引っ張らせて、やけに嬉しそうな顔をしてますね」

「べ、別に嬉しいわけじゃありません！」

　ミリンの横から室内を覗き込んだメンミが、眉まゆを逆立てる。

「お姉さまに何をさせているのですか、この末生うらなり朝顔！　とっととどかないと、ちょん切ってひねってねじって輪っかにしますわよ」

「違うよ！　誤解だよ！」

　どうもミリンとメンミには、見ただけではこの危機が伝わらなかったようだった。

「誤解じゃミリン。わしが晴凛の服を洗ってやろうと思ってな。嫁であるこのわしが！」

「落ち着けメンミ。私はただ、晴凛様の服を洗濯してさし上げようとしただけだ。妻の務めだからな！」

　ミーネとシャールの説明で、どうやら二人には状況がわかったらしい。ああ、という表情をする。そして。

「ふむ。確かに、洗濯は山猫には向いてイるかもしれまセんね。毎朝自分の下着洗っていやがりますから」

　と、ミリン。そう聞いて、シャールが怪訝そうな顔をする。

「毎朝、自分の下着を……？」

「ええ。自分の布団もです」

　なんてミリンが付け足したので、シャールは気がついたらしい。

「ミーネ姫、あなた……やっぱり毎晩おねしょを……」

「ちょっと待ていっ！　何でお前は毎回毎回、行かず後ご家けの言葉を鵜う吞のみにしやがるのじゃ！

　わしはおねしょなんぞしとらん！」

「本当に？　いえ、恥はずかしがらなくてもよいのです。そんな病やまいもあると聞くし、よければタッケイのよい薬師を紹介しましょう」

「何を言うかっ！」

「晴せい凛りん様の嫁にはなれないでしょうが、なに、心配する必要はありません。晴凛様の下着は、妻である私がちゃんと洗いますので」

「何でそうなるのじゃ、このすっとこどっこいっ！」

　吠ほえるミーネ。そこに割って入ったのが、メンミだった。

「そうですわ、お姉さまっ！　そんなしおれた小麦の苗みたいなやつの服を洗濯なんて、お肌がしわしわになりますわっ！　腐ってしまってからでは遅いのです！　そんなヨゴレ仕事は、この私がっ！」

「よ、ヨゴレって……そんなに汚くしてないよ……」

　しょぼくれる晴凛。だがメンミはそんなのには目もくれない。

「お姉さま。いけません！　そんな汚物を握っていては、お手が腐りますわ！」

　メンミは、そう叫さけぶやいなや、その場に履はき物ものを脱ぎ棄て、窓を乗り越えて室内に飛び込んだ。

「うわ！」

「ほらっ、さっさと脱ぎやがりなさいっ！」

　メンミはそう言うなり、彼女の言うところの『汚物』つまり、晴凛の下着をひっ摑つかんだ。

「おらあっ！」

　ずるりっ。

　あまりの勢いに、それまでのアレコレで緩ゆるんでいた帯が、ほどけた。

「！」

「！」

「ひいいいいいっ!?」

　悲鳴を上げたのは、晴凛だった。

　見事にずり下げられたのだ。そりゃ悲鳴だって上げたくなる。

　ミーネとシャールは言葉も無く、あっけにとられて見つめていた。

　ミリンはあきれかえった表情で、肩をすくめた。

　そして、メンミは。

　真っ赤な顔で、ぷるぷると震えていた。その目線の先には、脱げてしまった服と、晴せい凛りんが。

「何を見せやがりますかっ、この立ち枯れ向日葵ひまわりっ！」

「見せたくて見せたわけじゃな──」

　晴凛がそこまで答えたとき、見事な飛び膝ひざ蹴げりで、メンミの右膝は晴凛の左目を捉とらえた。

　めりっ！

　晴凛の左目の周囲の骨が、嫌いやな音を立てた。

「ぐはぁ！」

　眼がん窩かに加えられた衝しよう撃げきで、脳しんとうを起こした晴凛は、そのままその場に崩れ落ちた。

「ホントにあのとき、毒を盛ればよかったですわっ！　おっ、乙女にっ！　なんてもの見せやがりますのっ！　死ねっ、死んでしまいやがれですわっ！」

　ひっくり返った晴凛を燃え上がりそうな赤面で罵ののしるメンミを、シャールとミーネが押さえた。

「なんてことをするのじゃ！　晴凛！　晴凛!?　いかん、気を失っておる！」

「それは大変！　妻であるこの私がお手当を！」

「いや、嫁のわしが看病するのじゃ！」

　全裸のまま床に転がっている晴凛を挟はさんで、今度はどちらが手当するのかで、言い争いを始めたミーネとシャールを、家の外から窓越しに眺ながめながら、ミリンはつぶやいた。

「やれやれ。確かに侘タ瑠ル徒ト防衛はとりあえずひと段落つきましたけど……まさか『反乱軍』がこんなアホな騒さわぎをしているとは、世せ間けんの連中も、思っちゃいないでしょうね……」




　その頃、総そう督とく府の控室では、ミリンの言うところの『世間の連中』が、卓の上に置かれた茶と干した果物を練り込んだ焼き菓子を前に、小声で話しあっていた。

「侘瑠徒の街の外周にまで陣地を構築し、守りを固めているとはな……応おう厘りから聞いた話よりも、はるかに軍備は充実しているな……」

　中年の目つきの鋭するどい男がつぶやくと、若い男が感心したように答えた。

「それにしても、本当なんですね。侘瑠徒の連中はシムールと友好関係にあるってのは……街中に、シムールの騎馬兵がうじゃうじゃいましたよ。シムールの戦士が帝国軍の兵士と仲良く肩を並べて話をしている光景なんて、この目で見なけりゃ信じられないですよ。

　シムールの騎馬兵と帝国緑軍の兵士を組み合わせた軍隊なんてのは、講釈師の架空戦記の演目にも出てこないトンデモなシロモノです。そんな相手を敵に回すのはまっぴらごめんです」

　中年男は諭さとすように答えた。

「まあ、そう簡単に答えを出さんでもいいだろう。答えを出すのは、我々の報告を聞いた太たい守しゆ殿だ。我々は非公式の訪問者であって、全権大使ではないのだからな……それに、この侘瑠徒の王と名乗る、泉せん野や晴凛という男がどんな男なのか、それをこの目で見てから結論を出しても遅くはない」

「確かにおっしゃる通りです……最初にこの侘タ瑠ル徒トが反旗を翻ひるがえしたと聞いたときは、てっきり、盗賊崩れの無法者が調子に乗って、ハッタリをかましている。そのぐらいにしか思っていなかったのですが、まさか帝国緑軍を降こう伏ふくさせて、己おのれの配下に加えてしまうとは……泉せん野や晴せい凛りん……ただ者ではありませんね」

　若い男がそう答えたとき、控室の扉が開いてアイリーンが現れた。

　帝国の宮きゆう中ちゆうで女官が着ている、いわゆる西洋で言うところの白いシルクサテンのドレスによく似た衣装を身にまとい、髪型も後ろでまとめて垂らす、という女官姿である。

　アイリーンは上品な仕草で会え釈しやくすると、目いっぱいよそいきの声で告げた。

「お待たせいたしました。侘瑠徒の王、泉野晴凛様がお待ちです。こちらへどうぞ」

「うむ……」

　西にある城じよう塞さい都市「稜りよう孟もう」と、東にある宿場町「柳りゆう弦げん」から来た二人ふたりの使者は、小さくうなずくと立ち上がった。

「さて、泉野晴凛とやらは、我々を立って出迎えるのか、執しつ座ざに座って出迎えるのか……」

「ええ、楽しみですね……」

　総そう督とく府の中には、帝都からの使者を出迎えるときや、逆に近在の名主を呼び付けるときに使われる謁えつ見けん室しつがある。

　謁見室には「執座」と呼ばれる椅い子すがある。

　これは帝都の宮中で皇こう帝てい陛へい下かが座る「玉ぎよく座ざ」を模したもので、帝国皇帝の代官としてこの地を治めている総督だけが座ることを許されている。

　謁見する相手の位が上、例えば帝国からの使者のときは、使者を執座に座らせて、総督はその前に立ち、それ以外の相手と会うときは執座に座って出迎えることになっていた。

　非公式な使者であるこの二人にとって、晴凛が自分たちをどう扱うのか、というのは興味があった。

　先に立って、案内するように廊下を歩くアイリーンからは、何とも形容しがたい、いい匂においがふわっと漂ってきて二人の鼻をくすぐった。

　若い男ははっと小さく目を見開いた。

　──この香りは……どこかでかいだことがある……。

　そうだ、先週、帝都の支店から来た月例報告の中にあった、最近、都の若い娘の間で流行しているという、蘭らん夜や香こうという香料だ！

　こんな辺境の街にいる女が、なぜ帝国の最新の流行を知っているんだ？

　──もしかすると、この侘瑠徒の連中は、帝都に太い繫つながりがあるんじゃないのか？　この女の香は、侘瑠徒がただの地方のチンピラじゃないことの証明かもしれないぞ……。

　中年の男は、前を歩いていくアイリーンの腰から下に向かって描えがかれる見事な曲線を見て、別のことを考えていた。

　──この女は帝国人じゃない、はるか西の国の民族だ。

　帝都ならいざ知らず、こんな辺境で出会うことはまずないだろう。

　それにしても、野や暮ぼったい官服を粋いきに着こなし香こうを焚たくなど、まるで帝都の高級な酒しゆ家かの給仕……いや、違うな、もっとあか抜けているし、物腰が洗練されている。

　席に侍はべらせるだけで目の飛び出すような値がかかる一級の芸げい妓ぎのような感触がある。

　こんな辺境に、なぜ、こんな女がいるのか……金のためではあるまい。金を稼ぎたければ、帝都で働いたほうが金になる。

　……ますます泉せん野や晴せい凛りんという男に興味が出てきたぞ。

　二人ふたりの使者はそれぞれに、晴凛に対しての様々な憶測を胸にして、廊下を歩いた。

　やがて廊下の突き当たりの大きな扉の前で、アイリーンは立ち止まると、懐ふところから鈴すずを取り出し、扉の前でそれを、ちりんちりん、と振って言った。

「お客様をお連れしました」

　扉の向こうから、若い男の声が答えた。

「どうぞ、お入りください」

「失礼します」

　アイリーンは一礼すると、両開きの扉をゆっくりと押し開けた。

　謁えつ見けんの間には、丸い大きな机と椅い子すが並び、机の向こう側には帝国の役人が公式の行事のときに着る礼服を着込んだ三人の若い男が立っていた。

　陵りよう孟もうと柳りゆう弦げんの街の使者たちは、そこに立つ三人の若者に値ね踏ぶみするような視線を投げかけた。

　──さて、侘タ瑠ル徒トの王とはどんな男か、しっかり見み極きわめねば。

　あの「尊そん王のう討とう奸かん」の旗印に加わるかどうかで、陵孟の街の命運が決まるのだからな……。

　右側に立っている男は、どこか不良少年っぽい雰ふん囲い気きを持つ、二十代前半の男だった。

　左側に立っている男は、二十代後半から三十歳くらいの年齢の、実直そうな風ふう貌ぼうの男だった。

　そして、真ん中に立っている男の顔を見て、使者たちは息を吞のんだ。

　身体からだはそれほど大きくはないため、風貌魁かい偉い、という形容詞は似つかわしくないだろう。だが、左目に眼帯をしたその顔は、まぶたも鼻もぼってりと厚く、ふてぶてしい迫力に満ちていた。

　その迫力に満ちた眼帯男は、唇くちびるをゆがめるように笑って言った。

「ようこそ、侘瑠徒へ……私が、この侘瑠徒の王、泉野晴凛です」

　言葉使いは丁寧だった。いや、優しげと言ってもいいだろう。だが、その言葉使いと、容よう貌ぼうはあまりにも乖かい離りしていた。

　使者たちは、その言葉を、悪漢が胸の内に何か含むところを隠すために、猫ねこなで声を出しているのだと受け取った。

　使者たちが誤解したのも無理はない。

　メンミの膝ひざ蹴げりを食らった晴せい凛りんの顔は、左目の周囲が青黒く内出血し、顔全体がひどく腫はれ上がっていたのだ。

　とはいえ、侘タ瑠ル徒トの王である以上、近隣の都市から訪れた使者に居留守を使うわけにはいかない。とりあえず内出血した左目の周囲を、急ごしらえの眼帯で覆ってはみたものの、その眼帯姿は、腫れ上がったまぶたや頰ほほと相まって迫力を増し、晴凛をまるで百戦錬れん磨まの兵士のようなふてぶてしい顔つきにしてしまっていた。

　──これが侘瑠徒の王、泉せん野や晴凛か！　聞いた話とずいぶん違うな……。

　──腹に一いち物もつ抱え込んだような、百戦錬磨の顔つきだ……こいつはどう見ても一ひと筋すじ縄なわではいかない男だぞ……。

　使者たちが晴凛の顔を見て様々な考えを巡らしていると、右隣の不良少年が頭を下げた。

「はじめまして、この侘瑠徒の軍事作戦や外交を担当している、皇こう伏ふせ龍たつと申します」

　左の実直そうな男も続いて頭を下げた。

「はじめまして、侘瑠徒の内政を担当している泉野光こう凛りんと申します。侘瑠徒に来る前は、帝国軍の軍務局算議部におりました」

　名前を聞いた使者が怪け訝げんそうな顔になったのを見て、光凛は慌あわてて言葉を続けた。

「ええ、名前をお聞きの通り、私は、こちらの侘瑠徒の王である晴凛の兄です。長幼の序はあるとはいえ、晴凛はシムールの大軍と帝国軍の精せい鋭えいから、二度にわたってこの侘瑠徒を守り抜いた男です。弟の命令で動くことに、何のわだかまりもありません」

　晴凛は目の前にある机と椅い子すを指差して言った。

「とりあえずお座りください。ご覧の通り、この丸い机には上座も下座もありません。これはシムールの族長会議のときに、族長たちが丸く座るのを真ま似ねたものです。

　シムールには十二の支族がありますが、どの支族も平等であり、そこに上下は無い、という考え方から、そのような座り方をします。

　つまり、侘瑠徒と稜りよう孟もう、そして柳りゆう弦げんの街は、基本的に対等だとお考えくださって結構です。我々は皆さんの街に隷れい属ぞくを求めているわけではありません」

　稜孟と柳弦の街の使者は顔を見合わせた後で、どちらともなくうなずいて椅子に座った。

　──ふむ、左右にいるのが部下、ということか。

　頭の回転の速そうな切れ者と、実直な実務に長じた者を両手のように使うということだな。

　この晴凛という若者は、一見するとふてぶてしい顔つきの傲ごう慢まんな男に見えるが、その下に隠れている性根は意外と堅実なのかもしれん。

　──片目を眼帯で隠した、魁かい偉いな容よう貌ぼうからくる印象とは違うな。根は信頼できる人間かもしれない。

　使者たちがそんなことを考えているところに、晴凛が話を始めた。

「この侘瑠徒の街に来ていただいて、その目で見ていただければ、我々が送った親書に書いてある内容が虚きよ偽ぎでもハッタリでもない、ということが、おわかりいただけと思います。

　この侘タ瑠ル徒トを攻略した帝国軍緑軍は壊滅し、指揮官であった孟もう旗き将軍閣かつ下かは、七千人の兵士と共に、我々の掲げる『尊そん王のう討とう奸かん』の旗の下もとで戦う道を選びました。

　皆さんには、この後で、孟旗将軍に会っていただきます。いかにして我々の志こころざしを理解し、共に戦う道を選んだのかを、将軍の口から直接お聞きください」

　自信に満ちた晴せい凛りんの言葉を聞いた使者たちは、自分たちが抱いだいていた疑念、つまり孟旗将軍は部下の命と引き換えに帝国を裏切らざるを得なかったのではないか？　脅きよう迫はく、もしくは取引によって不本意ながら反乱軍に与くみしたのではないか？　という疑念が根拠の無いものであることを知った。

　──ということは、孟旗将軍以下の帝国軍の軍人は、みずからの意思で帝国に反旗を翻ひるがえした、ということになる……。

　帝国に反旗を翻せば、どうなるか。帝都に残してきた家族や親族が見せしめのために罪人として捕ほ縛ばくされ、処刑されるかもしれないのだ。

　苑その山やま燕えん鵬ほうはそれくらいのことはやりかねない男である。

　それでもなお、孟旗将軍は帝国を裏切り、この若者の旗の下に参じたのだ。

　──この男に、それほどまでの力と魅力があるというのか……。

　使者たちは改めて晴凛の顔を見直した。

　次に説明を始めたのは伏ふせ龍たつだった。

「この侘瑠徒の戦力は帝国緑軍だけではありません。街に入って見ていただいたのならご理解できると思いますが、我が侘瑠徒は、シムールの支族、シャン族とタッケイ族との間に友好関係を結んでいます。

　そちらの街の商人にお渡しした赤塩はシムールの領内で産出するもので、我が侘瑠徒がシムールとの間に信頼関係を結んでいるがゆえに入手可能なのです」

　稜りよう孟もうの使者が小さく手を上げた。

「シムールとの間に友好関係を結んでいる、という話だが、それは信用できるのかね？　あ、いや、疑っているわけではないが。異民族との間に契約を結ぶというのは、どうにも危険な気がしてならんのだ」

　伏龍はもっともとばかりにうなずいた。

「それはそうでしょう。帝国にとってシムールは先祖代々の敵。そしてシムールにとっても、帝国は敵。この長年にわたる確執が、そう簡単に消えるとは思えないのは当然です。

　しかし、そういった確執を乗り越えたのが、この晴凛殿です。

　晴凛殿は幼少の頃からシムール語が得意で、その特技を先の総そう督とくである月つき原はら弦げん斉ざい閣かつ下かに見込まれて、シャン族の姫君の教育係を命ぜられました。

　月原閣下が苑山燕鵬の手で失脚させられた後、シムールと帝国の間に騒そう動どうが持ち上がり、それが原因でシムールが赤い矢を送り付けてきた事件はご存じだと思います。

　そのとき、シムールの族王エオルのところに乗り込み、直じか談判を行って全面戦争を回避させたのが、誰あろう、この晴せい凛りん殿だったのです」

「なんと！　族王エオルと話をつけただと？」

「信じられん！　そんなことができる帝国人がいたとは！」

　驚く使者たちを見て、伏ふせ龍たつは自信ありげに笑ってみせた。

「その証拠に、シムールたちは、あれ以降攻撃してきません……三か月前のあの大おお騒さわぎが噓うそのようではありませんか、違いますか？」

　使者たちはお互いの顔を見合わせた。

「う、うむ、言われてみればその通りだ」

「シムール来らい寇こうとあれほど騒いでいたのに、気がつけば猫ねこの子一匹現れん」

　伏龍は満足そうにうなずいた。

「それには、当然理由があります。シムールと結んだ友好関係とは、シムールの族長の姫君を妻として娶めとることだったのです。

　晴凛殿は帝国人にしてシムールの族長との姻いん戚せき関係を持っています。

　あなた方が侘タ瑠ル徒トの街で見たシムールの騎馬兵たちはすべて、その姫君が連れてきたいわば持参金です。

　彼らはシムールでありながら、帝国人である晴凛殿の命令に従い、元帝国軍の兵士と共に肩を並べてこの侘瑠徒を守るために戦いました。

　そういう意味で彼らは、そしてこの侘瑠徒の街にいる者たちは、シムールでも帝国人でもない、侘瑠徒人なのです」

　伏龍はそう言うと、小さく手をポンポン、と叩たたいた。

「使者の方々に、シムールの姫君をご紹介しましょう。シャン族の姫君、シャン・クム・ミーネ姫と、タッケイ族の姫君、タッケイ・ラム・シャール姫です。さあ、入ってきてくれ」

　伏龍の言葉が終わるのと同時に扉が開いて、民族衣装に身を包んだミーネとシャールが、部屋の中に入ってきた。

　ミーネは、白地にシャン族の部族色である青い糸で様々な模様を刺し繡しゆうした、ふわりとした衣装に身を包んでいる。

　小さな身体からだがふわりとした衣装に包まれている様は、まるで人形のように愛らしい。

　一方シャールは、タッケイ族の部族色である鮮やかな赤い色の民族衣装に身を包んでいる。

　戦闘部族であるタッケイの民族衣装は、活動的なぴっちりとした意い匠しようで、ただでさえメリハリの利いたシャールの身体の線を際きわ立だたせている。

　ミーネはそのまま、つかつかと部屋の中に入ってくると、晴凛の右後ろに立ち一礼して、帝国語ではっきりと言った。

「私が、侘タ瑠ル徒トの王、泉せん野や晴せい凛りんの嫁、シャン・クム・ミーネである！　よろしく頼む！」

　シャールは慌あわててミーネの後を追って、晴凛の左後ろに立つと優ゆう雅がに一礼して、片言の帝国語で言った。

「はじめマシテ。ワタクシガ晴凛様の妻、タッケイ・ラム・シャールでゴザイマス」

　ミーネとシャールを見て、使者たちは混乱した。

「え？　嫁と……妻？」

「どういう意味だ？」

　そのつぶやきを聞きつけたのだろう、ミーネが胸を張った。

「嫁は嫁だ！　晴凛の嫁は私だ！」

　その言葉を聞いたシャールも負けていない。嫁、という単語は理解できたのだろう。帝国語で言い返した。

「妻はワタクシ。ワタクシガ妻デス！」

　晴凛を挟はさんでにらみあう二人ふたりを見て、使者が感嘆したようにつぶやいた。

「うむ、英雄、色を好むという言葉の通り！」

「二人の姫君に惚ほれられる、その甲か斐い性しようこそが男の価値！　さすがです！」

「あ、いや、そういうわけでは……」

　──天敵であるはずのところのシムールの姫君が二人して、この若者に身も心も委ゆだねているわけか。この男、大きいぞ。

　何か勘違いをしているような使者たちの満足げな表情に、慌てて弁解しようとした晴凛の言葉をさえぎって、伏ふせ龍たつが口を開いた。

「……というわけで、この侘瑠徒はシムールとの間に深い繫つながりがございます。赤塩の供給とシムールの兵力が、この侘瑠徒の背後にあるということをご理解いただけたでしょうか？」

　二人の使者は感嘆したように目を輝かせると、力強くうなずいた。

「いや、驚いた。このような英雄が、こんな辺境にいるとは思わなかった。侘瑠徒の配下に加わらねば攻め滅ぼすぞ、という脅おどしをひと言も口にしなかったのが安心できる」

「太たい守しゆ殿に、しっかり報告させてもらおう。尊そん王のう討とう奸かんの旗印は、かけ声でも単なるハッタリでもなかった、とな！」

　二人の使者はそう言って立ち上がると、晴凛に右手を差し出した。

「稜りよう孟もうはきっと、尊王討奸の旗の下もとに侘瑠徒の配下に加わらせていただくことになりましょう」

「柳りゆう弦げんも、同じく尊王討奸の旗の下に加わらせていただくつもりです！　共に、世直しのために働きましょう！」

　晴凛はにっこり笑って、二人の差し出した手を握った。

「ありがとうございます！」




　二人ふたりの使者が帰っていった後、椅い子すに座った晴せい凛りんの脇わきには、ミーネとシャールがついて眼帯を外し、目の周りの青アザに濡ぬらした布を当てて冷やしていた。

『まったくもう、何なのだ、あのメンミという女は！　よりによって、晴凛の目に膝ひざ蹴げりを食らわすとは！

　大事な使者との面会を控えていたというのに、晴凛は人前にこのような腫はれ上がった顔をさらさねばならなかったのだぞ。まったく、シャールは妻失格じゃな。とっととあの馬ば鹿かな侍女を連れてタッケイ族のところに帰れ！』

『申し訳ありません。申し開きもできない……メンミは今、部屋で謹慎させています。

　メンミは自分がしでかしたことに、今になってから気がついたようです。どんな罰でも受けると言って泣いていました……ですが、私の許もとからは離れたくないと……。あの子には身寄りが無いのです。だから私が引き取って、今まで侍女として暮らしていました。このたびの不始末は私の責任です……メンミが罰を受けるなら、私も受ける覚悟があります……』

　シャールが消え入るような声で答えたとき、使者を送って帰ってきた伏ふせ龍たつが部屋に戻ってきた。

　伏龍は目を押さえている晴凛を見て、笑いながら言った。

「いやあ、お前のその眼帯と腫れ上がった顔が、すげえ印象的だったらしいぞ。人の上に立つ英雄の相があるとかなんとか、目一杯褒ほめていた」

「英雄の相って……これ、単に腫れ上がっているだけなんですけど……」

「いや、片目でふてぶてしいその顔つきが、実に効果的だったみたいだ」

　伏龍はそう言った後で考え込んだ。

「そういえば、この後も周りの街から使者が来るかもしれないな……ということは、お前のその顔、元に戻らないほうがいいかもしれない。冷やすのやめて、そのままにしておくってのはどうだ？」

「勘弁してくださいよ」

　晴凛は困ったように答えた後で、横でしょんぼりしているシャールに声をかけた。

『このアザが原因で交こう渉しようがまとまらなかったというのなら、責任問題になるかもしれないけど、結果的に交渉は上う手まくいったみたいだし。まあ、僕が痛い思いをしただけで、丸く収まったのなら、そんなに気にしないでもいいよ。

　メンミにも、これといって罰を与えるつもりはない。仲良くさえしてくれれば、僕から言うことは何も無い。これからもよろしくって伝えてよ』

　シャールはがばっと顔を上げた。

『本当でございますか！　ありがとうございます！　まさかそのような寛大なお言葉をいただくとは……』

　両手を胸の前で合わせ、感動で目を潤うるませているシャールを見て、ミーネが不満そうにつぶやいた。

「まったく！　何で晴せい凛りんは、そう優しいのじゃ……お前は誰にでも優しい。それはいいことなのかもしれんが、腹が立つ！」

　伏ふせ龍たつはにやにや笑いながらうなずいた。

「晴凛の、その内面の優しさ、真ま面じ目めさ、実直さと、その恐ろしく腫はれ上がった顔との落差が、より強い印象を刻み込むんだ。

　これはいい宣伝になる！　英雄とか統率者になる人間には、他人と違う、わかりやすい特徴が必要なんだ！　よーし、これを機会にどんどん噂うわさを広めてやろうぜ！

『侘タ瑠ル徒トの王、泉せん野や晴凛は片目のふてぶてしい男で、シムールの姫君を二人ふたりはべらせ、シムールの力を背景に、帝国を虎こ視し眈たん々たんと狙ねらっている英えい傑けつである』とか何とか！」

「勘弁してくださいよ！」

　晴凛は半泣きで答えた。

　伏龍の思おも惑わく通り『北域の独どく眼がん龍りゆう・侘瑠徒の晴凛』の噂は、この後、北域全体のみならず、遠く帝都まで広がることとなったのだが、それはまた別の話である。




　晴凛の左目のアザを冷やし、一刻も早く腫れを引かせようとするミーネとシャールを、伏龍が一生懸けん命めい説得しようとしていた、その頃。

　侘瑠徒の総そう督とく府の建物に隣接して建ち並んでいる役人たちの官舎の一角。窓も閉め切った薄暗い部屋の片隅に、そのアザを作った張本人が膝ひざを抱えてうずくまっていた。

　侘瑠徒の王である晴凛に、飛び膝ひざ蹴げり食らわして怪け我がをさせたということで、謹慎を言いつけられたメンミである。

　言いつけたのは、メンミが唯一敬愛する人物、シャールだった。

　ミーネとシャールの洗濯物の取り合いに加勢したはずみで、晴凛の顔面に膝蹴りを食らわした後で、メンミはシャールにしこたま怒られた。そして、

『お前は何をしたのかわかっているのか！　晴凛様は──この方は侘瑠徒の王なのだぞ！　部屋で謹慎していろ！　追って沙さ汰たは王から言い渡されるだろう！』

　そう言われてメンミは何も言い返せず、晴凛の手当てを始めたシャールたちから目を背そむけ、とぼとぼとこの部屋に閉じ篭こもったのである。

　窓を閉めた薄暗い部屋の中で、メンミはつぶやいた。

「お姉さま……」

　メンミから見た晴凛は、大切な『お姉さま』をたぶらかす不ふ埒らち極まりない帝国人！　それ以外の何者でもなかった。

　シャールは晴凛の妻を自称し、周囲もおおむねそれを認めているが、メンミにはそんなことは到底受け入れられないことだった。

　シャールはメンミにとって、この世でただ一人ひとり、唯一無二の『お姉さま』なのだ。それを奪われてなるものか。

　メンミには家族がいない。親の顔すら覚えていない。

　正確に言えば、親兄弟というものが、すでに皆この世を去っている。病やまいであったり、不幸な事故であったり、その理由は様々なのだが、物心ついた頃には誰一人として残っていなかった。

　その身の上に同情した当時のタッケイ族の族長──つまりシャールの父親が、娘の侍女として、メンミを引き取ることにしたのである。

　幼いシャールはその経緯を理解した上で、実の姉妹以上にメンミを可愛かわいがった。

『わたしがおまえの、ねえさまだからな。おまえの、かぞくなのだ』

　事あるごとに、シャールはメンミにそう言って聞かせた。

　だからメンミは、唯一シャールにだけ心を許していた。シャールだけが、メンミのたった一人の家族だった。

　だから、シャールを奪う晴せい凛りんという存在は、メンミにとって敵以外の何者でもなかったのだ。

　……とはいえ。

　晴凛は今や侘タ瑠ル徒トの王である。

　シャン族、タッケイ族だけでなく、シムールの族王エオルにも認められている存在だ。さらに、帝国の精せい鋭えいである緑軍を撃退し、その将軍を自分の配下に加えるという、前代未聞のことをやってのけた英雄と呼んでもおかしくないほどの存在になってしまった男なのだ。

　その王の顔面に、飛び膝ひざ蹴げりを食らわせたのである。

　──かなりの手応え（足応え？）がありましたわね。もしかすると、目に取り返しのつかない傷を負わせてしまったかもしれません。

　ましてや、大事な使者を出迎える直前のことだったと、後でシャールお姉さまから聞かされました。

　怪け我がの治療のため、面会は中止となったか……あるいは無様な怪我を使者にさらして、大おお恥はじを搔かいたかもしれませんわね……。

　最初、メンミは精一杯虚勢を張って、部屋の中でふんぞり返っていた。

　──ざまあ見るがいいですわ！　お姉さまに不ふ埒らちなことをしようとしていた、そのバチが当たったのですわ！

　だが、そんな虚勢は長続きしなかった。

　薄暗い部屋の中で冷静になればなるほど、自分がしでかしたことの重さがのしかかってきたのだ。

　メンミも馬ば鹿かではない。今が侘瑠徒、そしてタッケイをはじめとするシムールにとって、とても重要なときだとわかっているのだ。自分の今回の行いは、それを台無しにしかねないことも。

　メンミは今になってから、自分のしでかしたことが怖くなっていた。

　膝ひざを抱えたメンミの目から、ぽろぽろと涙が零こぼれ落ちた。

　罰は怖くなかった。シャールから愛想をつかされることのほうが怖かった。

　ひとしきり泣いて──部屋の周りから人の気配が消えた頃。

　メンミはぽそっとつぶやいた。

「……よくて……縛り首ですかしらね」

　王の顔に泥を塗ぬり、この街と一族の命運をつぶしたかもしれないのだ。その罪は死をもって償つぐなうしかない。

　帝国風に、衆人の目前で斬ざん首しゆか磔はりつけか。

　シムールの伝統に従い、荒野に放り出されて、狼おおかみに臓物を食いちぎられるか。

　いずれにしても、名誉ある死すら許されないだろう。

　──しでかしたことを考えれば、当然ですわ……。

　思ったよりもあっさりと、それを受け入れていることに気がついて、メンミは自分で自分を意外に感じた。

　そのくらいには、晴せい凛りんを王として認めていたのだ。

「……お姉さまを娶めとるなんて、やっぱり許せませんけど……ね」

　そうつぶやいたものの、口元にはなぜか力なく笑えみが浮かぶ。

　と、そのとき。

　締め切った扉を、こんこん、と叩たたく音と、呼びかける声が聞こえた。

「メンミ、私だ、シャールだ。開けるぞ」

「はい！」

　顔を上げて返事をしながらメンミは思った。

　──お姉さまが来た、ということは、刑の宣告ですわね。

　侘タ瑠ル徒トの王である晴凛が沙さ汰たを下し、それを伝えに来たのだ。さあ、縛り首か磔か、狼の餌えさか。

　メンミは、ごくん、と生なま唾つばを吞のみ込むと、覚悟を決めて開いた扉のほうに顔を向けた。

　そこには、なぜか笑みを浮かべたシャールの顔があった。

「お……姉さま？」

「ああ。沙汰が下った。お咎とがめ無し。晴凛様は笑って許してくれた」

「……は？」

　かくん、とメンミの顎あごが落ちた。

　ぽかーん。

「どうした？　顎が外はずれたか？」

「あ、いえ、そういうわけでは……え？　お咎め、無し？」

「そう。お咎とがめ無し」

「あの……縛り首じゃ？」

「いいや」

　シャールは首を振った。

「磔はりつけに……？」

「されない」

　ぶんぶん。

「狼おおかみの餌えさに……？」

「ならない」

　ぶんぶん。

　またゆっくりと、メンミの顎あごが落ちていく。だが今度は、落ちきる前に言葉を発した。

「で、でもあんな怪け我がをさせてしまって！　無事ですむわけが！」

「確かに、凄すさまじく腫はれ上がってしまって、治るのには時間がかかりそうだ」

「治る!?　目がつぶれたのかと……」

「見えている。腫れがひどくて、当分眼帯をつけていないといけないがな」

「使者との面会は!?　そんな怪我では到底上う手まくいくはずが！」

「それが、かえって好印象だったようだ。いやあ、何が幸いするか、本当にわからないものだな」
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　はっはっは、と笑い出したシャールに、思わずメンミは叫さけんだ。

「わからないって、私のほうがさっぱりわかりませんわ！　だからって、どうしてお咎とがめ無しなんですの!?」

　シャールはメンミを見み据すえると、言い聞かせるようにゆっくりと言った。

「それは簡単なことだ、メンミ。それが晴せい凛りん様というお方だから。

　本当に不思議なお方。ああもにっこりと、許してくださるのだから」

　そう答えたシャールの笑え顔がおを見たとき、メンミの胸の中につかえていたものが、すとん、と下りた。

　──ああ、駄だ目めだわ、何を言っても、何をやっても、何をしでかしても……私はあの晴凛という人には敵かなわない。

　シムールの王エオルが認め、タッケイの族長スンタタが認め、その妹姫シャールが心底惚ほれた男、晴凛。

　私が彼に敵う方法は……無いんだ。

　メンミの肩からすっと力が抜けたとき、シャールが面白げな顔つきで言った。

「ああ、それと、もうひとつ……『これからも、よろしく』と、言っておられたぞ」

「え……これから、も？」

「ああ。本当にあのお方は、人を信じるお方だな」

　メンミは、その言葉に、ごつん、と殴なぐられたような気がした。

　出会ってから今まで、あれだけさんざん罵ば詈り雑ぞう言ごんを重ねてきたのだ。

　挙あげ句くの果てに、ひどい怪け我がまで負わせたのだ。

　それでもなお、自分を信じてくれるというのか……。

　メンミは困惑した。

　──どうしろというんですの……一体、どうしたら、いいんですの!?

　視線をさまよわせるメンミを見て、シャールはにっこり微笑ほほえんで、こう言った。

「さあ、晴凛様に直接お会いして、改めてお詫わびをしよう」

「そんな！　何を……どんな顔して言ったら……いいんですの!?」

　困惑を超えて、もはや混乱しきったメンミを見て、シャールは言った。

「その胸のうちを言えばいいのだ。飾ることも、隠すこともいらない。何を言っていいのかわからなければ、そう言えばいい。その素直さを晴凛様は愛するだろう……晴凛様はそういうお方だ……」

　──だから、ミーネ姫は愛されているのだ。

　シャールはその後に続く言葉を吞のみ込んで、少し寂さびしげに微笑んだ。







　　　第二章「驚天動地」







　北方の辺境、侘タ瑠ル徒トで起こったシムールがらみの反乱軍を鎮ちん圧あつするために、派遣された孟もう旗き将軍率いる帝国緑軍三万が、なすすべもなく壊滅したという知らせが帝都に届いたのは、沢さわ樹ぎが残存兵力を集めて延えん声せいに撤退した日から五日後のことである。

　伝令使から第一報を受け取った軍務局司令部の情報局の参さん謀ぼうは、文書筒についている「大至急」「極秘」の付ふ箋せんを見て笑った。

「沢樹め、自分の手柄を報告するのに、極秘もあるまい」

　同僚の参謀も笑った。

「大至急、というのはわかりますね。一刻も早く、自分の手柄を上じよう奏そうしたいと焦あせる気持ちが表れています。まあ極秘というのは軍事通信の通例みたいなものですから」

　文書筒を持った参謀は小さくうなずいた。

「うむ、あの男は自分の才能を発揮する場所を得ることができた、というので舞い上がっていたからな……性格的にはいろいろ問題もあるが、作戦立案に関してはずば抜けている。奇才というべき人間だな、彼は……」

　情報参謀は、通信筒についている封印に、自分の公印を押して、それを切った。

　軍事に関する情報は一刻を争う場合が多いため、軍事通信は情報局で一括して開封し、情報を取りまとめて上職に上げることになっていた。

　複数の人間が情報を共有することによって、さまざまな部署が同時に動くことができるのだ。

　通信筒の中に入っていた書状を読んだ情報参謀の顔色が見る見るうちにこわばった。

「ま、まさか……信じられん！　これは偽ぎ書しよではないのか？　こ、こんなことが！」

　参謀本部にいた他の参謀たちが駆かけ寄ってきた。

「どうしました？」

「侘瑠徒の件で何か動きが？」

「まさか、シムールの大攻勢が始まったとか？」

「い、いや、違う……読んでみればわかる、これは何かの間違いだ！」

　参謀の差し出した延声からの書状を読んだ、他の参謀たちも凍り付いた。

「帝国緑軍……敗北？　部隊壊滅……孟旗将軍が寝返った、だと？」

　参謀たちは自分の目を疑った。

　──夢だ、夢でなければ、たちの悪い悪戯いたずらだ……こんなことがあるわけない！

　帝国五軍の中でも、緑軍は精せい鋭えい中の精鋭として知られている。

　地方都市を荒らし回る盗賊の討とう伐ばつや、地方の豪族の私兵の反乱などの、地方官の手に負えない騒そう乱らんを鎮ちん圧あつするための火消し部隊。いわば帝国軍の緊急展開部隊である。

　そして、それを率いる孟もう旗き将軍は若くはないが、その老練な戦いぶりで、シムールとの小規模な武力衝しよう突とつはもとより、地方の豪族の反乱などをことごとく平定してきた百戦錬れん磨まの将軍だった。

　その二つが合わさったのだから、これはもう無敵の軍である。反乱軍など鎧がい袖しゆう一いつ触しよく、三日も持たずに全滅するに違いない。

　それが常識的な結論だった。

　だが、最前線から送られてきた報告は、三日も持たずに全滅したのは緑軍のほうだった、というものだった。

　たまりかねた情報参さん謀ぼうは叫さけんだ。

「緘かん口こう令れいだ！　たった今から、この部屋にいるものは許可なくして部屋を出ることは許さん！　この情報は絶対に他に漏もらすな！」

　だが、そういう命令を下しながらも、情報参謀は胸の中で考えていた。

　──おそらく、私のこの緘口令は無む駄だだろう。いかに情報を封じ込めようとも、情報の持つ影響力が大きければ大きいほど、情報に関わる人間は多くなる。

　関わる人間の数が増えれば増えるほど、情報が漏れやすくなるのは、水が高いところから低いところに流れるより当然のことだ。

　──だが、無駄だとわかっていても、やらざるを得まい。こんな情報が野放しで広がれば、帝国の根幹を揺ゆるがす。

　まず虚実が混じった風評として人々に広め、それを後追いで認める。そういう方法を取るしかない。

　情報参謀は覚悟を決めたように小さくうなずくと、顔を上げた。

「この文書を、苑その山やま燕えん鵬ほう閣かつ下かのところに上じよう奏そうする！　直ただちに上奏文を作成しろ！　緘口令を敷いたことを忘れずに書いておけ！」

　情報局の参謀たちは慌あわてて仕事に取りかかった。




　情報参謀の思おも惑わく通り「帝国緑軍壊滅」の知らせは、内務局や近在官たち高官から、その家族を通じてあっという間に口伝えに帝都全体に広がった。

　──えらいこっちゃ！

　──反乱軍だ！　反乱軍が帝都に攻めのぼってくるぞ！

　──逃げる準備だ！　いつ攻めてくるかわからんぞ！

　帝都の混乱は、三か月前にシムールの赤い矢が届けられたときよりも大きかった。

　孟旗将軍と、帝国緑軍は、帝国の守り神であった。その守り神が敵に回ったのである。その恐怖が、ひとつの感情を帝都の人々にもたらした。

　その感情の名前を「終末感」という。

　──このままだと、もしかしたら帝国は、もう終わりかもしれない。

　この負の感情が、帝都の人々の心の中に、澱おりのように静かに沈殿し始めたのだ。

　無理もない。

　帝国皇こう帝ていはまだ十歳になったばかりで実権は無く、皇帝の名代となって国政を執るはずの摂せつ政しようの菰こも野の盛せい元げんは、まったく実務能力の無い無能な俗物だった。

　皇帝と摂政という帝国を動かす二つの存在が名目だけになり果てていることを、人々は知っていた。

　これで希望を持てと言われても、無理というものである。

　とはいえ、帝国も黙だまって手をこまねいていたわけではない。

　官僚たちは連日のように対策会議を開き、この事態を収拾しようとしていた。




　帝国の宮きゆう中ちゆうにある執務廟びようの中には、広く豪華な部屋がいくつもある。

　その中でも「白びやつ虎こ」「玄げん武ぶ」「朱雀すざく」「青せい龍りゆう」という四し神じんの名前のついた部屋は、豪華な装飾を施ほどこした壁面の絵画や、金銀をあしらった調度品が並んだ宴会場である。

　本来は各地の太たい守しゆや領主、王族などの、特別な階級の人間だけが使うことを許された場所だったが、菰野盛元が摂政になってからは、苑その山やま燕えん鵬ほうのような近在官と呼ばれる高級官僚たちが、我が物顔で会議に使っていた。

　その宴会場で、部下が取りまとめた報告書に目を通していた苑山燕鵬は、苦虫をひとつ嚙かみ口の中に放り込んで、十回ぐらい咀そ嚼しやくしたような顔でつぶやいた。

「報告を聞こうか？」

　近在官の一人ひとりが、報告書を手に持って答えた。

「この沢さわ樹ぎ延えん銘めいの報告によりますと、帝国緑軍には数多くの裏切り者が潜ひそんでおり、それらの破壊工作によって攻城兵器等が焼失したとのことであります。

　また、孟もう旗き将軍までがその一味であったとのこと、すべての敗因は、孟旗将軍、ひいては軍内部の裏切りにあるかと……」

　別の近在官が違う報告書を手に持って発言した。

「いや、裏切り者の存在については、否定的な報告も上がってきている。沢樹がことさらに裏切り者の存在を言い立て、相互に監視するように指示したため、指揮官と兵士との間のみならず、同じ兵士の間でも信頼感は皆無だった、という報告だ！

　共に並んで闘う兵士同士に信頼感が無いのでは、満足に戦えない！　すべての原因は、あの沢樹延銘にあったと思われます！」

「いや、そもそも、緑軍は補給物資、特に兵糧が不足していたうえに、延えん声せいに備蓄してあった穀物は横流しされていたという報告もきている。満足な食糧も無い状態では、戦いたくても戦えない！　一番の元げん凶きようは穀物を横流しした延えん声せいの役人であると思われます！」

　居並ぶ官僚たちは、次々に『誰が悪いのか』を言い立てた。

　理由を分析し、責任の所在を明らかにすることは大切である。次に同じような失敗をしないためには、徹底的な検証が必要不可欠なのだ。

　だが、問題が現在進行形の場合は、検証は後回しにすべきである。

　家が火事になってぼうぼう燃えて、どんどん燃え広がりつつあるときに「あいつが悪い」「こいつが悪い」と責任を押し付けても、火は消えない。まずやるべきことは火を消すことである。

　官僚たちも、そのことに気がついていないわけではない。だが「こうすべきだ」と言い出せば、その言い出しっぺに責任が押し付けられるということを、彼らは熟知していた。

　そして、互いの顔色を窺うかがいながら『誰が悪いのか』を言い合っている官僚たちを見ていた燕えん鵬ほうは、とうとうしびれを切らした。

「帝国緑軍が壊滅した責任が誰にあるのか責任の所在を明らかにし、原因は何なのか、それを糾きゆう明めいするのは大切なことだ。

　だが、それは後でもできる！　今、我々がやるべきことは、この帝都に、そして帝国全土に飛び交う流言飛語を押さえ込むことであり、人心を安定させることだ！

　そのために、何をすべきか、それを言い出すやつはおらんのか！」

　官僚たちは沈ちん黙もくした。

　こういうとき、雄弁は銀で沈黙は金であることを彼らは熟知していた。

　熟知し、そして実じつ践せんしていたからこそ、彼らは高級官僚として、ここに座っているのだ。

　黙だまりこくって、視線を逸そらし続ける官僚たちを見回した燕鵬は、その中に混じっている軍服を着た軍務局の将校に目を留めた。

「では、そこにいる軍務局の者に聞こう。軍務局では、このたびの敗北に対し、どのような反撃計画を立てているのだ？」

　会議室にいる官僚たちの視線が、その軍人に集中した。

　それは生いけ贄にえに選ばれた仲間を見る、羊たちの視線によく似ていた。

　軍人は立ち上がると、ゆっくりとした口調で答えた。

「確かに、帝国緑軍は敗北し、壊滅しました。しかし、緑軍は五色に分けられた延えん喜ぎ帝国の五軍のうちのひとつに過ぎません。

　帝国には他にも四軍が存在しており、その総兵力は通常時には十万。動員をかければ、さらに十万、合計すると二十万の兵力を動員できます。

　不安に駆かられている帝都の住民の前に、それらの兵力を揃そろえてみせることが、人々の不安を解消する特効薬です。

　軍務局では、すでに帝国の四軍から兵力を動員する作戦案を作成し、内務局の直裁官の決裁を待っているところであります。

　軍を帝都に入れるには、直裁官の命令書だけではなく、陛へい下かの勅ちよく命めいが必要になりますので……」

　燕えん鵬ほうは満足げにうなずいた。

「そうか、ならば、決裁を急がせよう」

　軍務局の軍人はほっとしたような表情を浮かべて一礼すると、そのまま着席した。

　燕鵬は居並ぶ官僚たちを見回して言葉を続けた。

「軍務局の方策はおおむね正しい。だが、間違っている部分がひとつだけある。民たみの動どう揺ようを鎮しずめ、不安を解消できるのが軍隊だけだ、という点だ。

　この帝国には、たった一人ひとりで民の動揺を鎮め、民を奮い立たせることのできる人間がいる……私は、その役目を、その方にやってもらおうと思っている」

　会議室がざわついた。

　居並ぶ役人たちは互いの顔を見合って、小声で言葉を交わした。

「……そんなことのできる人間が、帝国にいるのか？」

「民の動揺を鎮めるには、帝国の強さを知らしめるしかない。となればやはり軍人だろう」

「確かに、四軍に将軍はいるが、孟もう旗き将軍の他に、それほどの名の通った軍人はいないはずだが？」

　そのとき、一人の役人が、何かに気がついたのだろう。はっと目を見開いた。

　だが、その役人の顔はみるみるうちに青ざめた。

「どうした？　何かあったのか？」

　隣に座っていた役人が怪け訝げんな顔で聞くと、青ざめた役人は額ひたいに冷や汗を浮かべてぼそっと答えた。

「燕鵬様の言う通り、この帝国には民の動揺を鎮め、すべての軍人を奮い立たせることができる人間が一人だけいる……それは……皇こう帝てい陛へい下かだ……」

　その言葉を聞いた役人たちは凍り付いた。

「まさか、燕鵬様は皇帝陛下を出陣させるおつもりか？」

「いくら、皇帝陛下は幼少で飾り物に過ぎないとはいえ、そこまでやるつもりなのか？」

　帝国とはすべての権力を皇帝陛下に集中させることで成立する国家である。

「朕ちんは国家なり」という有名な言葉の通り、帝国のすべての法と組織は、皇帝の意思によって動くことが前提で作られている。

　いわば、役人も官僚も軍人も、帝国のすべてが皇帝の所有物であり、苑その山やま燕鵬がいかに権力を握ろうとも、それはあくまでも皇帝陛下の代理として国政を動かしているに過ぎない。

　そういう建て前で帝国は運営されている。

　燕鵬の言葉はその建て前を正面から否定するものだった。

　このとき、燕えん鵬ほうは、帝国皇こう帝ていは私の手て駒ごまに過ぎない、と宣言してのけたのである。

　自分の言葉が、会議室にいる役人たちに、波は紋もんを広げていく様を見つめている燕鵬の口元には、薄笑いが浮かんでいた。

「いかにも、私は今回の騒そう動どうを鎮ちん静せい化するために、皇帝陛へい下かみずから軍を率いて出陣していただくつもりだ。

　まあ、そうは言っても、十歳の子供に何もできるはずがない。皇帝陛下はあくまでも名目である。いわば飾り物だ。しかし、その名目が必要なのだ！」

　燕鵬はそこで言葉を切ると、会議室に居並ぶ役人たちを見回した。

「先ほど、私の前で読み上げてくれた報告書の中には、実に重要な情報が抜けている。

　辺境の反乱軍は、『尊そん王のう討とう奸かん』という言葉を広めており、近隣の都市に対し反徒に加わるように呼びかけている、という事実だ」

　先ほど、燕鵬の前で報告書を手にして、誰が悪いかを言い合っていた近在官たちはばつが悪そうに、お互いの顔を見合わせた。

「あ、いえ、その……ただのこじつけ、と申しましょうか、いわゆる景気づけの合い言葉のようなものですので、お耳に入れるまでもない、と考えまして……」

「さ、左様でございます。あのような戯ざれ言ごとを、わざわざお耳に入れるほどのことはございません！」

　燕鵬は皮肉に笑った。

「本当に、ただの景気づけの合い言葉で戯言ならば、なぜ、その言葉が私の耳に入っているのだね？　この、帝都にいる私の耳に」

「そ、それは……」

　言葉に詰まる近在官たちを見み据すえて燕鵬は言葉を続けた。

「民たみは愚おろかなのだ。真実を見み極きわめる目も知恵も無い。草が風になびくように、風評に惑わされ付ふ和わ雷らい同どうし、人と同じ方向を向こうとする。

　民一人ひとり一人は路ろ傍ぼうの石に過ぎん。何の価値もなく何も生みだしはしない。しかし、路傍の石が一いつ斉せいに動き出せば、その動きを止めることはできん。風評を馬ば鹿かにするな」

「申し訳ありません」

「浅せん慮りよでした……」

　頭を下げた近在官たちに黙だまってうなずいてみせた後で、燕鵬は言葉を続けた。

「侘タ瑠ル徒トのチンピラが、いかに『尊王討奸』などという戯言を旗印に掲げようとも、そのままでは風評にすらならんだろう。だが、帝国緑軍を降伏させ、孟もう旗き将軍を配下に加えた今、それはもはや戯言でも何でもない！

『尊王討奸』という言葉は力を持ってしまったのだ。この力をもって近隣の都市を反徒に加えれば、もはやそれは風評でも何でもない！　ひとつの勢力だ！

　皇こう帝てい陛へい下かにご出陣をお願いするのは、この言葉を打ち砕くだき、勢力となる前に揉もみつぶすためである。

『尊そん王のう討とう奸かん』を旗印に掲げる連中が、皇帝陛下の軍に弓を引くことはできまい。もし刃向かえば、それはすなわち自分たちが掲げてきた大義名分の否定となる。

　皇帝陛下がこちらにおわす限り、やつらが何を言おうとも大義は我々にある。そのことを広く天下に知らしめるのだ！」

　燕えん鵬ほうは声を張り上げた。

「我が帝国は、『尊王討奸』を掲げる反乱軍に対し、皇帝陛下の御出陣により、やつらの大義名分を打ち砕くだく。よって帝国の体制を盤ばん石じやくにし、王おう道どう楽らく土どと為なすことにする！

　軍務局は早急に各方面から兵力を抽出し、北域の反乱軍に備えよ！

　合わせて、新兵の徴兵と再編成を行うこととする。

　財務局は軍費の調達と補給物資確保に全力を挙げよ。今は平時ではない、戦時であることを民たみに教え、この国難を乗り切るのだ！」

　会議室に居並ぶ官僚たちは、全員、胸の前で両手を合わせ、無言でその場に平伏した。




　会議を終えた苑その山やま燕鵬は、御ぎよ璽じと呼ばれる帝国の玉ぎよく印いんを捧ささげ持つ部下たちを引き連れて、金製城の奥にある内だい裏りと呼ばれる皇帝の居住区に向かう長い廊下を歩いていた。

　王おう宮きゆうの中には、禁きん裏りと呼ばれる一定以上の身分を持った者しか立ち入ることのできない区域があり、その奥には皇帝陛下が生活する内裏と呼ばれる居住区がある。

　近在官と呼ばれる役人は、この内裏と禁裏とを自由に行き来できる、官僚の身分としては最高峰の地位にある。

　燕鵬は一本一本きらびやかな金銀の装飾が散りばめられた柱が立ち並ぶ廊下を歩きながら、不ふ機き嫌げんそうにため息をついた。

　この延えん喜ぎ帝国の役所の中で、絶対神とまで揶や揄ゆされる燕鵬にとって、怖いものは何ひとつないはずだった。

　しかし、燕鵬の表情は憂うれいに満ちていた。

　燕鵬は自分自身に問うようにつぶやいた。

「……なぜだ。なぜ、上う手まくいかんのだ……」

　──私が帝国の実権を握るのに合わせて、七十年間まったく動きの無かったシムールが蜂ほう起きし、今また北方辺境の街で帝国に反旗を翻ひるがえす者が現れた。

　あちこちに軍を差し向けねばならなくなったため、戦費の支出は膨ぼう大だいなものになりつつある。

　物価が高こう騰とうしたために、臣しん民みんたちの間では不満が高まっているという報告も上がってきている。

　──私が治める延喜帝国は、もっと素晴らしい、豊かで笑え顔がおがあふれる国になるはずだ！　私は、今までこの国を動かしてきた不合理で無む駄だの多い、効率の悪いやり方を、すべて廃止した。そして、考え得うる限りの合理的で無駄の少ない、効率のよいやり方に切り替えた。

　私の思い通りに動く、私の理想の国を動かす忠実な手足となる人間を抜ばつ擢てきし、要職に就け、今までの要職者はすべて罪を着せて実権を奪い取り、役所から放り出した。

　無駄がなくなったのだから、それだけで延えん喜ぎ帝国の生産性は増し、臣しん民みんの生活は豊かになるはずだ。だが、思ったように生産性は上がらず、逆に市場の取引は激減した。

　なぜだ、私が間違っているはずがない。私は正しい道を歩んでいるはずだ。

　──だとしたら。上う手まくいかない理由はただひとつ……妨ぼう害がいだ！

　燕えん鵬ほうの脳のう裏りには、遠く離れた南の街、承しよう安あんの牢ろう獄ごくに収容されている、一人ひとりの中年男の顔が浮かんだ。

　──月つき原はら弦げん斉さい……恐ろしい男だ。

　私に追い落とされ、一切の地位と権力を失い、辺境に流されたとはいえ、その恨うらみをまさかシムールの力を借りた反乱軍を決起させて晴らそうとするとは思わなかった。

　反乱軍は私に対する恨みと憎にくしみで凝り固まっているに違いない。そうでなければ、よりによって仇きゆう敵てきであるシムールと手を結んで帝国を攻め滅ぼそうなどと考えるわけがない……。

　弦斉は自分が失脚し獄に繫つながれた後のことまで考え、周到に計画を立てていたのだ。

　──やはり、あの男は処刑するべきだったのだ。

　延喜帝国を支えてきた功労に免じて辺境に流したのが、そもそもの間違いだったのだ。

　あのとき、このようなことになることがわかっていれば、情けなどかけずに都みやこ大おお路じに引きずり出して、臣民の見ている前で首をはねていたものを……。

　苑その山やま燕鵬は忌いま々いましげに、鼻から息を吐いた。

　──月原弦斉だけではない。摂せつ政しようの菰こも野の盛せい元げんもそうだ。

　誰が摂政の席に座らせてやったのか、すっかり忘れおって。

　帝国に反抗的な領主から領地を取り上げる命令書への署名押おう印いんや、地方官を罷ひ免めんする命令書への署名押印などの、後々呪じゆ詛そを受けたり禍か根こんを残しそうな仕事は、全部、あの幼い皇こう帝ていに押し付けて逃げている。

『そろそろお仕事に慣れていただくためだ』とか何とか言い繕つくろっているが、本心は丸見えだ。

　──もっとも、丸見えだからこそ、あの男を摂政に祭り上げ、道具にしたのだがな。

　やがて長い廊下の先に、仁に王おう立ちする二人ふたりの兵士の姿が見えてきた。

　黒地に金の装飾の入った豪華な鎧よろい兜かぶとを身に付けたその兵士たちは、皇帝の住まう内だい裏りを警護する近この衛え連隊の皇衛兵ロイヤルガードである。

　身分は帝国軍の兵士であり軍人であるが、指揮権は独立している。普通の軍人たちが軍務局の指揮命令で動くのに対し、彼ら近衛師団は皇帝の直接命令で動く。いわば、皇帝の私兵に近い存在なのだ。

　兵士は燕えん鵬ほうの前に進み出ると、鉾ほこを構えた。

「止まれ」

　皇こう帝ていの居室に入るものは、誰でも皇衛兵ロイヤルガードに誰何すいかされる。

　それが、一種の儀礼であり、規則であることを知っていても、燕鵬は自分の顔に不満の色が浮かぶことを抑えられなかった。

　燕鵬の胸に向けられた衛士の鉾の切っ先は、いかに延えん喜ぎ帝国の中で権勢を誇っても、絶対に自分の意のままにできないものがある、という事実だった。

　燕鵬は胸の中に湧わき上がる感情を押し殺して、そっけなく言った。

「近在府長官の苑その山やま燕鵬である。皇帝陛へい下かに玉ぎよく命めいへの御ぎよ名めい御ぎよ璽じをいただきに参った」

　燕鵬に鉾を突き付けたまま、衛士は小さく会え釈しやくして言った。

「ご用件は承知した。だが規則である。お身体からだを探さぐらせていただく！」

「お役目である、ご免！」

　もう一人ひとりの衛士が燕鵬の脇わきに立ち、小さく頭を下げてそう言うと、燕鵬の衣服の中に手を差し入れて、身体をくまなく探った。

　燕鵬は憮ぶ然ぜんとした表情で、衛士に身体を探らせた。

　規則であることを理解するのと、それを快く受け入れるのとは別のものなのだ。

　探り終えた衛士は一歩下がって、頭を下げた。

「失礼仕つかまつりました、どうぞ」

　衛士の言葉を聞いて、燕鵬の前に立ちはだかっていた兵士が、突き付けていた鉾を引いて一礼した。

　燕鵬は不ふ機き嫌げんな顔つきのまま、兵士の前を通り過ぎて内だい裏りに入った。




　皇帝の居住空間である内裏は、それを取り巻く周囲の建物に比べると、拍ひよう子し抜けするくらい装飾が少ない。

　廊下の床も壁も、落ち着いた色調で統一され、一見すると実に質素だ。

　しかし、床や壁に使われている材料は、紫し檀たん、黒こく檀たん、という高価な材木の最高級のものが使われており、表面に出ている部分はすべて、何千人という職人が何百日も寝食を忘れて磨みがき上げることのみで生まれる奥深い光こう沢たくを放っている。

　──これが王の贅ぜいというものだ。金を積むだけでは手に入らない。人の力を積むことができるもののみが味わえる贅ぜい沢たくだ。

　燕鵬がそんなことを考えていると、内裏の奥のほうから、小さな澄すんだ、ちりりりん！　という鈴すずの音が近づいてきた。

　それは内裏を歩く女官たちが腰につけている小さな銀の鈴の音だった。

　廊下などでいきなり出会って皇帝を驚かせないために、内裏の中を歩く女官はすべてこの小さな鈴すずを身に付けている。

　廊下の先に姿を現したのは、一人ひとりの若い女官だった。

　整った顔立ちの中に、どことなく少女の面影があるところを見ると、年齢は二は十た歳ちになるかならないかあたり、実に品のよい雰ふん囲い気きを漂わせている。

　女官は燕えん鵬ほうの前にやってくると、優ゆう雅がに一礼して言った。

「内だい裏り女官長の紫し芹きんでございます。苑その山やま様、お久しゅうございます」

　鈴を転がすような清せい楚そで涼やかな響きを持つその声を聞いた燕鵬は、にっこり笑った。

「紫芹が来てくれるとは思わなかった。内だい裏りには慣れたようだね。聞いた話だと、君は皇こう帝てい陛へい下かのお気に入りで、君がそばにいないと陛下の機き嫌げんが悪くなるそうじゃないか」

　紫芹は恥はずかしそうに頰ほほを染めて口元を蔽おおった。

「嫌いやですわ、大おお伯お父じ様。そんなことはございません。陛下に親しゅうさせていただいておりますが、そんな……慕したわれているだなんて……皇帝陛下のお身の回りのお世話ができて、紫芹は幸せです。毎日が夢のようでございます。これもすべて大伯父様のおかげ……本当にありがとうございます」

　紫芹と名乗った若い女官は、そう言って優ゆう雅がに一礼した。

「ああ、いや、礼に及ぶほどのことではない。皇帝陛下は君に懐なついていたし、新しい女官も必要だと思っただけだよ」

　──できることなら皇帝をたらし込んでくれれば言うことはないのだがな……まあ、皇帝も、もうすぐ色気づく。そのときを楽しみにしていよう。

　燕鵬はその後に続く言葉を吞のみ込んで、そ知らぬ顔で言葉を続けた。

「ご署名をいただく書類を持って参った。陛下にお引き継ぎ願いたい……四軍から兵力を捻ねん出しゆつして、この帝都防衛に当てる命令書だ。軍の運用に関する勅ちよく令れいは専決では処理できん。陛下のご署名が必要なのだ」

　紫芹は小さく一礼すると、形のよい眉まゆをひそめて聞いた。

「お話は伺うかがっております、何でも北方の辺境で反徒が勢力を拡大しているとか……緑軍が負けて孟もう旗き将軍が裏切ったという風評も聞こえております……大丈夫なのですか？」

「うむ、そのことなのだが……反徒どもはどこで覚えてきたのか知らんが『尊そん王のう討とう奸かん』などという言葉を旗印にしているそうだ」

「尊王討奸……で、ございますか？」

　燕鵬は忌いま々いましげにうなずいた。

「ああ、うむ。皇帝陛下を尊とうとび、陛下の名前を使ってやりたい放題をやっている奸かん賊ぞくを討うつ、ということらしい。確かに摂せつ政しようの菰こも野のの無能ぶりは目に余るが、帝国に反旗を翻ひるがえしておいて、尊王も何もあるものか。反徒どもは陛下を大義名分の飾り物、としか思っておらん証拠だ！」

　懸け念ねんするような表情を浮かべたまま紫芹は言った。

「しかし、その『尊そん王のう討とう奸かん』というのは、民たみの心を扇せん動どうするにはもってこいの言葉ではありませんこと？　民は幼い皇こう帝てい陛へい下かを敬愛しております。皇帝陛下が打ち倒され、帝国が滅亡するような乱世を望んでいるわけではありません。皇帝陛下を尊重する、と掲げられれば、民の心は動きますわ。今の暮らしに不満がある人々の心情をよくわかっている相手ですわね……」

「うむ、そこでだ、反徒どもの大義名分を打ち砕くだくために、我々は皇帝陛下にご出陣願おうかと思っている。尊王を謳うたっている以上、皇帝陛下の軍に弓を引くことはできんからな」

　紫し芹きんは目を見開いた。

「何ですって？　苑その山やま様は、陛下を前線に立たせるおつもりですか！　な、なんという恐ろしいことを！　皇帝陛下は年端もゆかぬ子供なのですよ！　王宮から引きずり出して外の風に当てたりしたら、それだけで病気になります！

　都を離れ、水が変われば、お腹なかを壊すでしょうし、馬車に揺ゆられればそれだけで気分が悪くなり死んでしまうでしょう、ええ、死にますきっと死にます。それもこれもすべてあなたのせい、あなたは皇帝陛下を殺すつもりなのですね！」

　美しく整った紫芹の顔が見る見るうちに鬼き女じよのように変わっていくのを見て、燕えん鵬ほうは慌あわてた。

「あっ！　いや、その、前線に出るわけではないのだ。いくら何でも、十歳の皇帝陛下を最前線に送り込むはずがない！　出陣するふりだけでいいのだ！

　甲かつ冑ちゆうを着込み、戦いくさ装しよう束ぞくに身を固めた皇帝陛下の姿を、反徒討とう伐ばつに向かう将兵に見せるだけでいいのだ。それだけで将兵は奮い立ち、民はどちらに正義があるかを知る！

　この延えん喜ぎ帝国は皇帝陛下あってのものだということを知るのだ！　そのために、皇帝陛下にご尽じん力りよく願いたいと思っているだけで、他意はない！　安心してくれ！」

「たとえふりでも格好だけでも！　皇帝陛下に戦装束をさせ、将兵の前に立たせるなど！　それはまさに帝国存亡の危機。最後の最後に取るべき手段でしょう!?

　今からそんな策しか思いつかないというのですか？　ここでいきなり陛下をかつぎ出すというのは『帝国の重臣は、策も何も考えつかない無能者である』ということを天下にさらすようなものです！」

　燕鵬は一いつ瞬しゆんむっとした表情を浮かべたが、すぐに思いなおした。

　──確かに、この娘の言う通りだ。ち、賢い娘よ。

　皇帝陛下をかつぎ出すというのは効果的だが、それは最後の手段かもしれん。まだ打つ手があるのなら、それを試してからでもいいな。

　燕鵬は顔を上げた。

「そこまで言うのなら、君に何か策があるのかね？　軍と政治は、内だい裏りの中のままごととはわけが違うのだぞ？」

　紫芹は自信たっぷりにうなずいた。

「ええ、策ならございます……塩をお止めなさいませ」

「塩……だと？」

　燕えん鵬ほうは虚を突かれたように目を見開いた。

「ええ、塩です。反徒のいる北域は山に囲まれた辺へん鄙ぴな土地。海から遠く、塩を手に入れることはできませんわ。

　塩は生活に必需の品。塩が無ければ、兵士は身体からだが動かず、満足に戦えなくなるでしょう。兵士だけではありません。民たみも、塩が無ければ生活が成り立たなくなりますわ。

　塩は帝国の専売によって供給されていたものであり、帝国なくして塩は手に入らない。北域の民は、その恩恵をあらためて身に染みて理解するでしょう。

　北域の民の民意は反徒から離れ、再び帝国に向かうのは間違いありませんわ！」

「ううむ……」

　燕鵬はうなった。

「そうか、その手があったか……よし、塩部省の者に言って、さっそく北域への塩の販売と運搬をやめさせよう！　軍には、軍を当てることしか考えなかった私が愚おろかだった……」

「仕方ありませんわ、戦いを一世一代の大仕事として大上段に振りかぶって考えるのが殿方の常。女の戦いは、日々の生活が舞台ですから……」

　紫し芹きんはそう答えると、妖よう艶えんに微笑ほほえんでみせた。

　このとき、紫芹も燕鵬も、いや、帝国に暮らすほとんどの人間は、北域のシムールの勢力圏内で赤塩と呼ばれる岩塩が産出することを知らなかった。

　いや、正確に言うならば知らなかったわけではない。信じていなかったのだ。

　シムールの赤塩とは、いわば伝説だった。

　東の海の先には蓬ほう萊らいという島があり、そこには月から来た姫が住んでいる、とか、南の国の川には河童かつぱがいる、とか、西の山には大酒飲みの鬼がいて、毎晩宴えん会かいをしている。そういった、面白おかしく言い伝えられた伝説と同じ扱いを受けていた。

　帝国において、塩とはあくまでも海から採れるものであり、それが常識だった。山から塩が採れる、などというのは、笑い話でしかなかった。

　帝国からの塩の供給を止めれば、他に塩の調達方法の無い北域の都市は、困り果てて帝国に恭きよう順じゆんすると、紫芹と燕鵬が考えたのは至極もっともなことなのである。




　紫芹の提案を受け入れた燕鵬の指示によって、帝国の沿海州から内陸部、特に北域への塩の輸送と販売が差し止められたのは、それから二日後のことだった。

　この塩断だちが、北域に暮らす人々にどんな影響を及ぼすのか、このとき紫芹も燕鵬もまったく気づいてはいなかった。







　　　第三章「王道楽土」







　──達たつ智ち砦とりで。

　それは、延えん声せいと侘タ瑠ル徒トとの間を結ぶ、北域街道を見下ろす高台に作られた小さな砦である。

　侘瑠徒攻略に失敗した帝国軍は、撤退するときに、敵の追撃に備えて、この砦に守備隊を置き、侘瑠徒に対する最前線として位置づけた。

　そして、それは侘瑠徒側にとっても同じことだった。

　帝都から援軍が到着すれば、帝国軍は再び延声から出撃するだろう。そうなれば、達智砦は再び前進拠点として使われることになる。

　──達智砦を監視することで、延声の帝国軍の動きを知ることができる。

　そう考えた伏ふせ龍たつは達智砦の向かい側に簡単な見張り場と烽ほう火か台を作り、そこにシムールの見張り兵と伝令用の騎馬兵を置いていた。

　達智砦に動きがあれば即座に狼煙のろしを上げ、伝令が侘瑠徒に向かって馬を走らせるのである。

　この日、その見張り台にいたのは、シャン族の戦士と、侘瑠徒の守備隊との合同部隊だった。

　遠目の利くシャン族の戦士が、見張り台の上に立って達智砦を見張る。そして、何かあれば守備隊の帝国人が報告書を書いて、シャン族の伝令に渡すのだ。

　達智砦を見張っていた若いシャン族の戦士が気がついたのは、砦の異変ではなかった。

　彼の目に留まったのは、砦の下を通る北域街道に立ち昇る砂すな埃ぼこりだった。

　風のある日に砂埃が舞い立つのは、当たり前である。普通の人間なら、何げなく見過ごしてしまうだろう。

　だが、この若い戦士は、その砂埃が消えないことに気がついた。

　砂埃が立ち続ける、ということは、その下に砂埃を立てるもの、つまりかなりの数の人馬が存在しているということを示している。

「街道に砂煙！」

　若い戦士の声を聞いたシャン族の十騎長が、慌あわてて見張り台に駆かけ上がってきた。

「本当か？　どこだ？」

「あそこです！　達智砦の下、北域街道が丘の麓ふもとを回り込んだあたりです！」

　若い戦士が指し示すあたりを、じっと見つめていた十騎長は、うん、と大きくうなずいた。

「お前の言う通りだ！　砂煙が立っている。かなりの数の人間が、街道上をこちらに向かっているな」

「どうしますか？　狼煙を上げますか？」

　十騎長はひと呼吸ほどの間、考えを巡らせた後でうなずいた。

「よし！　狼煙のろしを上げろ！　異変があったということを知らせるのが先決だ！　詳くわしいことは、後から伝令で送ればいい！」

「わかりました！」

　そう言って烽ほう火か台のほうに向かおうとする若い戦士を、十騎長は呼び止めた。

「おい、ちょっと待て」

「はい！」

　怪け訝げんな顔で振り返った若い戦士を見て、十騎長は笑いながら右手の握り拳こぶしを突き出した。

「よく気がついたな！　これでお前も一人前だ！」

「はいっ！」

　若い戦士は嬉うれしそうにうなずくと、烽火台へと走っていった。

　やがて、烽火台から、もくもくと白い煙が上がり始めた。

　烽火台から白煙が上がり始めて、一分も経たないうちに、見張り台と侘タ瑠ル徒トとの間にある小高い山の頂上から、白煙が上がり始めた。そして、ほとんど時間差を与えずに、その向こうの山からも白煙が上がった。

　シムールの狼煙は次々に中継点を経由して、侘瑠徒に伝わった。

　この知らせが届いたとき、晴せい凛りんは伏ふせ龍たつや光こう凛りん、そして孟もう旗き将軍や燎りよう原げん上じよう佐さたちと共に、総そう督とく府の執務室の机の上に北域の地図を広げて、今後の対策を練ねっているところだった。

「稜りよう孟もうと柳りゆう弦げんの守備隊は、完全にこちらについた。延えん声せいにいる沢さわ樹ぎが、街の防衛を放棄して延声に集結しろなんて身勝手な命令を出した時点で、守備隊の隊長たちの腹は決まっていたみたいだな」

　伏龍の言葉を聞いた孟旗将軍と、その部下である参さん謀ぼうたちは、少し驚いたようだった。

「帝国軍の軍人が最高司令官である沢樹の命令を、そんなにあっさり無視するとは……」

「信じられん……軍規はどうなっているのだ？」

　ざわざわとつぶやく孟旗将軍たちを見て、延声守備隊の幹部だった燎原上佐が笑いながら答えた。

「帝国の中央軍の方から見れば、街の常備軍の隊長の行動は信じられないかもしれませんが、私にはよくわかります。

　街の守備隊は名目上は帝国軍の軍人ですが、給料は太たい守しゆの握っている予算から支払われ、太守の命令で動く、いわば太守の子飼いの部下なのです。

　辺境の勤務が最長五年と決められているのは、常備軍が太守の私兵となるのを防ぐためなのです。が、実際に辺境で暮らしてみればわかるでしょう。同じ街で暮らす人間は、仲間なんですよ。

　遠い帝都の見たことも聞いたこともない司令官から、街の仲間を見捨てて延声に来い、なんて命令を受けたからといって、そんな話は吞のめません。ましてや、給料を支払ってくれる太たい守しゆに、ここに残って街を守って欲しい、と頼まれれば、断れません。

　守備隊の兵士は帝都に家屋敷がある中央のお偉いさんと違って、みんな、食い詰めて他に食っていく道が無いから兵士になったような連中で、帰るような実家も無い宿無しばかりなんですよ。つまり、自分たちが守っている街が自分の家なんです」

　孟もう旗き将軍と参さん謀ぼうたちは顔を見合わせてうなずきあった。

「そうか、そう言われてみれば、よくわかる。人は自分を正当に評価してくれる人の下で働きたいと思うのが当然だからな」

「とにかく、これで稜りよう孟もうと柳りゆう弦げんの双そう方ほうの街の守備隊、四千人も、我々に加わったことになる。最さい澄ちようと領りよう志しの街の守備隊は一足遅く、沢さわ樹ぎの命令で延えん声せいに向かってしまったそうだが、太守は我々に参加することを確約し、いなくなった守備隊の代わりに、早急に警備兵を送ってくれ、と言ってきた……」

　伏龍はそう言って、机の上に広げた地図の上に描えがかれた四つの街の上に「尊そん王のう討とう奸かん」と書かれた小さな旗を立てると、胸を張った。

「侘タ瑠ル徒トの周囲の四つの街は、これで我々の支配下になったわけだ」

　地図を見ていた光こう凛りんが小さくうなずいた。

「何と言っても、この稜孟が我々の側についたことが大きいですね。稜孟は北域の穀倉です。ここさえ押さえておけば、まず、食糧不足に悩まされることはありません。

　私はここで食料を入手して、延声に送るつもりだったのですが、商人たちに足元を見られて、予定の半分も買うことができませんでした……今でもいささか悔くやしいのですが、考えてみれば、あのとき私が食料の買い付けに失敗したことが、回り回って今回の侘瑠徒の勝利に繫つながっているわけで、少々複雑な心境です」

　会議室の中に小さな笑いが広がる。そのとき、会議室の戸を開けて、伝令が飛び込んできた。

　伝令はその場に片かた膝ひざをつくと、顔を上げて報告した。

「申し上げます！　シムールの狼煙のろしが上がりました！　方角は南！　達たつ智ち砦とりでの方角です！」

「南？　達智砦だと？」

「ということは、延声の帝国軍が動いたのか？」

「まさか！　延声に撤収した帝国軍の総数は二万に満たないはずだ！　ましてや帝国軍騎兵隊は壊滅している。歩兵二万で、この侘瑠徒を落とせるわけがない！」

「援軍が来たという可能性はないか？」

「侘瑠徒攻略が失敗したという知らせが帝都に伝わって、まだ五日も過ぎていない。たった五日で援軍を編成し、北域に送り込むことなどできるわけがない！　我々緑軍ですら、一月近くかかったのだぞ！」

「何をするつもりなのだ？　あの自称天才軍師殿は……」

　それまで黙だまって考え込んでいた伏ふせ龍たつが、ゆっくりと言った。

「沢さわ樹ぎのやつが何を考えているかはわかんねえけど、あいつのことだ、どうせろくなことは考えつかねえ。とにかく、何があってもいいように、迎げい撃げき準備だけはやっておこう」

　参さん謀ぼうたちはお互いの顔を見合わせると、次々に方策を発言しだした。

「偵てい察さつ部隊を出して、まず、情報収集ですね」

「タッケイ族の騎馬兵の偵察部隊をいくつか出しましょう」

「南から来たというのは陽動の可能性もある。西の荒地の間道にも、偵察を出そう」

「相手が歩兵なら、遠距離からの弓攻撃が効果的だ。弓きゆう兵へいを動員できるようにしておかねば！」

　それぞれが意見を出し合う姿に目を丸くしている晴せい凛りんを見て、伏龍は笑いながら言った。

「状況説明の会議が、作戦会議になっちまったな」

　晴凛はうなずいた。

「ええ……それにしても、軍事の専門家がたくさんいてくれるってのは、心強いですね」

「ああ、俺はこうやって偉そうな顔をしているが、正攻法はからっきしだからな。大軍同士がガチでぶつかり合う、平原の機動戦をやることになったら、俺だけじゃ荷が重い。ホント、孟もう旗き将軍とその参謀たちが仲間になってくれて助かったぜ」

　伏龍がそう言ってにやりと笑ったとき、侘タ瑠ル徒トの街に、戦闘準備を告げるシムールの角笛と、帝国軍のラッパの音が鳴り響いた。

　会議を終えた晴凛は会議室を出ると、その足で即座にタッケイ族の包建パイクーに向かった。

　侘瑠徒に加わったとはいえ、やはりタッケイ族と帝国兵との間には、まだ微び妙みようなわだかまりがあり、シャン族の戦士たちのように直接会話をするまでには至っていなかった。

　タッケイ族の包建の間を抜けて、その奥にある王族の印が下がっている包建を目指して歩いていた晴凛は、聞き覚えのあるパタパタという小さな足音が後ろから迫ってくるのに気がついた。

　──どこにいても、すぐに見つかっちゃうな。

　晴凛は小さく、ふう、とため息をつくと、くるりと振り向いた。

「ミーネ姫、何かご用ですか？」

　真後ろに走り寄っていたミーネが、その青い目をまん丸にして立ち止まった。

「ふえ？　な、何でわかったのじゃ！」

「わかりますよ、ミーネ姫の足音くらい」

「そ、そうか、なら話は早い。晴凛はどこに行くつもりなのじゃ？　まさか、あのその……シャールのところではあるまいな？」

「その、シャールのところです」

　ミーネは形のよい眉まゆを寄せて晴凛をにらんだ。

「何をしに行くのじゃ？」

「何って……さっきの角笛をお聞きになったでしょう？　敵に動きがあったので、タッケイ族の人たちに、偵てい察さつに出てもらうんです。それをお願いに行くんですよ」

「ホントか？　ホントにそれだけか？」

「ホントにそれだけですよ」

　晴せい凛りんが、やれやれ、という風に答えたとき、ぱたぱた、という足音と共に、ミーネの後を追ってミリンが現れた。

「やれやれ、追い付いた。人が目を離した隙すきに、あっという間にいなくなってしまうのはやめてください。サカリのついたメス猫ねこは、オス猫を追いかけたりしないものですよ」

「誰がサカリのついたメス猫じゃ！　わしは、晴凛を見たから、追いかけただけじゃ！」

「それを、サカリのついたメス猫と言うんです」

「えーいうるさい！　もう、わしのことはほうっておけ！」

　ミリンは目を見開いた。

「おや、そういうことを言いますか、この山やま猫ねこは……身の回りのことも、おねしょをした布団の始末も一人ひとりでできない癖に」

「うるさいうるさいうるさい！　おねしょなんか、もう、ここ三ヶ月くらい、したことないぞ！」

　晴凛は驚いた。

　──三ヶ月前まではしてたってことは……おねしょ疑惑は真実だったのか……ミリンさんの口から出任せじゃなくて。

　晴凛の表情を見て、自分が自供したことに気がついたのだろう。ミーネは真っ赤になって首を振った。

「い、いや、今のは間違いだ！　三ヶ月ではない！　半年だ！」

「三ヶ月も半年も変わりません」

「変わるのだ！　その差は大きいのだ！　晴凛と暮らすようになってからは、したことがないのだ！　だから、もう安心なのじゃ！」

　ミーネが真っ赤になって否定していると、そこにメンミを連れたシャールがやってきた。

　シャールは心配そうな顔で聞いた。

「どうしました？　何を騒さわいでいるのですか？　三ヶ月だの半年だの……ま、まさか、ミーネ姫が懐妊されたとか……？」

「あ、いや、そんなわけありま──」

　青ざめてよろめくシャールを見て晴凛が慌あわてて首を振ろうとしたときに、ミーネの目がきらーんと輝いた。

　獲物を見つけた山猫のようにシャールの前に飛び出したミーネは、その大平原のような起伏の無い胸を大きく張り……、

「そうじゃ！　実は、わしのお腹なかには晴凛の子がいるのじゃ！　これで名実共にわしが晴凛の嫁ということになるな！」

　シャールは驚いたように目を見開いた後で、何かに気がついたのだろう。ふっと笑った。

「ふふふ。何を言うかと思えば、また妄もう言げんを……そのぺたんこのお腹なかと、アバラ骨が浮き上がったような胸のどこが妊婦なものですか。妊娠どころか、まだ女にもなっていないでしょうに」

　ミーネは頰ほほを赤らめて、慌あわてて胸を押さえた。
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「にゃ！　にゃんだと！　馬ば鹿かにするな！」

「馬鹿にしてはおりません。噓うそはいけない、と申しただけです」

　シャールは、王手、とでも言うかのようにぴしり、と言うと晴せい凛りんに向き直った。

「小娘の戯ざれ言ごとはどうでもいいとして、さっきの角笛はどういうことですか？　晴凛様」

「ああ、あれですね。どうやら敵に動きがあったようなのです。タッケイ族の戦士をお借りしようと思いまして」

「はい、わかりました。タッケイ族の戦士は、今や晴凛様の手足も同然！　どうぞ存分にお使いください！　皆、一騎当千のつわものばかりでございます！」

　シャールはそう言うと、傍かたわらでいつになく大人しくじっと晴凛を見つめていたメンミに言った。

「メンミ、千騎長のランタタを呼んできてちょうだい！　大至急よ！」

「え？　あ、はい、わかりましたお姉さま！」

　メンミはそう言うと慌あわてて立ち並ぶ包建パイクーに向かって走り出した。




　その頃、達たつ智ち砦とりでを見張っていた見張り台のシャン族の戦士は、丘の麓ふもとを回り込んで、こちらに近づいてくる人々を見て困惑していた。

『あれは……兵士ではありませんね』

『うむ、馬車に荷物を積んだ、帝国人たちだ……中には子供も混じっている……』

　若い戦士と十騎長の会話を聞いていた、報告書を書く役目の守備隊の兵士が、片言のシムール語で聞いた。

『何、見える、戦士、何人？　馬、何頭？』

　若い戦士と十騎長は顔を見合わせた後で、首を振りながら片言の帝国語で答えた。

「兵士イナイ、馬イナイ。アレハ兵隊チガウ。街のヒト」

「なんだって？」

　守備隊の兵士は耳を疑った。

　──俺の聞き間違いだろうか？　何とかシムール語でやり取りできるというので、この任務に就いたんだけど、俺には無理だったのかな？

　心細そうな顔をする守備隊の兵士を見て、十騎長は北域街道の方角を指差し、もう一度、帝国語でゆっくりと繰り返した。

「アソコ、イル。兵士チガウ。馬チガウ。人。街ノ人。女、子供、タクサン」

　守備隊の兵士も、今度は意味がわかった。

「ああ、そうか、あれは兵隊じゃなくて、街の人間、女や子供だってことか……って、何でそんな連中が、こんなところを歩いているんだ？」

「ワカラナイノカ？」

「あ、いや、言っている言葉はわかる。わかるんだけど、わかんないのは、何で街の人があんなところにいるのかってことで……」

「ヤッパリ、ワカラナイノカ……」

　しょぼんとする、シャン族の十騎長を見た守備隊の兵士は、慌あわてて顔の前で両手のひらを振った。

「いや、だからわかってるんだって！」

　そして、守備隊の兵士は北域街道を指差して、シムール語を並べた。

『あそこ、兵隊、いない。街の人、いる、子供、女、たくさん！』

　十騎長と若い戦士は、ほっとしたような表情を浮かべてうなずいた。

「ソノトオリ」

「よかった、通じた……とか言ってる場合じゃねえ、早くこいつを知らせねえと！」

　守備隊の兵士はそう言うと、見張り台の上で伝令筒に入れる報告書を広げて筆を持ち考え込んだ。

　──えーと、何て書けばいいんだ？　とにかく、見た通りを書くしかないか……。

　守備隊の兵士は報告書の上に筆を走らせた。

『達たつ智ち砦とりで見張り拠点より報告。北域街道の人馬は、帝国軍に非あらず。女子供を含む延えん声せいの住民と思料される。現認数およそ数百、さらにその後方に多数続くと認む』

　書き上げた報告書を、狼煙のろし用の火種で炙あぶって墨すみが垂れない程度に乾かした守備隊の兵士は、それをくるくると巻いて文書筒に入れると、馬のところで待機していた伝令のシムールの戦士を呼んだ。

「伝令！　これを頼む！　伏ふせ龍たつ殿に届けてくれ！」

「ワカッタ！」

　文書筒を受け取ったシムールの戦士は背負っていた矢筒をくるりと前に回し、蓋ふたを開けてその中に入れると、再び背中に回した。

　そして胸のところで留めてある皮ひもを引っ張って、張りを確かめてうなずいた。

「行ってくる！」

　伝令はそう言い残すと、ひらり、と馬に飛び乗るなり、一気に侘タ瑠ル徒トめがけて走り出した。

　北域街道を歩いてくる人々の姿は、よりはっきりと見えてきた。

　ここまで近づくと、その人々の列が兵士ではないことが、目の悪い帝国人の守備隊の兵士にもはっきりとわかった。

「どう見ても、避難民の列だな……それも百人二百人という数じゃない……延声の帝国軍は、一体何を考えているんだ？」

　見張り台にいたシャン族と守備隊の兵士たちが見たものは、延声を追い出され、難民と化した市民の姿だった。

　延声の街の規模は侘瑠徒とは比べ物にならないほど大きい。

　総人口は、およそ一万人、その一万人のほとんどが延声を追い出されていたのだ。

　なぜ、このようなことになったのか……話は三日前にさかのぼる。




　その日、延声の総責任者である県令の犂すき山やま綾りよう世せいの執務室では、一人ひとりの男が手書きの図面を広げて熱弁を振るっていた。

「侘瑠徒側の戦力は、シムールの騎馬兵がおよそ三千。もともと侘瑠徒に立て籠こもっていた守備隊と延声から脱走した兵士たち、そこに裏切り者の孟もう旗き将軍と共に侘瑠徒に加わった者を合わせた兵力は約一万弱と思われます。

　それに対し、我が帝国軍は、延声防備のために残されていた八千──これには、各都市に派遣されていた守備隊を呼び戻したものも含めてですが──それに撤収してきた緑軍の残存兵力が約一万。合計して約一万八千となります！

　犂すき山やま閣かつ下か！　我が軍はまず兵力において侘タ瑠ル徒トに勝まさっておりますが、この侘瑠徒に備蓄されている兵糧の量を考えれば、もし反徒どもに攻め寄せられた場合、長期の篭ろう城じようには耐えられないものと思われます！」

　鼻の穴をぷくぷくふくらませながら熱弁を振るっていたのは、侘瑠徒攻略に失敗し、帝国軍の精せい鋭えいである緑軍を壊滅させた張本人、沢さわ樹ぎ延えん銘めいである。

　本来ならば、敗軍の将として、当然、更こう迭てつされるか、指揮権を剝はく奪だつされているはずなのだが、沢樹延銘は皇こう帝ていから直接任官された直裁官であり、この身分を持つ者を降格させたり罷ひ免めんできるのは帝国皇帝か、皇帝の名代として執務を採ることが許されている摂せつ政しようだけなのだ。

　つまり、帝都から正式の勅ちよく任にん状が送られてこない限り、彼の身分はそのままなのである。

　犂山は目の前に自信満々の表情で立っている沢樹を見て、思わず胸の中でため息をついた。

　──ふう……この男には恥はじとか外聞とかいう概念は無いのだろうか？

　普通、あれだけ自信満々に大たい言げん壮そう語ごしながら出撃して、これだけの惨ざん敗ぱいを喫したら、首をくくるだろう。

　いや、そこまでいかないにしても、責任を感じてひどく落ち込み、とても人前に出てこれはしないだろう。

　そこまで考えてから、犂山は気がついた。

　──そうか、この男は自分に責任があるとは、カケラも思ってはいないのだ。すべての責任は、兵糧となる穀物を売り飛ばし、行方ゆくえをくらました役人、敵に投降した孟もう旗き将軍。そして帝国軍の中にいたであろう裏切り者にある。

　自分には一切の責任はなく、自分はそれらの裏切り者の被害者である。

　この男はそう思っているのだ。そして、それを自分で信じ切っている。

　──こういう考え方で生きていけるなら、きっと人生は素晴らしいものになるだろう……。

　犂山は、一いつ瞬しゆん、沢樹に対し、羨せん望ぼうにも似た思いを抱いだいた。

　そんな風に思われているとは知るよしもない沢樹の言葉は続いていた。

「──ですから、ここで犂山閣下にぜひともご決断を願いたいのです！　この延えん声せいの住民を、城壁の外に追い出していただきたい！」

　沢樹の言葉を話半分に聞き流していた犂山だったが、さすがにこの言葉には驚いた。

「なんだと？　住民を追い出せ、だと？」

　沢樹は表情も変えずに答えた。

「はい、左様でございます。帝都から援軍が来るまで我々はこの延声に篭城しなくてはなりません。篭城戦において最も重要なのは、兵糧の量！　この延声に備蓄されている食糧は、お世辞にも多いとは言えませぬ！　兵糧を買い集めることができぬ今、取るべき道はただひとつ。

　食い扶ぶ持ちを減らすしかありません！

　そう考えれば、まず排除すべきは、篭城戦に無関係……いえ、足手まといになる一般市民！　やつらは貴重な兵糧を食い荒らすネズミのようなものです！」

「あ、いや、しかしだな……」

　犂すき山やまは反論した。

「君の言っていることは、極きわめて合理的だ。備蓄されている食糧の消費を抑えるのは当然のことだし、そのために戦いに無関係な人間を街から退去させるというのも、理にかなっている。

　しかし、街から追い出された人間はどうなるのだ？

　この延えん声せいで暮らしている人々は、ここの住人を相手にして物を作り、商い、それを糧かてにして生活しているのだ。この延声から追い出されれば、生活の基盤一切を失うのだぞ？

　都市というのは、住民がいて、初めて都市なのだ。住民のいない都市は廃はい墟きよだ。

　私はこの延声を治める県令として、延声に暮らす人々を保護する義務がある！　それを放棄すれば、私は県令としての資格を失うのだ！」

　──おや？

　そこまで言ったとき、犂山はちょっとした違和感を覚えた。

　沢さわ樹ぎが犂山の言うことを黙だまって聞いていたのだ。

　以前の沢樹なら、自分の言うことに反論されれば即座に言い返し、相手の言葉尻じりを捉とらえて揚げ足を取り、言い負かせることに躍やつ起きになっただろう。

　──侘タ瑠ル徒トとの戦いで、この男、少し成長したのかもしれんな。

　犂山はそんなことを考えながら言葉を続けた。

「私はこの延声を中心とした北域のすべての権限を有している。北域守備隊の総司令官であり、それと同時に、北域に暮らすすべての帝国民の護民官でもあるのだ！

　君は私に護民官としての責務を放棄しろと言うのか！」

　だが、犂山の期待もむなしく、沢樹は眉まゆひとつ動かさずに答えた。

「その通りです、犂山閣かつ下か。県令の責務をお果たしになりたいと思うのは当然です。しかし、その県令の身分は戦いに勝って初めて守られるのです。侘瑠徒との戦いに負ければ、県令の身分どころか犂山閣下の生命すら危あやういのです！

　護民官としての立場は、お捨てください！　犂山閣下が為なすべきことは、この延声を戦うための砦とりでにすることです！　この延声は、もはや生活の場ではありません！　戦場なのです！」

　沢樹はそこで言葉を切ると、自じ嘲ちようするように笑った。

「私は戦争というものを甘く見ていました。いえ、本当の戦争というものを知らなかったと言っても過言ではありません。

　いつ、いかなる場合でも、兵士の戦闘力は一定である。配給する食料を減らしても、兵士の戦闘力は変わらない……私はそう思っていました。

　しかし、侘瑠徒から撤退する際、満足に食事も水も摂れなくなり、動けなくなったとき、私は身をもって知ったのです。

　腹が減っては戦いくさはできぬ、ということわざの本当の意味を！

　実際の戦争は盤上で駒こまを動かすのとは違うのです！　人は駒ではありません！　人は食料が無ければ動けないのです！」

　目を輝かせて大発見したようにまくし立てる沢さわ樹ぎを見て、犂すき山やまは胸の中で小さくため息をついた。

　──何を今さら……と言ってはそれまでだが。確かに書物の中と、机の上だけでしか戦争をしてこなかった人間にとって、それは大発見なのかもしれん。

　この男は兵士が一日に消費する食料の数字は知っていた。だが、それは単なる数字、知識としての数字に過ぎなかったのだ。

　それが不足すれば、兵士は戦えなくなるし動けなくなる、ということも、きっと知識としては知っていたのだろう。だが、それが、現実の戦いでどういう結果を生むか、空腹の人間がどれほど行動力と意欲を失うか、それを知らなかったのだ。

　経験不足、と言ってしまえばそれまでだ。だが、真に賢い人間は、その経験していない部分を想像力と洞察力で補う。

　犂山は目の前に立って鼻の穴をふくらませている沢樹を見た。

　──他人が何を考えているのか、それすら感じ取ることのできぬこの男に、想像力と洞察力が欠けていることは誰もが気付いていた。

　だが、この男も馬ば鹿かではない。この男は経験から学んでいる。

　真に愚おろかな者は、自分自身を書き換えようとはしない。どんな間違いも失敗も、他人のせいにして自分を無む謬びゆうの存在に置きたがる。

　自分を書き換えることができるということは、やはりこの男は優秀なのかもしれん。

　犂山はそんなことを考えながら沢樹の顔を見ていた。

　沢樹の言葉は続いていた。

「──延えん声せいの住民を追い出すことによる利点は、延声の備蓄食料の消費を抑えることだけではありません！　これは侘タ瑠ル徒トに巣食う反徒どもに対する攻撃でもあるのです！」

「攻撃だと？」

　思いがけない言葉に犂山が聞き返すと、沢樹はにやりと笑ってみせた。

　それは、今まで沢樹が見せたことのない、いわゆる「性格の悪い笑い方」だった。

「ええ、この延声を追い出された住民たちはどこに行くと思いますか？　ひと晩や二晩なら野宿も我が慢まんできるでしょうが、三日四日と暮らすわけにはいきません」

「それは……当然、近隣の街や村に逃げ込むことに──」

　そこまで言ってから、犂山は目を見開いた。

「そうか、延声の市民たちを侘瑠徒の連中に押し付けて、やつらの負担を増やすということか！」

　沢さわ樹ぎは我が意を得たりと、鼻の穴をぷくぷくとふくらませた。

「その通りです。侘タ瑠ル徒トの連中は『尊そん王のう討とう奸かん』だの『世直し』だの、人々の耳に聞こえのいい言葉を振りかざして、人気を取るのに必死です。

　帝国の非道を訴えておきながら、自分たちを頼ってやってきた避難民を追い出すわけにはいきますまい。

　ましてや、侘瑠徒は小さな街で、街の中には投降した緑軍の兵士とシムールの騎馬兵があふれかえっております。そこに、さらに何千人という避難民が押し寄せるのです。侘瑠徒の連中が大混乱になるのは火を見るより明らか！

　侘瑠徒の連中は、投降した兵士と避難民を抱え込むことになります。この延声から騙だまし取った食料も、そう長くは持たないでしょう。

　延声から住民を追い出すだけで、我々は有利となり、やつらは不利になるのです！　犂すき山やま閣かつ下か！　どうかご決断を！」

　犂山が答えを出す前に、犂山の脇わきに控えていた秘書官が決め付けるように言った。

「閣下、こちらの軍師様の策は実に効果的だと思われます……お受けなさいますように」

　犂山は顔を上げて秘書官を見た。

　この秘書官は犂山の家の者ではない。帝国の中央から派遣された、いわばお目付け役だった。

　犂山家は皇こう帝てい陛へい下かの親族である。

　皇位継承権は無いが、皇帝の親族として領地を与えられ租税の一部を免除されるという特別扱いを受けた「定じよう族ぞく」と呼ばれるいわば貴族である。

　定族の人間が犂山のように地方の赴おもむきその地の領主をやるときは、反乱などを起こさぬように、帝国中央から監視役の秘書官が派遣されるのである。

　──この男は犂山家の者ではない。

　北域県の県令にして延えん声せいの領主であるこの私が、住民を追い出し反乱軍に押し付けたりすれば、代々この延声の領主を続けてきた犂山家の評判がどうなるか、などということは考えてもいない。

　この男が考えているのは、沢樹と同じ軍事的勝利だけだ。

　確かに、延声の住民を追い出して、軍人だけで守れば、延声は陥かん落らくすることはないだろう。帝国の援軍が来るまで持ちこたえることができる。

　戦いには勝てるだろう。だが、再び住民が戻ってきたとき……住民はもはや私を敬愛することはないだろう。

　──この男は敬愛という言葉を鼻で笑うに違いない。利益誘導と罰による恐怖だけが人を動かす。エサと鞭むちを与えなければ動かないのだ、と笑うだろう。

　──だが、私はそこまで人間に幻滅したくない。

　犂山は目の前に立っている沢樹を見て、ゆっくりと言った。

「市民を疎開させるというのなら認めてもいいが、市民を利用するために延えん声せいから追い払うのは認めない。

　私は護民官である。民たみの安全と未来を守るのが私の仕事だ。君には現状のまま──市民はそのままで、延声を守る方策を考えてもらいたい」

「しかし、閣かつ下か！」

　食い下がろうとした沢さわ樹ぎから目を逸そらして犂すき山やまは立ち上がった。

「私の要望は伝えた。もうこれ以上君の話を聞く理由は無い」

　そのまま私室へと向かう犂山の後を、秘書官が追った。

「閣下。沢樹殿の策は、我が軍の損そん耗もうは皆無で反徒どもの損耗ばかりが増える、という理想的な策でございます！　何とぞご一考を！」

「しつこいぞ！　確かに、軍の損耗は皆無だろう。だが、延声の住民はどうなる？　疎開と違って受け入れ先も何も決まらぬまま、街から追い出されるのだぞ？

　領民を流る民みんにする領主は、最低の領主だ！　最低の領主になるくらいなら、反徒に敗れたほうが、まだましだ！」

　犂山はそう言い残すと、自室に入り扉を閉めた。

　いかに秘書官と言えども、その扉の先には入れない。そこから先は犂山の住居である。

　忌いま々いましげにその扉をにらみつけていた秘書官の顔に、やがて陰いん鬱うつな微笑が浮かんだ。

　──私がこの地に赴任して三年。延声領主の犂山綾りよう世せいは狩猟と宴えん会かいにしか興味が無い人物、と見ておりましたが。どうしてどうして、骨のある人物でしたな。しかし、それでは私が困るのですよ。

　帝国近在官の長である苑その山やま燕えん鵬ほう様の片腕として、私はこれまで実績を重ねてきた。

　苑山様にとって最大の政敵である月つき原はら弦げん斉ざいにシムール襲来の咎とがを一身に背負わせるための証拠集めもやってのけたのだ。

　苑山様にとって不都合な人物や組織を積極的に失脚させることこそが、私の本来の仕事。

　県令の秘書官などという肩書きは、単にその仕事のために必要な飾りだ……。

　秘書官は、犂山の前では常に猫ねこのように丸めていた背中をすっと伸ばし、胸を張ると、大きく息を吐いた。

　──謙虚に見せるための猫背に、そろそろ見切りをつける頃かもしれんな。

　今回の騒そう動どうが終わった後、私が帝都で上の役職に就くためには、何としても延声で反徒どもを食い止めねばならん。そのためには、やはり沢樹の軍略が必要だ。

　沢樹を侘タ瑠ル徒ト攻略前に直裁軍儀官に任命するよう助言したのは、他ならぬこの私だ。

　侘瑠徒攻略に失敗した沢樹には、せめて延声防衛くらいの戦果を挙げてもらわなくては、私の立場が無い。

「勝ち馬を見抜けない」のは、派は閥ばつ争いの激しい帝国官界では無能の代名詞だからな。

　──こうなれば仕方がない。非常のときには非常の策だ。

　秘書官は県令の犂すき山やまが消えた私室への扉を見て、何かを決意するように大きくうなずいた。そして、くるりと背を向けて、公務の部屋と私室を結ぶ廊下に立っていた護衛兵に近づいて言った。

「至急、私の直ちよつ轄かつの部隊である内衛隊の百人隊長を呼んできてくれ」

「かしこまりました！」

　護衛兵は敬礼すると、小走りで去っていった。

　その後ろ姿を眺ながめながら、秘書官は独り言をつぶやいた。

「……ご自分の評判なんてものを優先するから、いかんのですよ、犂山閣かつ下か。

　人を統治するには恐怖があれば、それで十分なのです。あなたには、ご自分の部屋で、じっくり反省していただきましょう」

　苑山の懐ふところ刀がたなと見なされるだけあり、秘書官は切れ者だった。その彼をして、犂山の判断や行動が民衆への人気取りにしか思えないのが、帝国の現状だった。

　誰もが自分が可愛かわいい。誰もが自分と自分の派は閥ばつの利益だけを考えている。それが、今の帝国の「当たり前」になろうとしていた。

　この考えが広がっていけば、誰も他人を信用できなくなる。協力できなくなる。

　組織は利己的な個人単位の損得だけで動く集団になり下がり、機能しなくなるだろう。

　そして、国家とはほかならぬ組織そのものである。

　自分たちのやり方は、いつか国家を滅亡に追い込むことになる。だが、秘書官はそんなことを考えたこともなかった。

　なぜなら、秘書官も苑その山やま燕えん鵬ほうら帝国の高官たちも、そうやって出世してきたからである。




　その日の夕方、執務室に呼び出された沢さわ樹ぎの前に、犂山は姿を見せなかった。

　奥の控室から現れた秘書官は、沢樹に一礼した。

「申し訳ありません。閣下は心労が重なったため、人前に出ることができません。ですが、公務に関しては、このように命令書をいただけますので、差し障さわりはございません」

　秘書官はそう言うと、持っていた書状を沢樹に手渡した。

「どうぞ、これは沢樹殿宛ての命令書です」

「失礼いたします」

　そう言って命令書を受け取った沢樹は、その文面を見て目を見開いた。

　それは、沢樹に延えん声せいの守備に関する全権を委ゆだねる、という委任状だった。

「こ、これは全権委任状ではありませんか！　ということは……私の思い通りに進めてよろしいということですか？」

　秘書官はうなずいた。

「ええ、この命令書には、延えん声せい防衛に関する一切の権限を直裁官である沢さわ樹ぎ延えん銘めい殿に委い譲じようする。とありますね。つまり、これをご覧になった今この瞬しゆん間かんに、沢樹殿が、実質上この延声の最高責任者となられたわけです。

　私どもは沢樹殿の命令に服します。何なりとお申し付け下さい」

　秘書官の言う通りだった。

　その書状はいわば沢樹を延声の領主に任命する皇こう帝てい陛へい下かの発する勅ちよく認にん状と同じ意味を持っていた。

　沢樹の意識の中に、一いつ瞬しゆん『これほどの重要な事柄を書状一枚だけですましてしまうのはおかしいのではないか？』という疑念が浮かんだが、その疑念よりも自分の思うままに延声防衛の采さい配はいを振るうことができる、という喜びのほうが勝まさった。

　沢樹は鼻の穴をぷくぷくとふくらませて叫さけんだ。

「わかりました！　お任せ下さい！　この沢樹延銘、粉ふん骨こつ砕さい身しん、必ずやこの延声を守り抜き、侘瑠徒に巣食う反徒どもに一いつ矢し報むくいてご覧に入れます！」

　秘書官はにっこり笑った。

「これはこれは実に頼もしい。閣かつ下かもさぞかしお喜びになることでしょう」

「では、さっそく軍の参さん謀ぼうを集め、防衛計画を進めます！　犂すき山やま閣下に、よろしくお伝え下さい！」

　沢樹はそう言って深々と一礼すると、くるりと背を向けて犂山の執務室を出た。

　そのまま意い気き揚よう々ようと胸を張って、守備隊の司令部に通じる廊下を歩きながら、沢樹の頭脳は目まぐるしく回転していた。

　──これで、もはや私に逆らう者はいない。私はこの延声の領主に等しいのだ！

　領主は、司法、立法、行政、軍事、そのすべての権限を持つ絶対君主だ。

　私が「殺せ」と言うだけで、千人の人間の首が飛ぶ。

　私が「焼け」と言うだけで、千軒の家が焼かれる。

　この権力の限りを尽つくして、この延声の街を戦うための道具に作り変え、巨大な罠わなとして攻め寄せる侘タ瑠ル徒トの反徒ども、そしてあの神しん流りゆう千せん斗とを、この手で叩たたきつぶすのだ！

　──まず、軍人以外の足手まといになる一般市民を追い出して……いや、全部追い出してしまったのでは、都市の機能が完全に麻ま痺ひしてしまう。

　物資の運搬や、使役労働に耐えられる男は残そう。そうすれば、兵士を戦闘だけに集中できる。それ以外の女、子供、老人は何の使い道も無いし、かえって負担になるばかりだから、こいつらを追い出して、侘瑠徒の連中に押し付ければいいのだ！

　沢樹は、うんうん、とうなずいた。

　──よし、それでいこう。持ち出せる食料は三日分だ。それ以上持ち出されたのでは、話にならん。厳重に荷物や身体検査をして、持ち出されんように徹底させておかねば……。

　延えん声せいの住民たちに、領主である犂すき山やまと総司令官の肩書きがついた沢さわ樹ぎの名前で、退去命令が出たのは次の日だった。

　その命令とは次のようなものだった。

　一・延声は本日より「延声防衛軍総司令部」によって管理、統治され、住民には軍規が適用される。

　二・延声防衛のために、延声の住民の資産のすべてを延声防衛軍が徴収し管理下に置く。

　三・健康な十五歳以上、五十歳未満の男は延声防衛のために残り、延声防衛軍の指揮下に置かれる。

　四・それ以外の女性、子供、そして老人は延声を出る。持ち出せる食糧は三日分。五十人に馬一頭馬車一台を貸与する。

　五・避難先については各自の自由とする。




　この命令が告示されるとすぐに、怒った住民たちが延声の街の奥にある犂山の王おう宮きゆうに押しかけてきた。

　その中には、大きな商店の店主や、先祖代々この延声に住んでいる長老などの有力者たちもいた。

　有力者たちは県令と面会できる身分を示す青い略りやく綬じゆの房を振りかざして、王宮の門の前で犂山に面会を求めた。

「犂山様にお会いしたい！　我々は犂山様から、この延声の運営に関して意見を聞きたいということで、この略綬をいただいているのだ！」

「この延声には一万を超える住民が住んでいる！　その住民を追い出すおつもりか！」

「そうだ！　それも追い出されるのは女、子供、年寄りばかりだぞ！　こんな馬ば鹿かな話があるか！」

「疎開させるなら、護衛の兵士をつけて馬車に乗せて、近隣の街に送り届けるのが筋というものだろう！」

　一般の住民の中から選ばれ、犂山に面会を求めることができる身分を持った彼らは、いわば県会議員であり、延声の街で知らぬ人はいない、という有名人でもある。

　門の前で騒さわぐ人々の声を聞いていた沢樹が、おもむろに口を開いた。

「やはり、暴徒が騒ぎ始めましたか……では、作戦通り、配置した弓きゆう兵へいに攻撃命令を出して鎮ちん圧あつしてください」

　その言葉を聞いた帝国兵の百人隊長が、驚いたように沢樹の顔を見た。

「し、しかし、沢樹殿。あそこにいるのは暴徒ではありません！　騒いでいるのは、ほんの数人で、ほとんどが犂山閣かつ下かに面会を求めて集まってきた、この延声の有力者です！

　彼らは閣下から直接略綬を授さずかった者たちで、いつでも王宮内に入れる身分を持っております！」

　沢さわ樹ぎは、じろり、と百人隊長を見た。

「その犂すき山やま閣かつ下かの定めた規則で延えん声せいが動いていたのは昨日きのうまでです。本日ただ今から、延声は私を総司令官とする、延声防衛軍総司令部の命令で動くのです。

　延声を反徒から守り抜くには、まず内部に存在する裏切り者を排除しなければなりません！

　総司令部の命令に背そむく者、すなわち裏切り者です。

　さあ、攻撃を開始してください。この延声に新しい秩ちつ序じよが訪れたことを、住民どもに知らしめるのです！」

　集まっていた人々の見ている前で、門がゆっくりと開いた。

「ああ、門が開くぞ！」

「犂山様に面会できる者は前に出てこい！　それ以外の人間は門を入るなよ！」

「俺たちはならず者じゃないんだからな！」

　だが、開いた門の中を見た延声の有力者たちは、目を見開いて凍り付いた。

　そこに待っていたのは完全武装し、弓と槍やりを構えた帝国軍の兵士たちの姿だった。

「こ、これは！」

　先頭に出ていた人々が思わず二、三歩後ずさりして、後ろの群衆と押し合う形になった、そのとき。

「発射！」

　命令と共に、何十本という矢が、群衆の先頭にいた有力者たちの身体からだに突き刺さった。

「ぎゃあああ！」

「うわああ！」

「に、逃げろ！　殺されるぞ！」

　門の前は大混乱になった。

　集まっていた群衆はクモの子を散らすように逃げ惑まどい、あっという間に姿を消した。

　ほんの数分もしないうちに、広場は静まり返った。聞こえるものは、ただ負傷者のうめき声だけだった。

　沢樹は満足そうにうなずいた。

「よろしい。これで、延声の住民は、この街が新しい秩序の下もとで動き始めたことを知るでしょう。死体を中央広場に運び、そこでさらしものにしなさい！

　戦争は遊びや道楽ではありません。戦場はまさに人の命をやり取りする真剣勝負の場なのです。この延声もまた戦場になった。そのことを住民たちにしっかり認識してもらわねばなりません」

　鎮ちん圧あつ部隊を指揮していた百人隊長が尋ねた。

「死体は運ぶとして……まだ、息がある者はいかがいたしますか？」

　沢さわ樹ぎは、何を馬ば鹿かなことを、という風に顔をしかめた。

「反乱を企くわだてたものは、死罪。これが常識です。さっさと止とどめを刺して、広場に引きずっていきなさい！」

「はっ！　了解しました！」

　門の周りに転がる死体を兵士たちが片付け始めたのを見て、沢樹は満足そうにうなずくと、周りにいる参さん謀ぼうたちを見回して言った。

「くだらないことで時間を取りました。では、延えん声せい防衛計画の最終案のまとめを続けましょう」

　このときの沢樹の意識の中に、罪悪感はなかった。彼にとっては督とく戦せん隊を使うのと同じことだったのだ。

　布告を出した以上、すでにこの延声は戦場なのだ。

　しかし、住民にとって、延声の街は戦場ではない。そこは日常である。沢樹は延声の日常に戦場の論理を持ち込んだのだ。

　その自分の行いの非常識さに、沢樹は気がついていなかった。

　自分を客観的に見ることができない、という沢樹の欠陥は、今、最悪の形で作用しようとしていた。

　取り巻きの参謀たちを引き連れて、執務室に戻っていく沢樹を見送った守備隊の百人隊長は、小さくため息をついて首をひねった。

「上官の命令はとはいえ……犂すき山やま様は本当にこれを認めているのだろうか？　私にはそうは思えんのだが……」




　以前から延声で守備隊をやっていた兵士の間には、沢樹の命令を聞いて不審がる者が続出した。

　兵士でさえ疑問に思うのだ。住民たちが疑問に思わないわけがなかった。

　──犂山様は居室に幽ゆう閉へいされている。命令はあの沢樹という男が勝手に出している。

　──居城の中に勤めている女官や用人も誰一人ひとり、家に戻っていないそうだ。

　──犂山様はもしかすると、殺されてしまったのかもしれない。沢樹と秘書官が勝手に命令書を作って、やりたい放題をやっているに違いない。

　こういった噂うわさが、延声の中に広がるのに時間はかからなかった。

　やがて、住民の強制退去が始まった。

　帝国緑軍の兵士たちは住民たちの家々を回り、十五歳から五十歳までの男を連れ去った。そして、残った女、子供、老人たちに向かって、三日分の食料だけを持って街を出ろ、と告げたのだ。

　延声の城門には検問所が作られ、食料を余分に持ち出さないように、荷物の中を厳重に調べ上げた。

　米や麦は、すべて規定の枡ますで計量し直され、少しでも多い分は即座にその場で没収された。

　商人たちの中には、検問に当たる兵士たちに付け届けを渡し、便べん宜ぎを図ってもらおうとした者もいたが、その商人は即座に引き出されて、その場で斬ざん首しゆされた。

　沢さわ樹ぎの定めた軍規は厳格なものであり、それを徹底させることが勝利に繫つながると沢樹は信じていた。

　そういった意味で、帝国軍緑軍は生まれ変わっていた。より厳格に、そして兵士は情け容よう赦しやなく戦うための部品として磨みがき上げられつつあったのである。

　とはいえ、その厳格さ、情け容赦なさを向けられた市民はたまったものではない。

　シムールの来らい寇こうと侘タ瑠ル徒トの反乱を聞いた延えん声せいの人々は、その鎮ちん圧あつのためにやってきた帝国軍緑軍を、歓呼の声で出迎えた。

　そして、侘瑠徒攻略に失敗し、逃げ戻ってきた兵士や傷病兵たちを、温かく迎え入れた。

　だが、今、延声の住民たちは憎にくしみと怨えん嗟さの目で帝国軍の兵士たちを見るようになっていた。

　身の回りのものだけしか持たずに自分たちが暮らしていた街を追い出され、途方にくれる延声の住民に対し、緑軍の参さん謀ぼうは笑いながらこう言った。

「行くところが無いのなら侘瑠徒に向かえ。侘瑠徒は世直しをしてくれる慈じ悲ひ深い連中だ、さぞかし楽しい思いをさせてくれるだろう。

　食い物も、働き口も何もかも。侘瑠徒は何でもある、地上の楽園だそうだ。そこで暮らしたほうが幸せになるぞ！」

　追い出された住民たちは怒いかりと呪じゆ詛その言葉をつぶやきながら、一人ひとりまた一人と歩き始めた。

　街を追われた今、ここにじっとしていても仕方がない。どこか暮らすことのできそうな街に行かねばならない。

　一番近い街は北の侘瑠徒であり、南に行くと少し離れたところに、碌ろく暫ざんという街がある。

　侘瑠徒なら、女子供の足で二日か三日。碌暫なら三日か四日はかかるだろう。

　延声を追われた人々は北域街道の分岐に出ると、そこで二手に分かれた。

　北の侘瑠徒に向かう人々と、南の碌暫に向かう人である。

　そして、ほとんどの人が侘瑠徒の方角を選んだ。

　延声の街には、侘瑠徒から避難してきた人々が多く住んでおり、侘瑠徒の反乱軍は悪逆非道な無法者などではない、という話が彼らから風評として広く延声の住民の耳に入っていたためだった。




　見張りの兵士と偵てい察さつに出した部隊から、延声の住民が街を追い出され、侘瑠徒を目指して歩いている、という報告を聞いた伏ふせ龍たつは一いつ瞬しゆんあっけに取られた後で、顔をしかめた。

　そして、吐き出すように叫さけんだ。

「沢樹め！　そんな下げ策さくを使うまで落ちぶれやがったか！　練れん涯がい塾の恥はじさらしだ！　馬ば鹿か野郎めが！」

「下げ策さく、って言うと？」

　怪け訝げんな顔をする晴せい凛りんを見て、伏ふせ龍たつは胸のうちが収まらない、という表情のまま答えた。

「城民を損そこなわずして敵の兵を討うつは上じようの策、兵を損なわずとも城民を損なえば、これ下策。兵を養うは城民にして兵に非あらず、城民失えば即すなわち国滅ぶべし──これが練れん涯がい塾で教える作戦立案の基本だ。

　兵隊は飯めしを食うだけで何ひとつ生産しねえんだ。城民、つまり兵を養う人間がいて、初めて兵士は成り立つ。兵士は城民を守るために存在するってことだ……つまり、延声を守るために、住民を追い出した沢樹の策は本末転倒だ！　そんな策を採れば将軍も軍師も信用を失う。誰からも相手にされなくなる。信頼できない用よう兵へい家かの言葉を聞く人間はいねえ。軍師や軍人が一番やっちゃいけねえ策だ！」

　伏龍はそこまで一気にまくしたてた後で、くしゃくしゃと頭を搔かきむしった。

「とはいえ、こいつが効果的であることは間違いねえ。延声の住民はこの侘タ瑠ル徒トに向かっている。ここで、一万人近い避難民を抱え込むってことがどれだけ負担になるか、光こう凛りんさんから説明してもらわなくてもわかるだろう？」

　晴凛は困惑した表情でうなずいた。

「ええ、わかります……でも、放っておくわけにはいきませんよね？」
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　晴せい凛りんの答えを聞いた伏龍は、少し真ま面じ目めな表情になって答えた。

「避難民を受け入れれば、俺たちは間違いなく不利になる。沢さわ樹ぎの作った罠わなに、まんまと嵌はまることになる。

　俺たちが避難民を抱え込んで右往左往しているうちは、とても延えん声せいを攻めることなんかできやしない。そのうちに沢樹は帝国軍の応援を得て、こっちに攻めかかってくるだろう。それが沢樹の書いた筋書きだ……」

　伏ふせ龍たつはそこで言葉を切ると、ゆっくりと言った。

「あの避難民を無視する、というのもひとつの選択肢だ。これから延声を攻めるつもりなら、それを選ぶのが確実だ……どうする？」

　会議室にいた全員──光こう凛りんと燎りよう原げん上じよう佐さ、そして孟もう旗き将軍とその参さん謀ぼうたち、シャン族のダガフとタッケイ族のランタタ。この侘タ瑠ル徒トにいる指揮官たちの視線が、晴凛に注がれた。

　晴凛は気色ばんだように、一いつ瞬しゆんのためらいもなく答えた。

「どうするって……まさか、いくらなんでも見捨てるわけにはいきませんよ！　僕たちを頼ってきた人たちなんですよ！

　そりゃあ、確かにこれは沢樹が作った罠かもしれません。避難民を受け入れれば不利になるかもしれません。でも、そんなのは関係ないんです！　目の前に困っている人がいて、それを助けることができるのなら、助けるのが当たり前です！

　少しくらい不利になろうが苦労しようが、そんなのは努力してがんばって何とかすればいいんです！」

　会議室にいた人々は、ほっとしたようにお互いの顔を見てうなずいた。

　伏龍もにっこり笑ってうなずいた。

「よしよし、お前は沢樹と違って、ちゃんと先を見ているな。安心した」

「先を見ているって？」

「いや、まあ、ちょいとお前を試してみたんだ。沢樹みたいに、目の前の延声攻略の戦いのことだけを考えているのか、それともその先まで見ているかどうかをね。試すようなことを聞いて悪かった」

　そう言って頭を下げる伏龍を見て、晴凛は慌あわてて顔の前で両手のひらを振った。

「あ、いや、そんな、頭下げられるようなことじゃありませんから！

　それよりも、何ですか、その先を見ているってのは……」

「沢樹のやつは、目の前にある延声をどう守るか、そして守って、逆に俺たちを攻めるにはどうするか？　ってことしか頭にない。確かに、戦いの勝敗は重要なことだ。だから、何が何でも勝たなきゃならない。そう考えるのは当然だ。でもな、一番重要なのは、その後だ。

　勝ってどうするか……勝ったらどうなるのか、そこまで見通して初めて本当の勝利なんだ」

　伏龍はそこで言葉を切ると、小さくため息をついて言葉を続けた。

「沢さわ樹ぎも馬ば鹿かじゃない。本当はそれくらいのことはわかっているはずなんだが、あいつは今、頭に血が上っている。侘タ瑠ル徒トで負けた悔くやしさで、周りのことがまったく見えていねえんだ」

　伏ふせ龍たつと晴せい凛りんのやり取りを黙だまって聞いていた孟もう旗き将軍が静かに言った。

「伏龍殿の言っていることはよくわかる。私も彼を見ていて、その危あやうさに何度も意見しようと思ったことがある。

　理想に燃えた人間が現実の前に挫ざ折せつすると、百八十度価値観が変わって、いきなりガチガチの現実主義者になることがあるのだ。

　つまり、過去の自分の否定に走るのだ。理想的な未来を目指すことを、すべてきれい事だと言って攻撃し始める。今の彼には現実しか見えていない。人はすべて欲望で動く、餓えた犬は肉しか信じない──おそらくそれが今の彼の価値観だろうな。哀あわれな男だよ」

　思い当たる点があるのだろう。参さん謀ぼうたちが顔を見合わせてうなずいた。

　孟旗将軍の言葉を聞いていた光こう凛りんが静かに言った。

「私は沢樹という男を知りませんので何とも言えませんが、そういう男が権力を握ればどうなるかは想像がつきます。その結果が、今、この侘瑠徒を目指して歩き続けている避難民たちというわけですね」

「光凛さん、ここで一万人の避難民を収容するとなると、食料は持ちますか？」

　光凛は机の上に広げた帳面を見ながら答えた。

「現在の備蓄量は約三ヶ月分あります。当面困ることはありませんが、問題は侘瑠徒という街の小ささです。これはもう、どうしようもありません。食料や生活必需品は何とかなっても、家を増やすのは無理です。兵士たちを天幕に移し家を空けても、収容しきれないでしょう。負傷兵は動かせませんし……」

「そうか、確かに家が無いのは困ったものだな……」

　──そうか、そうだよな。ここで、さらに一万人が増えるとしたら、本当に侘瑠徒の街は人であふれちゃう。

　帝国軍の陣地の跡に張ってある天幕も兵士たちで一杯だし、第一、街で暮らしていた人たちが天幕で暮らせるわけがない。

　そういえば、どうして帝国軍の天幕ってあんなに、敷物が薄いんだろう？

　シムールの包建パイクーみたいに、厚く毛織物を敷き詰めれば、家で暮らすより快適なのに……。

　そこまで考えたとき、晴凛の頭の中に、ぽん、とある考えが浮かんだ。

「そうだ！　シムールだ！　シムールの包建です！」

「え？」

「包建だと？　あの、シムールの天幕か？」

「あれがどうかしたのか？」

　帝国軍緑軍の参謀たちは怪け訝げんな顔になったが、以前から侘瑠徒にいた守備兵の隊長たちは目を見開いた。

「そうか！　包建パイクーがあった！　あれなら家と変わらない！　避難民もちゃんと暮らせる！」

　晴せい凛りんはうなずいた。

「帝国軍の方はご存じないでしょうが、シムールたちが使っているあの包建という天幕は、下に厚く毛織物を敷き詰めてあって、帝国軍の天幕とはまったく違う寝ね心ごこ地ちなんです。

　中で煮に炊たきもできますし、厚手の革かわで作られていますし、壁には骨組みをめぐらしてあるので、天幕とは比べ物にならない耐久性があるんです」

　晴凛はそう言うと、会議に出席していたダガフとランタタに聞いた。

『恐れ入ります、予備の包建はいくつぐらいありますか？　避難民を収容するためにぜひ、シムールの包建を使わせていただきたいのです！』

　ダガフとランタタは顔を見合わせて答えた。

『シャン族は百だ』

『タッケイは八十……材料があれば、もっと作れる』

『百八十ですか……わかりました、とりあえず侘瑠徒の街の外にどんどん作ってください。これから、避難民がどっと押し寄せてきますから、住むところが欲しいんです！』

　ダガフが手を上げた。

『シャン族は明あ日す居住地に戻る。そのときに使っていない包建を持ってこよう。あと二百か三百は用意できる』

　ランタタも手を上げた。

『必要とあれば、タッケイ族の居住地から取り寄せてもいいぞ。我がタッケイの総力を挙げれば、あと五百は用意できる。何なら今から早馬を飛ばすが？』

『本当ですか！　ありがとうございます！　恩に着ます！』

　ランタタは豪快に笑った。

『いや、これぐらい、どうということではない。シャール様の嫁入り道具として受け取ってくれ』

『あ、はい、ありがたく頂ちよう戴だいします』

　晴凛が照れたように頭を搔かくと、会議室に小さな笑いが起きた。

「よし、じゃあ、行動に移ろう！　避難民は女性と子供とお年寄りだけらしい。シムールの人たちに馬を出してもらって、使える限りの馬車を仕立てて、食料と毛布、そして水を積んで迎えに行こう！」

　伏ふせ龍たつの言葉を聞いた全員が声を揃そろえて答えた。

「了解！」

　会議を終えて出てきた晴凛に、ミーネが飛びついてきた。横にはシャールの姿もある。

「延えん声せいから避難民が来るそうだな？　どうするのじゃ？」

「迎え入れますよ。家が足りないので、シャン族の人たちが使っている包建パイクーを使わせてもらおうと思っています」

「そうか、うむ、包建はいいぞ。帝国軍のあんな薄っぺらな天幕とは比べ物にならん！　シャン族は明日あしたから居住地に戻るが、ならば今使っている包建を置いていこう。そうすればそのまま住めるぞ！」

　晴せい凛りんは驚いた。今、シャン族が生活している包建は、組み立てていない予備の簡易式の包建と違い、それぞれに工夫して住みやすく改良してある、れっきとした財産なのだ。

　ミーネの申し出は、いわば自分たちが住んでいる家を提供する、というのと同じことなのだ。

「いいんですか？」

「ああ、かまわん。どのみち明日には侘タ瑠ル徒トを出て、居住地に向かうのだ。折りたたむ手間が省はぶけたというものだ。それに……」

　ミーネはシャールのほうをちらっと見てから、シムール語で言葉を続けた。

「我がシャン族は気前がいいのだ！　しみったれのタッケイ族とは違うのだ！」

　ミーネの言葉を聞いていたのだろう、シャールの顔色が変わった。

『ランタタ！　タッケイ族も包建を出しなさい！』

『そう言われましても、急いで出てきましたので手持ちの資材に乏とぼしく、作れる包建はせいぜい八十がいいところではないかと……しかし、早馬を飛ばして本拠地から取り寄せれば、五百は作れます！』

『避難民は、今、この侘瑠徒に向かっているのです。後からでは間に合いません！』

　シャールはそう言って爪つめを嚙かんだ。

　──肝心なときに、晴凛様の役に立てないなんて……これでは妻として失格ですわ。

　何かできないかしら……包建は作れなくても、何か私たちの持っているもので、晴凛様のお役に立てるようなものが……。

　そのとき、シャールの目の前を馬車を引いた馬が走り抜けた。

　その馬車を見て、シャールは目を見開いた。

　──そうよ！　馬よ！　馬だわ！

　シャールは晴凛に駆かけ寄った。

『馬車に使うだけでは、馬が余りますわ！　馬にも荷物と人を乗せられます！　タッケイ族は馬を出します！　馬をお使いください！』

『馬ですか？』

　晴凛は目を見開いた。

　遊牧民であるシムールにとって、馬は財産である。

　農耕民族の裕福さを計るのは、所持している土地、田畑の広さであるように、遊牧民の裕福さは、飼っている羊や馬の数で計られるのだ。

　シャールは目の前にいるミーネをちらっと見ながら言った。

『シャン族は明日あした、居住地に帰らねばなりません。馬を疲れさせることはできません。でも、タッケイ族は侘タ瑠ル徒トから他には行きません。存分に馬をお使いくださいませ！』

『ありがとう、助かる！』

　にっこり笑った晴せい凛りんを挟はさんで、ミーネはシャールをにらんだ。

『シャン族は、帝国人との付き合い方を知っているからな、侘瑠徒を頼ってきた避難民を手厚くもてなすことができるが、シムールの掟おきてしか知らぬタッケイ族にそれができるかのう？』

　シャールは、胸を張った。

『タッケイは誇り高き戦士です！　戦士は抵抗せぬ者、弱き者を虐しいたげることはしません！　シムールの誇りを持って、延えん声せいの方々をおもてなしいたします！』

　ミーネは負けじと、ぺたんこの胸を張った。

『よし、どっちがより多くの避難民を助けるか！　勝負じゃ！』

『望むところです！　晴凛様の窮きゆう地ちを助けるはこれ、妻の務め！』

『よし、行くぞ！　そうと決まれば早い者勝ちじゃ！』

『負けるものですか！』

　ミーネとシャールはお互いにそんなことを言いながら、総そう督とく府の建物から走り出していった。




　平原を照らしていた太陽は西に傾き、遠くの山々を黄色く照らしていた。

　後数刻で、太陽は夕日に変わり、平原に夕ゆう闇やみが訪れるだろう。

　初夏の晴れ渡った空から照らす日差しの下を丸一日歩いた避難民たちの顔には、どす黒い疲労の色が浮かんでいた。

　雨の中を歩くよりはマシとはいえ、乾いた砂すな埃ぼこりの立つ道を歩き続けるのもまた体力を消耗する。

　街道のあちこちに、歩けなくなった子供がうずくまり、母親が途方にくれている姿や、荷物の傍かたわらに座り込んだあきらめた表情の老人などが目立つようになった。

　先頭集団にいた世話役の老人は、避難民の列を振り返って思った。

　──これが限界かもしれんな……セラムの大曲がりまでは無理としても、タリムの渡し場くらいまでは行けると思ったのだが……。

　健脚の大人なら、日の出と共に歩き続ければ、夕刻には侘瑠徒の街の灯あかりを見ることができるだろうが、年寄りと女子供の足ではここまで来るのが精一杯だ。

　世話役の老人は通り過ぎてきた達たつ智ち砦とりでを見上げた。

　──あの砦に顔見知りの兵隊がいれば、せめて女子供だけでもひと晩泊めてくれと頼めるかもしれんと思ったのだが……偉そうな勲くん章しようをぶら下げた見たこともない隊長が出てきて、有無を言わさず追い返されてしまった。

　あの砦とりでに泊まることができないとすれば、どこかに野宿するしかない……どこかよさそうな場所があればいいのだが……。

　世話役の老人があたりを見回したとき、はるか遠く、北の方角に動くものが見えた。

　──あれは？

　それは砂煙だった。

　よく見るとその下に、馬らしいものと、そして白い旗のようなものが見える。

　避難民の列の中にも、北から近づいてくる砂煙に気がついた者がいたのだろう。あちこちから声が上がった。

「見ろ！　兵隊が来るぞ！」

「いや、違う、あれは帝国軍の旗じゃない！　シムールだ！」

　その叫さけび声と共に、悲鳴が上がった。

　帝国人にとって「シムール」というのは、人間を意味する言葉ではない。

　北方の平原から大軍で襲いかかり、街を焼き、住民を殺さつ戮りくする恐怖の悪魔じみた野獣の集団。それがシムールという生き物なのだ。

　だが、恐きよう慌こう状態に陥おちいりかけた避難民の中で、何人かが声を上げた。

「安心しろ！　侘タ瑠ル徒トにいるシムールは敵じゃない！」

「反乱軍のシムールなら仲間だ！　話が通じるぞ！」

「シムールの中にもいろいろいるんだ！　あいつらは侘瑠徒を守るために、同じシムールを相手に戦ってくれたんだ！」

　それは侘瑠徒から延えん声せいに避難していた人たちの声だった。

　侘瑠徒から避難する際、後に残った晴凛たちと共に侘瑠徒を守るために闘ったシャン族のことを、街の人々は忘れていなかった。

　恐慌状態に陥りかけた人々は不安げに顔を見合わせて、再び座り込んだ。

　やがて、たなびく白い旗に書かれた「尊そん王のう討とう奸かん」の文字が見えてくると、避難民の間から期待と不安の入り混じった「反乱軍だ！」「侘瑠徒の連中だ！」という声が上がった。

　先頭を走る馬に乗っているのは、帝国軍の鎧よろいを着て兜かぶとに緑色の房をつけた指揮官らしい男だった。

　馬に乗ったまま駆かけ込んできたその男は、避難民の隊列の脇わきを通り過ぎながら、大声で叫さけんだ。

「侘瑠徒守備隊の燎りよう原げんと申す！　延声を追われた皆を助けに参った！　後続の馬車に水と焼いたナンが積んである！　それを降ろし、代わりに歩けぬ者を乗せよ！

　馬には荷物を背負わせよ！　馬を引く者は帝国語が通じぬシムールなれど安心召めされよ！　皆、侘瑠徒の者である！　無法者ではない！」

　帝国軍士官姿の燎原上じよう佐さの言葉を聞いて、避難民の間に「あああああ！」という声にならない、安あん堵どのつぶやきが広がった。

　侘タ瑠ル徒トからやってきた馬車と馬の隊列に、延えん声せいからやってきた避難民たちが殺到するのに時間はかからなかった。

「歩けぬ者は馬車に乗れ！　まだ歩けそうな者は、荷物を馬に預けろ！」

「荷物は馬車に置いてはならん！　馬車には人のみを乗せろ！　譲ゆずり合って一人ひとりでも多く乗れるようにするんだ！」

　守備隊の兵士がそう言って回るのだが、避難民の数に対してあまりにも馬車が少なすぎたのだろう。隊列の後ろのほうの避難民の中には、馬車に乗れずに泣き出す者が出始めた。

「燎りよう原げん上じよう佐さ！　馬車が足りません！　どうしますか？」

　燎原上佐は周囲を見回した。

　部下の言う通りだった。タッケイ族が提供してくれた馬は余っているが、馬車の数が不足しているのだ。

　用意した馬車には、もうすでに避難民が隙すき間まの無いほどに押し込まれている。

　──どうする？　どうやって残りの人を運ぶ？

　歩けそうな者は歩かせるとしても、どうにも歩けそうにない子供や年寄りがまだ百人近く残っている……。

　困り果てたようにあたりを見回している燎原を見て、シャールが言った。

「リョウゲン殿、残りハ、馬に乗せマショウ」

「馬だと？」

「ハイ、私タチ、荷物カツグ。人、馬ノセル」

　シャールはそう言うと近くの馬に近づいて、背中に乗せてあった荷物を降ろした。そして、馬の手た綱づなを引くと、泣いている子供に近づいた。

　見慣れないシムールの女が馬を引いて近づいてきたのを見て、母親は泣いている子供たちを抱えて、びっくりしたように後ずさった。

　シャールはにっこり笑って、安心して、という風にうなずくと、子供と馬を交互に指差した。

「コドモ、馬、乗セル。荷物、私、持つ。ダイジョウブ！」

「え？」

　母親の顔から、警戒する表情が消えた。

　シャールは子供たちの前にひざまずいて視線を合わせると、頭をなでてから子供を持ち上げて馬の背に乗せた。

　びっくりして泣きだした子供をあやしながら、もう一人を抱え上げて、先に乗せた子供の後ろに乗せ、鞍くらについているひもを子供に握らせた。

「コレ、シッカリ持つ。馬ユレル、モッテナイト落チル」

　そして、シャールは荷物を背負い、母親の手を引いた。

「一いつ緒しよニ行ク。ダイジョウブ！」

　にっこり笑ったシャールを見て、周りにいたタッケイ族も荷物を降ろし、子供たちや年寄りを馬の鞍くらに乗せ始めた。

　屈強なシムールの戦士に持ち上げられた年寄りが、たまげたように悲鳴を上げたり、怯おびえた子供が火のついたように泣き出したりして、あたりは大おお騒さわぎになった。だが、その光景にはどこか温かいおかしみがあり、あちこちから笑い声が上がった。

　シャールの機転で、子供や年寄りはほとんど馬車と馬に乗せることができたのを見て、燎りよう原げんは大きくうなずくと言った。

「ようし！　侘タ瑠ル徒トに向けて出発！　侘瑠徒では、温かい食事と湯を沸わかして、皆を待っている！　さあ、急ごう！」

　シムールの馬に帝国人の子供を乗せて、荷物を背負ったタッケイ族の戦士が、同じように荷物を背負って馬を引いている仲間に向かってつぶやくように言った。

「俺が帝国人の子供を助け、荷物を背負ってやるときがくるなんて、考えたことなかったぞ」

　仲間もうなずいた。

「ああ、俺もだ……帝国人は殺せ、女子供でも容よう赦しやするな、と教わっていたのにな」

「でもよ、妙みようなもので……たとえ帝国人でも『ありがとう』と涙を流して感謝されると……こう、悪い気はしないな」

「ああ、この子供を見ていると、家にいる俺の兄貴の息子たちを思い出す。年も格好も同じくらいだ……帝国人もタッケイも、子供は変わらない」

「あの晴せい凛りんという若い男が、エオル王の前で『シムールと帝国の共存』などということを言い出したとき、うちの長老は現実が見えない馬ば鹿かな男だと笑っていたが……今考えると、こういうことなのかもしれない」

「ああ、シャール様が惚ほれ込んだのもわかるような気がする」

　帝国人の女と子供そして老人と、シムールの戦士たちが入り混じった奇き妙みような行列は、西に傾いた太陽に照らされて長い影を引きながら、ゆっくりと侘瑠徒に向かって進み始めた。

　その頃、侘瑠徒では。

「湯じゃ！　湯を沸かせ！　ありったけの鍋なべ釜かまを持ってこい！　砂すな埃ぼこりにまみれた足と顔を洗ってもらうのじゃ！　乾いた布も忘れるな！」

「汁じゃ！　肉を入れた汁を作れ！　温かい肉汁が、一番身体からだに栄養をつけるのじゃ！」

　中央広場の真ん中に組み上げた臨時のかまどの前で作業をする、シャン族と守備隊の兵士の後ろをミーネが走り回って、檄げきを飛ばす。

「えーい、うろちょろしないで、じっとしてなさい！　この山やま猫ねこめ！　かえって邪じや魔まです！」

「何を言うか！　避難民の受け入れは、我がシャン族の役目じゃぞ！　晴せい凛りんの嫁として、精一杯できることを見せることのどこが悪い！」

「あなたは、何もしてないでしょうが！」

「指図するのがわしの役目じゃ！」

　きゃいきゃい言いながら走り回るミーネとミリンのやり取りは、聞いているだけでどこか楽しくなってくるのだろう。受け入れ準備をしていたシャン族の若い戦士が笑いながらミリンに言った。

「ミリンさん、ミーネ姫の言う通りです。ミーネ姫の指図を聞いているのは、これはこれで結構楽しいんですよ」

　ミリンはその若い戦士をじろりとにらんで、シムール語で返した。

「あなたは女の子に罵ののしられて喜ぶ性せい癖へきがあるみたいですね」

「いえ！　そんな性癖はありません！」

「どうだか……」

　ミリンは冷たい目で、若い戦士をにらんだ。




　その受け入れ態勢を、城壁の上から伏ふせ龍たつと晴せい凛りんが見ていた。

「ミーネ姫といい、シャールといい、何と言うかいい子だよなあ」

「ええ、本当にそう思います」

　照れたように頭を搔かく晴凛を見て、伏龍がにやりと笑って聞いた。

「どっちかを選ばねえのは、やはりあれか？　先を見ているからか？」

「え？　あ、いえ、そんなことはありません！」

　慌あわてて首を振る晴凛を見て、伏龍はにやにや笑いを浮かべたまま言った。

「先送りするのもいいが、答えを出すってのも男の義務だからな、忘れるなよ」

　その伏龍の言葉が終わるのと同時に、後ろから声が聞こえた。

「そうよねえ、先送りしないってのは、男の義務よねえ……」

「うわっ！　お前！　どこから現れた！」

「どこから現れたって……失礼な、ここから来たに決まってるでしょう」

　アイリーンはそう言って、後ろにある階段を指差した。

　伏龍は慌てて指をぺろっとなめて、立てた。

「……くそ！　向かい風だったか！　しくじった！　お前の色香に気がつかぬとは、この皇こう伏ふせ龍たつ一生の不覚！」

「芝居っぽく言って逃げようとしても無む駄だよ。私はこの耳でちゃんと聞いたんですからね！　男として答えを出すのは義務だって！」

「え？　あ、ああ、それは晴凛に言ったんだ。晴凛はこの侘タ瑠ル徒トを背負って立つ男だからな。不誠実なことをしてはいけない、という戒いましめの言葉をだな──」

「あなただって、この侘瑠徒の軍と命運を背負って立つ立派な男です。不誠実はいけませんわ、不誠実は」

　おたおたする伏ふせ龍たつを見ていた晴せい凛りんの胸のうちに、イタズラ心が持ち上がってきた。

　──伏龍さんにはいつもからかわれているし、ときには逆襲してやろうかな？

　晴凛はにっこり笑って言った。

「どうやらお二人ふたりで積もるお話もありそうですし、このへんで部外者は消えたほうがよさそうですね。あとは僕と兄でやっておきますので、伏龍さんはアイリーンさんと楽しいひとときをお過ごしください。ではこれで」

　晴凛はそう言うと、優ゆう雅がに頭を下げて小走りに逃げた。

「あ、おい！　晴凛！　てめえ！」

　後を追おううする伏龍の服の袖を、アイリーンががっちり摑つかんでいた。

「晴凛君の、お心づかいに感謝いたします！　さあ、神しん流りゆう千せん斗とさま、もう逃がしませんことよ！　お返事お聞かせくださいまし！」

「あ、いや、その、えーとだな……」

　侘タ瑠ル徒トの城壁の上で、進退きわまった伏龍は思わず天を仰あおいだ。

　夕暮れの空に、早くも星が、ひとつ、二つ、と瞬またたき始めていた。







　　　第四章「延声攻略」







　延えん声せいの街から市民が追い出されて、五日が過ぎていた。

　賑にぎやかだった街の家々の戸や窓はすべて堅く閉ざされ、大通りには人影は無く。ときおり三人一組になった、完全武装の見回りの兵士たちが巡回していく。

　人の気配がするのは商店の裏手の通りだけで、そこでは商店の倉庫にあった物資を運び出し、軍の倉庫へと移す作業が行われていた。

　沢さわ樹ぎによって徴用された延声の男たちが、倉庫に積まれていた穀物や木炭などの袋をかついで、軍の倉庫まで長い列を作っている。

　一人ひとりの男がぼやくようにつぶやいた。

「代金も支払わずに品物を運び出すのは、泥棒とどう違うんだろうな……」

「何でも、あのお触ふれが出たときから、この延声にあるものは石ころ一個からむしろのワラ一本に至るまで、すべてあの総司令官の沢樹とかいう男のものになったんだそうだ。

　自分のものを右から左に移しても、そいつは泥棒にならねえってことらしいぜ」

「はん、ずいぶんと都合のいい理屈だな、そいつは……」

　不満げに鼻で笑った男を見て、監督の兵士から叱しつ責せきの声が飛んだ。

「そこ！　無む駄だ話をしないで、さっさと運べ！　司令部の決めた予定の通りに物資の移送を終わらせないと、俺もお前らも一いち蓮れん托たく生しようで罰を受けるんだからな！」

　徴用された男たちは不服そうに黙だまり込むと、背にある穀物袋を背負い直し、軍の備蓄倉庫へと足を進めた。

　沢さわ樹ぎは犂すき山やまの執務室──今は総司令官室と名前が変わっているが──その窓まど際ぎわに立って、新市街地にある商人の倉庫から、官庁街にある軍の備蓄倉庫へと延びる荷物運びの行列を見下ろしていた。

「食糧や物資の移送は、予定通り進んでいるようですね」

　若い参さん謀ぼうが、張り切って答えた。

「はっ！　監督する部隊長に、沢樹司令官のお言葉をそのまま伝えました！　軍規の厳しさを理解し、延えん声せい防衛のために邁まい進しんしているものと思われます！」

「そうですか。それはよろしい」

　沢樹は満足そうにうなずいた後で、言葉を続けた。

「延声を攻撃してくる侘タ瑠ル徒トの反徒どもは、おそらく火矢を使うでしょう。市街地は焼け落ちることが目に見えています。そんなところに物資を置いておけば燃えてしまうだけですからね。

　本当の防衛線は旧市街地の城壁です。あの城壁の中に食糧を備蓄し我らが守れば、延声は落ちません。

　帝都からの応援が来るまでの間、十分持ちこたえることができるでしょう」

　沢樹は顔を上げて、通信参謀に聞いた。

「どうですか？　侘瑠徒の様子は。達たつ智ち砦とりでから何か報告は？」

　通信参謀は手元にある記録用紙の束を確認した。

　それは延声の周囲にある達智砦などの哨しよう戒かい地点から、定期的に送られてくる報告をまとめたものだった。

「はっ！　定時連絡は異常なし。こちらからの暗号表に基づいた質問にも、正確に打ち返しが来ております！」

「そうですか……侘瑠徒の反徒どもは、延声から追い出した住民を抱え込んで、身動きができなくなっているのでしょう。

　馬ば鹿かな連中です。愛多き者すなわち法成り立たず。戦争とは非情なもの、ということを理解していないのでしょう。

　戦争は、冷徹なそして合理的な考え方ができる側が勝つのです！

　今のうちに篭ろう城じよう戦の準備を進めねばなりません。物資の移送だけではなく、旧市街地の城壁の補強や矢の生産など、やらねばならないことは山ほどあります。

　軍規を厳正に適用し、予定表通り作業を進めて下さい」

　沢さわ樹ぎは厳しい表情ながら、自信ありげに指示を下した。




　その頃、達たつ智ち砦とりでの見張り台の上から、信号旗を持って下りてきた帝国軍の軍装の兵士が、指揮所の中に立っていた下か尉いの階級章をつけた士官に敬礼した。

「延えん声せい司令部からの旗信号の問答、終了しました！」

「ご苦労だったな、宴えん志し伍ご長ちよう！」

　宴志伍長と呼ばれた男は、笑いながら答えた。

「いえ、普段通りの任務を行っただけですよ。何と言っても、私はこの達智砦に三年ほど勤務しておりますので。大して苦労しておりません。

　それよりも、庸よう虎こ下尉のほうがご苦労だったのではないですか？　警戒厳重なこの達智砦に闇やみ夜よに乗じて忍び込み、緑軍の指揮官を捕ほ縛ばくして乗っ取るのは、そう簡単なことではありませんよ？」

　庸虎下尉は声を上げて笑った。

「ははは、何を言いやがる。俺だって、この達智砦で二年半暮らしていた男なんだぞ？　勝手知ったる何とやらで達智砦の見張りの届かぬ場所もわかるし、どこに戸があって、どこの部屋がどこに通じているのか目をつぶっていても動けるくらい知り尽つくしている。おまけに──」

　庸虎下尉は、そこで言葉を切って宴志伍長を面白そうに、にらんで言葉を続けた。

「──砦の守備兵のほとんどが、俺の味方に回ってくれたとなれば、赤子の手をひねるより簡単な話だ。違うか？」

「ええ、まあそう言われてみればそうですな」

　宴志伍長はそう言うと、達智砦の中を見回した。

「達智砦に詰めていた他の帝国兵の連中も、いいかげん嫌いや気けがさしていたことはいたんですけどね。まだ、帝国を見限って、侘タ瑠ル徒トの側につくほどじゃなかったんですよ。

　俺たちは、延声に家、というか宿舎があって、街の人たちともすっかり顔なじみになってましたから、それを捨てる気にはなれなかったってのが理由ですね。

　それが、どうして、侘瑠徒に味方する気になったのか……答えは三日前の出来事にあるんですよ」

「三日前？　というと、延声の街の人たちが沢さわ樹ぎとかいう帝国軍の軍師に追い出されたときか？」

「ええ、そうです。延声を追い出された避難民の一いつ行こうが、女子供と年寄りで野宿はつらいので、せめて達智砦の軒のき先さきでも貸してくれないか？　って言ってきたんです。

　そのときに、帝国軍の緑軍の参さん謀ぼうだか何だか知らないが、ここの指揮官としてやってきた偉そうなやつが断りましてね。

　何でも、延えん声せいから追い出した女子供を疲れさせて、ぼろぼろにして侘タ瑠ル徒トに送り込むのが沢さわ樹ぎの立てた作戦だ。とか何とか言い訳してましたが、それを聞いて昔からいる守備隊の連中がみんな、帝国軍を……というか沢樹を見限ったんですよ」

　庸よう虎こ下か尉いは、腑ふに落ちた、という表情でうなずいた。

「通りで、忍び込んだときに見張りは見て見ぬふりはするわ、応援の兵士の詰所は外から鍵かぎがかかっているわ、当直士官は寝たふりしているわ……最初、俺は『これは沢樹の罠わなじゃねえのか？』と疑ったぞ」

　宴えん志し伍ご長ちようは真ま面じ目めな顔で敬礼した。その顔は侘瑠徒の人たちと同じ、世の中の理り不ふ尽じんに憤いきどおるそれだった。

「達たつ智ち砦とりで守備隊二百五十名のうち、以前からこの砦の守備隊だった百五十名は、すべて庸虎下尉殿の指揮下に入ります。お帰りなさい、隊長！」

「あ、ああ、ありがとう」

　庸虎下尉はそう言って答礼した後で、同じように真面目な顔で答えた。

「この達智砦が落とせたことで、延声の攻略を予定通り進めることができる。明あ日すか明後日あさつてには、シムールのシャン族とタッケイ族の騎馬隊が応援にやってくる。それと合流したら、いよいよ延声攻略だ！」

「そんなに早く？」

「ああ、延声の防衛準備が整ってしまってからでは遅すぎる。油断させておいて、一気に虚を突く作戦だそうだ。だから、当分、この達智砦は何事も無かったふりを続けることになるが……考えてみれば、ちっとも難しいことじゃねえよな」

「ええ、まあ、いつも通りにやっていればいいわけですから」

「攻められた侘瑠徒が、今度は攻める側ってわけだ。うちの軍師は一ひと筋すじ縄なわじゃいかないからな、きっと俺なんかが思いもつかない奇策を持ってるに違いない……」

　庸虎下尉が、そう言って視線を北の侘瑠徒の方角に投げた、その頃。




　柳りゆう弦げんの街から延声に向かって延びる東街道の上を、蒼あお橋はし商会の看板をぶら下げた荷馬車ががたごとと揺ゆれながら走っていた。

「くしゅん！」

　荷馬車の荷物の上に座っていた銀ぎん麗れいが、小さなくしゃみをした。

「風か邪ぜ引いたかしら？　ずっと荷物の上に座って、風に吹かれていたから身体からだが冷えたのかも……」

「そんなところに座っているからでしょう？　荷物の間に入ってればいいのに……って、そうはいかなかったわね、そういえば──」

　御ぎよ者しや台に座っていた玉ぎよく麗れいがそう言うと、荷物の間からミリンの声が聞こえた。

「申し訳アリマセン。ご迷惑をおかけシマス」

「こんな役目を押し付けてしまって……本当に申し訳ありません」

　こっちは光こう凛りんの声だった。

「いいのよ、別に。私らはもう、侘タ瑠ル徒トの人たちとは一いち蓮れん托たく生しよう。運命共同体みたいなものだから、ちょっとぐらい危険を冒おかしても……でも、あなたたちは、そんな危険じゃすまないのよ？　大丈夫？」

　荷物の上に座っていた銀ぎん麗れいもうなずいた。

「荷物にまぎれて、延えん声せいに忍び込むなんて、すごいありふれた方法よねえ。あの伏ふせ龍たつって酔っ払い兄ちゃんも、ヤキが回ったんじゃないのかな？」

　荷物の間から光凛が答えた。

「ありふれているからこそ甘くなる、というのもあると思うな。ましてや、この積み荷は沢さわ樹ぎから注文のあった化薬の壺つぼだ。注文品を届けにきた商人と、理由も無く商売にやってきた商人の馬車とでは調べ方が違うだろうし、延声到着の時間帯もちゃんと計算してある。

　この方法は伏龍さんが考えに考え抜いて立てた作戦だ。きっと上う手まくいくさ」

　光凛の隣で膝ひざを抱えて座っていたミリンが、不満そうに答えた。

「どうデスかねエ……あの酔っ払いの作戦は、今ひとつ詰めが甘いデスから……。

　こんな軍人とは名ばかりの男を引っ張り出さなきゃならないようナ作戦を立てるようでは、たかが知れてイマス」

　ミリンの言う通り、光凛は軍人とはいえ、その仕事は補給担当の経理や計画を立てるという内勤である。

　ひと通りの軍事訓練は受けているものの実戦部隊ではないために、剣や槍やりや鎧よろいなどというものとは縁遠い生活を送ってきた。

　しかし、経理に関しての能力はずば抜けており、守備隊、緑軍、シムールのシャン族にタッケイ族、そして何千人もの避難民、という雑多な集団を抱え込んだ侘瑠徒の日常を支える配給部門を、ほとんど一人ひとりで切り盛りしていた。

　侘瑠徒を陰で支えていたのは光凛である、と言っても過言ではない。

　今、目前に立ち塞ふさがる最大の問題は、果たしてその光凛とミリンが無事に延声にもぐり込めるか、ということである。

　光凛は、侘瑠徒の総そう督とく府の会議室で行われた、この潜入作戦の会議のときのことを思い出していた。

　伏龍がこの作戦を思いついたのには経緯がある。同盟を結んだ東の街、柳りゆう弦げんに避難民の一部を受けれてもらうために交渉に行った燎りよう原げん上じよう佐さが、延声の沢樹が大金を積んで柳弦の化薬を買い占しめようとしているという話を聞き込んだことがきっかけだった。

　会議室で柳弦に赴おもむいた燎原上佐から、この情報を聞いた伏龍は、「ふむ……」と言ったきり小こ半はん刻ときほど身じろぎもしなかった。

　伏ふせ龍たつの脳内には、様々な思考が渦うず巻まいていたのだろう。やがて、伏龍はぽつりとつぶやいた。

「……沢さわ樹ぎが大金を積んで欲しがっているということは、化薬を延えん声せいに届ける荷馬車は延声に入れるということだよな……今、延声には人がいない。いるのは兵隊と徴用された男だけだ。つまり、人の目も無ければ、噂うわさを流したり密告する人間もいないということだ。

　延声に人を送り込めれば、内側から崩すことができる。あそこに詰めている緑軍の弱点を突けば、いかに堅けん牢ろうな延声といえども、意外ともろいかもしれないぞ……」

「沢樹が侘タ瑠ル徒トを攻めたときに、刺客を送り込んできたみたいにですか？」

　怪け訝げんな顔をする晴せい凛りんを見て、伏龍は首を振った。

「いや、違う。刺客を送り込んで、敵の主要な人間を暗殺するというのは、確かに効果は絶大だが難易度が高すぎる。それにやりたくたって、俺たちには刺客の能力を持っているような人間は一人ひとりもいない。あれは一種の特殊技能者だからな」

「ええ、そう言われてみればそうですよね……」

　晴凛がうなずくのを見て、孟もう旗き将軍が聞いた。

「では、どうするのかね？　忍び込んで、何をするのだ？」

「破壊工作です。家に火をつける、井戸に薬を投げ込む……やれることは山のようにあります。そのどれも、大した能力は必要ありません。

　しかし、沢樹のやつは、おそらくそれに関してもそれなりの策を講じていると思います。ですから、攻撃するとしたら沢樹ではなく、延声の守備に当たっている緑軍の兵士たちの意識を攻撃すべきだと思います」

「意識だと？」

　伏龍は机の上の延声の地図を指差して言った。

「ええ、この地図を見ておわかりの通り、延声の防備の固さは侘瑠徒の比ではありません。

　二重に設もうけられた城壁、軍の施設や備蓄倉庫は、その内側の城壁内に設置され、たとえ外の城壁が破られ住宅街が火矢の攻撃を受けて燃え落ちても、十分な戦闘力と持久力を保ったまま、何カ月も戦えるように作られています。

　確かに、我々の手には、沢樹が侘瑠徒攻略のときに遺留していった攻城兵器が多数ありますし、シャン族とタッケイ族の増援もあります。しかし、それだけでは正面から攻撃しても落とせるものではありません」

　孟旗将軍は興味深そうに顎あごをなでた。

「なるほど、それで搦からめ手からも攻めよう、というわけか。両面作戦じゃな」

「その通りです。我々は正面から攻めるのと同時に、延声の内側からも崩すのです。

　延声にいる兵士の内訳は、最初から延声に勤務していた守備兵がおよそ五千、そこに帝都から応援派遣された緑軍の後ご詰づめと、侘瑠徒攻略に失敗した際、孟旗将軍と共に侘瑠徒に降こう伏ふくする道を選ばなかった一万人を合わせた一万五千人……合計すると二万人の兵力になります。

　しかし、この兵士たちは一枚板ではないのです。

　もともとの延えん声せいの守備隊五千は沢さわ樹ぎの命令に不満を持ち、応援に来た緑軍の兵士の間にも厭けん戦せん気分が広がっています。

　沢樹が高圧的な態度と規則を振りかざして部下を抑え付けているのは、もはやそうしなければ兵士たちが動いてくれない、ということを示しています。

　この兵士たちの心の中にある、不満や不安。これを突くことができれば、いかに頑丈な城壁があっても、その城は脆もろいでしょう。戦いは人間が行うのです」

　晴せい凛りんは考え込むようにしながら聞いた。

「延声の守備兵の不満や不安というのは、どんなものだと思います？　それを知らなければ、突きようがありませんけど……」

「そこなんだよ」

　伏ふせ龍たつは考え込むと、つぶやくように言った。

「敵にとって一番嫌いやなことは何だろう？　起こって欲しくないと思っていること、それを考えるんだ。自分の都合で考えちゃ駄だ目めだ。相手の立場になりきって考えないと……」

　孟旗将軍は笑いながら言った。

「ああ、それなら、わしらに聞くがいい。つい最近まで敵だったのだからな。延声に逃げ込んだ帝国軍の兵士の心境なら、わしらが一番よくわかる」

　孟旗将軍の部下たちは顔を見合わせて、口々に答えた。

「一番嫌だったのは、やはり食糧不足ですね。兵士たちの頭は指揮官に忠誠を誓っていますが、胃袋は食い物に忠誠を誓っているんですよ。食う物を食わせなければ、兵士たちは動きません」

「そうですね。食う物も食えず、仲間内に裏切り者がいると言われ続けて、気の休まるときがありませんでした。となりに寝ている戦友を信じられないんですから」

「侘瑠徒に逃げ込んだ連中も、きっと我々と同じくらい、食糧不足と相互不信に悩まされていたはずです」

「やはり、それでしょうね……」

　伏龍は小さくうなずいた後で、顔を上げた。

「つまり、延声でも、再び食糧不足と相互不信を引き起こせばいい。その二つが敵にとって一番嫌なことであり、一番恐れていることでもある、ということですね」

　孟旗将軍の左右にいた参さん謀ぼうたちは、お互いの顔を見合わせた。

「ええ、確かにそれは効果的でしょう……しかし、どうやってそれをやるおつもりですか？」

　伏龍はにやりと笑った。

「そのために、延声に人を送り込むのですよ。延声の補給物資がどこにあるのかを知っていて、どうやればそれに一番損害を与えることができるのか、それを知っている人間を！」

　孟もう旗き将軍が怪け訝げんな顔になった。

「そういうことに長たけているのは補給担当の参さん謀ぼうだが、そいつらは延えん声せいにいて、わしらとは行動を共にしていなかった。わしらと一いつ緒しよに投降した者の中に、補給関係の人間はおらんぞ？　ああいう事務方の人間は一番最後に戦場にやってきて、旗色が悪くなると一番最初に戦場からいなくなると、相場は決まっておる」

「ええ、補給担当の人間は沢さわ樹ぎと行動を共にしていたはずです。敵が撤収したときに、一緒に延声に逃げたものと思われます。

　しかし、補給担当なら侘瑠徒にも専門家がいます。延声の倉庫の位置やどこに食糧を運び込むのか、実際にその目で見ていた人間が……」

　晴せい凛りんがはっと顔を上げた。

「え？　それって……もしかして」

　その場にいた全員の視線が、晴凛の隣にいた若い男に注がれた。

　その若い男──光こう凛りんは、目を見開いた。

「へ？　私ですか？」

　そう、伏ふせ龍たつが考えた作戦に必要不可欠な人間、それは光凛だった。

　潜入するだけなら、それなりの能力があれば、誰でもできる。しかし、確実に目標を捉とらえ、それだけを攻撃できる能力を持っている人間は、光凛以外にいなかったのである。

　そういった経緯で破壊工作員に選ばれた光凛だったが、さすがに戦闘能力が低すぎる、ということで護衛役に選ばれたのが、徒手格闘戦の達人にして、潜入の経験もあるミリンだった。

　その話を伏龍から聞いたミリンは、最初、がん、として首を縦に振らなかった。

「トンでもありません！　何で、あんな本の虫みたいな男と一緒に行かなくちゃならないんデスか！　あいつは戦えないのデスヨ？　剣も満足に振れないドンくさい男を連れていってどうしろと言うのデスカ？

　子羊の背中に馬を乗せて運ぶようなものデス。失敗するのがわかりきっていることに、手を出す馬ば鹿かはいマせん！」

「確かに、兄は戦いには向いていません。しかし、だからこそ、ミリンさんの助けが必要なのです！　お願いします！」

　晴凛が頭を下げるのを見て、ミーネが、うんうん、とうなずいて加勢した。

「うむ、確かに、光凛は晴凛と違って、あまりカッコよくはない、何となくおっさん臭くさいしイマイチじゃ。だが、延声攻略のために、この危険な任務を志願しておる。

　ミリンは、昔、わしに向かって、男の価値は見た目ではない。何をしてきたか、そして何をしようとしているのか、それで決まる！　と説教したではないか！

　自分が不得手なことであっても、必要とあればその仕事を買ってでる。その心意気こそが、男の甲か斐い性しようではないのか？」

　ミリンは不満そうに言った。

「光こう凛りん殿ハ、この侘タ瑠ル徒トに必要な人間デス。こんな危険な任務に志願するのは、心意気ではありマセん。無む謀ぼうなだけデス。こういう任務は、私一人ひとりに任せておけばイイノデス！」

「確かに、ミリンはものをぶっ壊したり、めちゃくちゃにするのは得意そうだが、この任務はただ好き勝手にぶっ壊せばいい、というものではないのだそうだ。敵の一番重要な場所を狙ねらわねばならん。ミリンのような嫁に行けんガサツ女には、無理じゃ！」

「誰がガサツ女デスか！　それに……そもそも、私が護衛スルというのなら、晴せい凛りん殿やミーネ姫が来るのではなく、光凛殿が頭を下げに来るべきでショウ！」

　その言葉を聞いたミーネは、にっ！　と白い歯を見せて笑った。

「そーかそーか、なるほど、光凛が頭を下げてきたら、一いつ緒しよに行ってやってもいい、ということか。まったく……そういうことを言っているから行き遅れるのじゃぞ？」

　ミリンは目をむいた。

「な、何を馬ば鹿かナことを！　だ、誰がそんなことを言いマシたか！」

「まあよい、本人から言ってもらいたいというのなら、ちょうど良かった。今、そこに光凛が来ておる。光凛の口から直接聞け」

　ミーネの言葉を聞いたミリンは、その場で固まった。

「……え？　光凛殿が来ているのデスか？」

　ミーネは部屋の入り口に向かって言った。

「光凛、入ってくるがいい。ミリンは、お主の口から、直じき々じきに護衛してくれと言ってもらわねば動かんそうだ。まったく素直じゃないやつじゃ！」

「失礼します」

　そう言ってミリンの部屋の戸を開けて顔を出した光凛を見て、ミリンは眉まゆを逆立てた。

「何で、男の人がのこのこト若い女のいる部屋に入ってくるのデスか！　非常識な！」

　部屋の中には、ミーネだけではなく晴凛と伏ふせ龍たつもいるのだから、この言葉は言いがかりに等しい。

　だが、光凛は素直に頭を下げた。

「あ、いや、どうも申し訳ない」

　そう言って出ていこうとした光凛を見て、ミリンはあきれたように言った。

「何デ、そこで引っ込むのデスか！　だからヘタレだと言うのデス！」

「え？　あ、えーと、どうすれば……」

　部屋の入り口で、どうしていいかわからずにおたおたしている光凛を見て、我が慢まんできなくなったのだろう。ミリンは笑いながら肩をすくめた。

「ホントに、戦うのにハ向いていませんンね、この男ハ……」

　伏ふせ龍たつが助け船を出した。

「あ、いや、確かに光こう凛りんさんには、行け行けドンドンみたいな積極さは無い。だが、敵地に潜入するような任務には、思慮深くて遠慮がちの性格のほうが向いているんだ。だから俺は光凛さんを選んだんだ。この任務は馬ば鹿かには務まらねえ。

　んでもって、頭の回る人間は貴重だ、失いたくねえ。だから、ミリンさんに守ってもらいてえんだ！」

　伏龍の言葉を聞いていたミーネが、うんうんとうなずく。

「うむ、ミリン一人ひとりで、完全武装の兵士十人に勝まさる！　この女はまさに人間凶器じゃからな！」

「誰が人間凶器デスか！」

　ミリンはそう言ってミーネをにらんだ後で、光凛を見て言った。

「わかりマした。延えん声せいに忍び込むのなら、ついていってあげマシょう」

「本当ですか？」

　顔を輝かせる光凛に、ミリンは人差し指を突き付けて言った。

「でも、いいですか？　自分ガ足手まといダトいうことを自覚してくだサイ。しゃしゃり出てこられたノでは、上う手まくイくモノモ上手くイきマセン。くれぐれも、私の足を引っぱらないでクダサイ！」

「はい、わかりました……ありがとうございます！」

　頭を下げる光凛と、仕方ないという風に肩をすくめるミリンを見て、ミーネが両手を握り締めてつぶやいた。

「うむ！　亭てい主しゆを尻しりに敷くときは、この呼吸が大事なのか……参考にせねば！」

「おい、晴せい凛りん、ちびっこ姫が、何か言ってるぞ」

　伏龍はにやにや笑って晴凛を見たが、晴凛は何も言わずに笑って肩をすくめただけだった。




　延声に潜入することになった光凛とミリンは、脱出してきた人々に延声に潜入してから役に立ちそうな情報について詳くわしく聞き込んだ。それは、延声の市街地の様子、路地や倉庫の位置、そして労務者として後に残された男たちの実質的な統率者になっていそうな人物など多た岐きに渡った。

　そして、延声に残っている男たちに宛てた手紙を預かると、それを厳重に包んで身に付け、蒼あお橋はし商会の馬車に便乗し柳りゆう弦げんに赴おもむき、そこで沢さわ樹ぎが注文した化薬の壺つぼを積み込むと、その壺の奥に身を潜ひそめ、延声へと向かった。




　蒼橋商会の馬車はごとごとと揺ゆれながら、夕日を背負ってそびえ立つ延声の街の王おう宮きゆうの塔を目指して、街道を進んでいた。

「お姉さま、そろそろ日が陰って参りましたわ。延声の門は日没とともに閉められてしまいます。急がないと……」

「わかってるわよ。でもね、日があるうちに着くわけにはいかないの。日没ギリギリに検問を受けないと、すべてが水の泡あわになっちゃうんだから！」

「日没ギリギリねえ……あの酔っ払い兄ちゃんが立てた作戦は上う手まくいくのかしら？」

「さあ、それはやってみなければわからないわ。柳りゆう弦げんの薬師問屋から貰もらってきた注意書きを荷物の上に張ってちょうだい！　一枚二枚じゃ駄だ目めよ、これでもか！　ってくらい！」

「はーい、わかりましたー」

　銀ぎん麗れいはそう言うと、化薬の壺つぼの間に挟はさんであった箱の中から、赤い文字で「火気厳禁」と大きく書かれた紙を取り出した。

　それの裏に、小さな壺に入った小麦粉を水で溶いて煮た、デンプン糊のりを塗ぬって、荷物である樽たるの周りや、その上からかぶせてある厚手の防水布の上に、ぺたぺたと貼はり付け始めた。

　十数枚の警告の紙を貼り終えた蒼あお橋はし商会の馬車は、遠目だと赤い文字の宣伝文句が貼られた実に派手な行商人の馬車のように見えた。

「これでよし！　っと。でも、知らない人が見たら、差し押さえの札に見えちゃうかもね」

「縁起でもないこと言わないの！　あんなの、もう二度と見たくないわ！　さあ、延えん声せいの門が見えてきたわよ！　ちゃんと座って、手はず通りの受け答えをするのよ、いいわね！」

「はい、お姉さま。お姉さまも、緊張して嚙かまないようにしてくださいましね！」

「だ、だいじょうびよ！」

「だいじょうび？」

「うるさいわね！　大丈夫って言おうとして間違えただけじゃない！」

　馬車の御ぎよ者しや台で言い合っている玉ぎよく麗れいと銀麗の言葉を聞きながら、荷台に積まれた樽の奥に身を潜ひそめた光こう凛りんとミリンは、不安そうに顔を見合わせて、どちらともなくため息をついた。




　玉麗たちの乗る馬車は、延声の東門に近づいた。

　日はまだ沈んではいないが、延声の街の東側は西に沈む太陽の陰になる。あたりはすっかり薄暗くなっており、門の前の詰所には早くもかがり火が焚たかれている。

「停まれ！」

　玉麗の馬車に向かって、鋭するどい声が飛んだ。

　詰所の前に陣取った完全武装の兵士たちが、険しい目で玉麗たちを見つめる中で、士官らしい男が進み出た。

「延声は、今、軍政下にある。一般の商売人は立ち入ることはできない。さっさと立ち去れ！　というより、お前はどこから来たのだ？」

　玉麗は、当然、という顔で答えた。

「柳弦でございますが、それが何か？」

「柳りゆう弦げんだと？　では、この街道を走ってきたのか？」

「左様でございます。柳弦から延えん声せいに来るにはもっとも近道でございますゆえ」

　士官は怒ったように言った。

「まったく！　他の監視哨しようは何をやっているのだ！　こんな馬車を見逃すとは！」

「見逃してなどおりませんわ。ここに来るまでに四回も止められましたもの。そのたびに説明しなければなりませんので、疲れてしまいましたわ」

「説明だと？」

　玉ぎよく麗れいは涼しい顔で答えた。

「ええ、この馬車に積んである荷は、こちらの延声の最高司令官である、沢さわ樹ぎ延えん銘めい様からの直じき々じきのご注文の品でございます。大至急届けるように、というので、こうやって馬車を走らせて持って参りました」

　士官は目を丸くした。

「沢樹閣かつ下か、直々のご注文の品だと？」

「ええ、注文の書状はこちらに。そして、これはその書状に入っていた延声への通行許可証でございますわ」

「見せろ！」

　士官はそう言うと、玉麗の差し出した書状をひったくるように奪い取って、しげしげと見た。

「……間違いない、これは沢樹閣下の字だな」

「間違いございません。何でしたら、沢樹様に直接お尋ねになっていただいても結構ですけど？」

　士官は慌あわてて首を振った。

「あ、いや、それには及ばない」

「では、通ってよろしいのですね？」

「あ、いや、ちょっと待て！　馬車の中を調べさせてもらう！」

「ええ、どうぞ。積み荷しかありませんので、ご自由に」

　玉麗は素知らぬ顔でさらっと答えた。

　──お姉さま、大丈夫かしら、ボロを出さなければいいんですけど……手が震えていたり、言葉を嚙かんだりしたら、絶対疑われるわね。どうやって取りなすか考えておかなくっちゃ。

　そうねぇ、どうしようかしら。そうだわ、手が震えていたら、年のせいだって言えばいいのよ。言葉を嚙んだら、それも年のせい。うん、それで押し切っちゃえばいいのよ。姉は寄る年波に勝てず、舌から婆ぁになってしまったのです。お化粧の厚塗りでなんとか誤魔化せていますけど、実はしわくちゃの婆さんなのでございます！　うん、これよ。これでいこうっと！

　荷物の上から、玉麗と士官の会話を聞いていた銀ぎん麗れいは、玉麗が聞いたら顔色を変えて怒るようなことを考えていた。

　士官は馬車の中を覗のぞき込もうとして眉まゆをひそめた。

「薄暗くて、よく見えんな。おい！　灯あかりだ！　松明たいまつを持ってこい！」

「はっ！」

　部下が詰所の前で焚たかれているかがり火に突っ込んであった松明を持って走ってくるのを見た玉ぎよく麗れいは、金切り声で叫さけんだ。

「やめてください！　殺す気ですか！」

「な、何だと？」

　若い女の甲かん高だかい悲鳴にも似た叫びを聞いて、士官と検問所にいた兵士たちは驚いた。

　玉麗は士官をにらみつけてまくし立てた。

「あなたは何を考えているんですか！　注文書と送り状を見たでしょう！　私たちが馬車に積んでいるのは、化薬の壺つぼなんですよ！　それも十二個！

　火薬に火を近づけたら、どうなると思います！　一気に燃え上がるだけではすみません！　樽たるの中には爆竹にして数百本分の化薬が詰め込まれています！　一いつ瞬しゆんにして私もあなたも木こっ端ぱ微み塵じんに吹っ飛びます！　死にたいのですか！」

　士官の目が点になった。

　化薬の恐ろしさは、侘タ瑠ル徒ト攻略のときに、さんざん射うち込まれた巨大な火矢で知り尽つくしていた。

　──あれが積んであるのか！　この馬車には！

　士官は自分の脇わきの下を、冷たい汗がたらたらと流れ落ちるのを感じていた。

　手に松明を持ったまま、どうしていいかわからずにおろおろしている部下を見て、士官は言った。

「松明はいらん、元に戻せ。それと……門の中に申し送りしておけ。この馬車は火気厳禁だ。絶対に火を近づけるな、とな！」

「了解しました！」

　伝令らしい男が、門の中に向かって走っていくのが見えた。

　玉麗はほっとしたように言った。

「通ってよろしいですか？」

「あ、ああ、早く行け！」

「ありがとうございます。では失礼します……」

　玉麗はそう言って、馬車の手た綱づなを握った。

　──上う手まくいったわ……さすがは伏ふせ龍たつさん、火気厳禁を逆手に取るとは……。

　胸の中で、ほっとため息をついた、そのとき。

「おい、ちょっと待て！」

　士官が呼び止めた。

　玉ぎよく麗れいと銀ぎん麗れいはギクッとしたその表情をなるべく見せないように、大きく咳せきばらいをした。

「ごほん……あの、何でしょうか？　何かご不審な点でも？」

　士官は照れたような表情を浮かべて言った。

「あ、いや、大した用事でもないんだが……化薬壺つぼみたいな危険なものの運うん搬ぱんを、何であんたらみたいな女がやってるのか、と思っただけなんだ」

「え？　あ、あの、それはですね……」

　玉麗は焦あせった。その質問は想定していた問答の中に無かったのだ。

　──うわあ、やっぱり、駄だ目めだわ。お姉さまはこういうときの機転が利かないのよ！

　銀麗が思わず横から口を出した。

「えっと、ですね。私たちは帝都にある蒼あお橋はし商会って商店の娘なんです！　お父さんが店をつぶして死んじゃって、私たちに残されたのは、この馬車だけだったんです。

　だから、何でもやって、たとえあぶない積み荷でも仕事を受けて、お金をためて人手に渡った店を買い戻そうって決めたんです！　ね、お姉さま？」

「え？　あ、そうそう、そこにかかってる看板が父の店の看板なんです。都にもう一度この看板を掲げようって、妹と二人ふたりでがんばってるんですよ」

　玉麗の指差した先には「蒼橋商会」と彫られた古びた看板があった。

　士官はうなずいた。

「ああそうか、そういう事情があったんだな。うん、蒼橋商会ってのは聞いたことがあるような気がする……確か、帝都の朱雀すざく大おお路じの蒼橋のたもとにあった、大きな店だよな？」

「ご存知なんですか？」

「ああ、こう見えても、俺は帝都の守備隊にいたことがあるからな、帝都のことは詳くわしいんだ」

「あらあ、優秀な軍人さんでしたのねえ」

　士官は照れたように笑った。

「それほどでもないけどな。まあ、あんたらも若いのにたいしたもんだ。よし、通っていいぞ！」

「ありがとうございます！」

「じゃあねー！」

　玉麗と銀麗は思いっきり営業用の笑えみを浮かべて、延えん声せいの東門をくぐった。

　馬車が門をくぐるのと同時に延声の街の中に、日没を告げる晩ばん鐘しようが、ごぉん、ごぉん、と鳴り響き始めた。

「本当にギリギリでしたわね……」

「もうちょっと遅ければ門は閉ざされるし、早ければ灯あかりを必要としないから馬車の隅々まで見られてしまう……あの酔っ払いは本当に難しい時間帯を要求してきたものですわ」

　暮れ六つの晩鐘が鳴り終わるのと同時に、玉麗たちの後で大きな東門がゆっくりと閉ざされた。

　検問所の申し送りを聞いたのだろう。門の中にいた案内の兵士は松明たいまつを持たずに近づいてくると、家並みの向こうに延びる旧市街地の城壁を指差して言った。

「あの中には許可がある者しか入れない。この先の物資窓口で、お前たちは積み荷を置いて早急に立ち去れ！」

　その理り不ふ尽じんな言葉に、玉ぎよく麗れいは嚙かみ付いた。

「東の大門はもう閉まっております！　さっきの晩ばん鐘しようがその合図だったはずです！　どこに立ち去れというのですか！　それとも、私たちのために、大門を開けていただけるのですか？」

　門の中にいた兵士は、あ、そうか、という顔になった。

　今まで延声にやってきた商人を追い返していた言葉が使えないことに、その兵士は気がつき慌あわてて答えた。

「ちょ、ちょっと待ってくれ、隊長に聞いてくる」

　走り去っていく兵士を見送って、銀ぎん麗れいが鼻で笑った。

「自分の頭で考えることのできない馬ば鹿かは、どこにでもいるわね」

　玉麗がたしなめた。

「違うわよ、銀麗。ああいった応用力の無い人間こそが門番に向いているのよ。権力を振りかざせるから、偉くなれたような気がして楽しいので怠なまけないし、愚ぐ直ちよくで規則通り動くから、失敗しないのよ」

「そっか、機転の利かない、ああいった人間がいてくれるから、私たちがこうやって延えん声せいに入れるんだもんね」

　やがて、隊長らしい男がやってきた。

　その男は玉麗の差し出した送り状を見てしばらく考え込んでいたが、やがて小さくうなずいた。

「日没になってしまった以上、門を開けるわけにはいかん。物資窓口で荷物を置いた後、どうすればいいのかその窓口で聞いてくれ。行っていいぞ」

「あの……」

「何だ？」

「その窓口にはかがり火が焚たかれている……ということは、ありませんよね？」

　玉麗の言葉に隊長はぎくっとしたように目を見開いた。

「この馬車に積んであるのは、化薬の詰まった壺つぼでございます。できれば、まったく火の気の無い、もし万が一のことが起こっても被害が周囲に及ばないような、人の住んでいる場所から遠く離れた、人ひと気けの無い場所に置いたほうがよろしいと思います」

「わ、わかった。ちょっと待て、上の人間と相談してくる！」

　隊長はそう言い残すと、小走りで去っていった。

「……自分で判断できなければ、上役に押し付ける……たらいまわし、というわけね」

　銀ぎん麗れいの言葉を聞いた玉ぎよく麗れいは、にっこりと笑った。

「そうよ。きっと、人ひと気けの無い隅っこに化薬を置けと言われるでしょうね。火の気の無い──つまり灯あかりの無い場所に馬車を止めても、怪あやしまれないってわけよ」

　馬車の荷台に積まれた化薬壺つぼの間で、玉麗と兵士たちの応対を聞いていた光こう凛りんは、考え込むようにつぶやいた。

「兵士の対応に緊迫感が無いな……侘タ瑠ル徒トは攻めてこないと思い込んでいるみたいだ。これなら上う手まくいくかもしれない……」

「街に立て篭こもっている兵ヨリ少ない人数で攻めよう、なんて常識ハズレは、そうはいマセん……というか、そんな常識ハズレは、あの酔っ払い一人ひとりで充分デス」

「確かにね……延えん声せいの連中、というか、軍師の沢さわ樹ぎが常識にとらわれてくれていることを感謝しなくてはいけないな……だからこそ、その隙すきを突けるわけだ」

「こうやって、延声の街の中に忍び込めたノハ、あの酔っ払いの計略のおかげデス。ちょっとムカつきマスけど、それだけは感謝シマショウ」

　ミリンの憎にくまれ口を聞いた光凛は、思わず小さく笑った。

「何がオカシイのデスか！」

「あ、いや、ミリンさんは相変わらずで、頼もしくて素敵だなあ、と思っただけです」

「な、何をバカなことを……そんなこと言っているヒマがあれば、携帯食糧と生活用具の包みを確認シナサイ！　身を隠す場所を見つけたら、すぐに馬車を降りなきゃいけないんデスから！」

　ミリンは顔を少し赤くして、光凛をにらんだ。




　光凛とミリンが何とか延声の街にもぐり込むことに成功した、その頃。

　侘瑠徒では、城壁の上にいた晴せい凛りんが、南の空をじっと見つめていた。

「心配か？」

　横に並んだミーネが晴凛を見上げて聞いた。

「ええ、心配していない、なんて言ったら噓うそになりますね……ミーネ姫も心配なんでしょう？　ミリンさんのことが」

「はん！　誰が心配などするものか！　ミリンの相手をする帝国軍の兵士の身体からだのほうが心配じゃ！　腕の関節や足の関節が逆に曲がるようになったり、肘ひじや膝ひざがもう一個増えるのだからな！」

　侘瑠徒攻防戦のときに、この城壁の上で、舞うような動きで押し寄せる帝国軍の兵士を次々に戦闘不能にしていったミリンの姿を、晴凛は思い浮かべた。

　──なるほど、確かにあれは気の毒すぎる。

「それは、まあ、確かにそうですけど……」

「じゃろう？　だから、わしはぜーんぜん心配なんかしとらんのだ。あのガサツ女のことなどな！」

　ミーネはそこで言葉を切ると、城壁の外にびっしり立ち並ぶ白い包建パイクーの群れを指差した。

「それよりも、見ろ！　あの包建の数を！　あそこにいるのは延えん声せいの避難民だけではない！　晴せい凛りんのために馳はせ参じてくれたシャン族四千五百騎と、タッケイ五千五百騎、二つ合わせて一万騎のシムールの戦士がいるのだぞ！」

　晴凛とミーネの見ている前で、赤紫の夕ゆう闇やみの空の下に並ぶ白い包建がひとつまたひとつと行燈あんどんのようにぼうっと浮かび上がり始めた。

　その灯りは目の前の包建に人々が暮らしている証拠だった。

「見事な光景だな……」

　知らないうちに来ていた伏ふせ龍たつが、つぶやくように言った。

「ええ、僕はシムールの都に行ったことがあります。あそこに建っていた包建の数と大きさに比べれば、まだまだ小規模ですけど……これだけの数が建ち並ぶと、さすがに見事ですね」

　ミーネが伏龍を見上げて聞いた。

「シムールの戦士が一万人になったぞ！　いつ延声を攻めるのじゃ？　明日あしたか？　明後日あさつてか？」

「そんなに早くは無理ですよ。シムールの人たちだって、昨日きのう着いたばかりなんですよ？」

　晴凛はそう言って笑ったが、ミーネは笑わなかった。

「シムールの戦士は精強にして頑健じゃ！　一日に千里を駆かける！　居住地から、この侘タ瑠ル徒トまで来たぐらいでへばる連中ではない！

　そ、それに……早く延声を攻めねば、潜入した光こう凛りんが心配であろう？」

　そのミーネの顔を見て、晴凛は理解した。

　──そうか、そういうことか。

「ええ、心配ですよね。光凛兄さんも、ミリンさんも」

「うむ……」

　うなずいた後で、ミーネははっと目を見開いて首を振った。

「いや、心配しているのは光凛のことだけじゃ！　ミリンはいい、あの女のことなどわしは心配しておらん！　いなくて、清々しておる！」

「はいはい、そうですね」

「ニヤニヤ笑うな！　それに、返事は、はい、でいい！　はい、で！」

「はいはい」

「だから続けるなと言ったであろうが！」

　ミーネと晴凛のやり取りを笑いながら見ていた伏龍が、顔を引き締めると言った。

「確かに、ミーネ姫の言う通り、潜入した光凛さんとミリンさんのことを考えれば、攻撃を仕掛けるのは早いほうがいいだろう。まさか、こんなに早く来るとは思わなかった！　と相手を驚かせる。相手の虚を突く、というのは立派な戦法だ。

　問題は、どうやって虚を突くかだな。ぞろぞろ近づいていって取り囲むなんてやり方じゃない、もっと、こう劇的な攻撃を仕掛けたいんだが……」

　伏ふせ龍たつはそう言うと空を仰あおいだ。

　まだ、西の空はわずかに明るく、地平線の雲も赤味を帯びているが、頭のてっぺんにはもう星が瞬またたき始めていた。

「何を見ているのじゃ？」

「星ですよ。観天望気、と言ってね。星の輝く具合とか日の沈むときの色とか雲の動きとかで、明日あした、明後日あさつての天気を知ることができるんです」

　ミーネは目を輝かせた。

「伏龍は未来のことがわかるのか！　占いができるのじゃな？」

「いや違う。過去の出来事を記録して積み重ねていけば、雲の動きとか風の動きとかに法則を見つけることができるようになるんです。別に未来が予知できるわけじゃない、人間がそんなに便利になれるわけがない」

　首を振る伏龍を見て、ミーネはがっかりしたような顔になった。

「なんじゃ、そうか……わしと晴せい凛りんの未来を占ってもらおうと思ったのじゃが……」

「ミーネ姫と晴凛の未来か？　うーん、上う手まくいくんじゃないか？　何だかんだ言っても晴凛の器うつわは、ミーネ姫が十分走り回れるくらいの広さがありますからね」

「へ？」

　ミーネはわけがわからない、という顔になった。

「わしが晴凛の中で走り回る？　どういう意味じゃ？」

「器の狭せまい男は、他人に首輪をつけて縛り付けたがる。でも晴凛はそんなことはしない……まあ、そういうことです」

　星を見つめながらそう言って笑った伏龍の目が、すうっと細くなった。

　真剣な表情に変わった伏龍を見て、晴凛が聞いた。

「どうしました？　何か星に変わった兆候でも？」

「星の瞬きが多い……」

「ほえ？　そうかのう？」

「言われてみれば、そうかもしれないような気もしますが……星の瞬きが多いと何かあるんですか？」

　伏龍は空を指差した。

「星が瞬いているような空の高いところは、地上とは違う風が吹いている。高いところを流れる雲は、地上を流れる雲と違う方向に動くことがあるのが、その証拠だ。

　星の瞬またたきが多いということは、空の高いところに強い風が吹いていて、その風が二、三日すると地上でも吹く、ということだ。

　天気は西から変わる。つまり、二、三日すると、強い西風が吹く可能性が高い、というわけだな。毎年、今頃になると、春の空気と夏の空気が入れ替わるので強い風が吹くときがあるが、それがもうすぐ始まる、ということだと思うな」

　ミーネは顔をしかめた。

「うーむ、強い風か……ここしばらく、いい天気で大地が乾いておる。西風が吹くと砂すな埃ぼこりが立ってかなわん。侘タ瑠ル徒トの西にある荒れ地は、シムールの牧草地のように草が生えておらんからな」

「そんなにひどいんですか？」

「ああ、前が見えないくらい黄色い砂煙が立って、目が開けていられねえくらいだ……そうか、そう言えば、晴せい凛りんはまだ辺境に来て間が無いから、辺境の天候を知らないんだよな」

　伏ふせ龍たつはそこまで言ってから、何かに気がついたように小さく目を見開いた。

「……そうか、沢さわ樹ぎも、延えん声せいにいる応援の帝国軍の連中も、この辺境の天候を知らないんだ。これを上う手まく使えば、相手の意表を突くことができそうだ……ふむ……あれが、ああなれば……これをこうして……馬車はなんとかなる……馬も大丈夫……」

「また、伏龍が一人ひとりでぶつぶつ言い始めおった……酒が切れたかのう？」

「あれは、自分の考えを口に出して、まとめているんですよ」

「そうか、わしはてっきり酒の毒が頭に回って、酒を飲まないとこの世に無いものが見えるようになったのかと思った」

「いくら何でもそこまでひどくはないでしょう」

　伏龍はひそひそと会話する晴凛とミーネを見て言った。

「聞こえてるぞ。まったく、人をたちの悪い酔っ払い扱いしやがって……それはともかく、晴凛に頼みがある。シャール姫を通じて、タッケイ族の千騎長を集めるように言ってくれ。んでもってミーネ姫は──」

　伏龍の言葉が続く前に、ミーネが目を輝かせて答えた。

「わかった！　シャン族の千騎長も集めるのじゃな？　出陣の打ち合わせであろう？　任せておけ！」

　伏龍は驚いたような顔でうなずいた。

「あ、ああ、その通りだ。今夜から、延声侵攻の準備を始める」

「今夜ですか？」

　驚く晴凛を見た伏龍は、頭の上で瞬またたく星空を指差して答えた。

「ああ、延声攻略は明後日あさつてにしろ、と星が教えてくれたからな。今夜あたりから準備を始めないと、間に合わないのさ。さあ、忙しくなるぞ！」




　その頃、総そう督とく府の中にあるシャールの私室では、メンミが嬉うれしそうに鼻歌を歌いながら、行こう李りの中からシャールの寝巻を取り出していた。

「どうしたのだメンミ。ずいぶん嬉うれしそうだな？」

「ええ、今夜はあの毒舌女がいません。ミーネ姫一人ひとりなら、私でも押さえ付けることができます！　私があのノラ猫ねこを押さえ付けている間に、お姉さまは晴せい凛りん様と想いを遂げてくださいまし！」

　シャールの顔がぽんっと音がしそうなぐらい真っ赤になった。

「ば、馬ば鹿か！　想いを遂げるとか、お前は一体何を言っているんだ？」

　寝巻を広げながら、メンミは答えた。

「私、考えを改めました。お姉さまの想い人である晴凛様は、すごいお方です。素晴らしいお姉さまが慕したう相手は、素晴らしい人だと思うことにしたのです！

　ですから、私はお姉さまの応援をすることに決めたのです！　晴凛様は敵ではありません。シャールお姉さまの夫であり、私にはお兄さまと同じ。

　今日きようから私は、晴凛様を『お兄さま』とお呼びすることに決めました！

　ささ、お姉さま。このお寝巻にお着替えください。帝国の薄うす絹ぎぬをふんだんに使った、肌触りのよい、そして肌身が透けて見えるという、タッケイ族の長老婦人方のお心遣いの逸いつ品ぴんでございます」

　そう言ってメンミが広げたのは、今で言うところのシースルーのネグリジェのような、扇せん情じよう的な寝巻だった。

　シャールはまたまた耳の先まで赤くして、慌あわてて目を逸そらした。

「そ、そんな寝巻が着られるものか！　それでは……その……丸見えではないか」

「何をおっしゃっているのですか、お姉さま！　丸見えだからいいのです！　その豊かな胸、薄紅色の先っちょ、鍛えられてしなやかにくびれた腰！　意外とドキドキしてしまう形のお尻！　その他諸もろ々もろ！　これを見せつければ、いかに朴ぼく念ねん仁じんのヘタレ向日葵ひまわりでも、あっという間に元気になること請うけ合いでございます！」

「その他諸々とか言うなあっ！　元気になるとか言うなあっ！」

　シャールの突っ込みを軽くいなし、メンミはさらに迫る。

「まして、今夜はあの毒舌女がいません！　向こうはミーネ姫一人。二対一ならこちらが有利！　この機会を逃してはなりません！」

　メンミがぐいぐいと押し付けてくる寝巻から目を逸そらしていたシャールは、はっと目を見開いてつぶやいた。

「そうか……今夜、ミーネ姫は一人なのだな……」

「ええ、ですから──」

　なおも言い募つのろうとするメンミを抑えて、シャールは言った。

「私は人の弱みに付け込むようなことはしたくない。今夜もいつも通りの寝巻で、いつも通り晴せい凛りん様の添い寝をする。余計な手出しをしなくていい」

「お姉さま……」

　メンミは驚いたように口をぽかん、と開けた後で、何かに気がついたように、うんうん、とうなずいた。

「そうでしたわね。お姉さまは正々堂々、決して卑ひ怯きようなことをしないお方でした……このメンミ、まだまだ人間が至りませんでした、申し訳ございません」

　シャールはメンミに微笑ほほえみかけた。

「私だって幸せになりたい。でも、その幸せを誰かの苦しみとか憎にくしみとかと引き換えに得たくはないのだ。わかるだろう？」

「わかります。だからこそ、メンミはお姉さまをお慕したい申し上げているのですから！」

　メンミはそう言ってにっこり笑った。

「では、この寝巻は次の機会に、ということで」

「いや、それはいいっ、もういらないから！」







　　　第五章「攻城戦」







　風が吹いていた。

　昨日きのうの夕方から吹き始めた強い北西の風は、夜が開けてもやむことはなかった。

　荒れ地の砂を巻き込んだ黄色い風が城壁を乗り越えて、人ひと気けの無くなった市街地をびょうびょうと音を立てて吹き抜けていく。

　ときおり、ずずん！　という街全体を揺ゆさぶるような地鳴りにも似た低い音が街の中に響く。

　それは、風によってわずかながら押された城壁の日干しレンガが、元に戻るときに出る音だった。

　ひとつひとつの動きは目に見えず、音も聞こえないが、城壁として積み上げられた何百万という数の日干しレンガの音が集まると、こういう、腹に響くような低い音となって耳に届くのである。

　延えん声せいの街で生まれ、そこで暮らしている人間にとっては、その音は風の強い日につきもので、「ああ、またか、今日きようは風が強いな」くらいにしか感じられないのだが、延声で暮らしたことのない帝国軍緑軍の兵士にとって、耳慣れないその音は不安を搔かきたてるものであり、昨晩一晩中響き渡っていたその音に、兵士の多くが寝つけない夜を過ごしていた。

　夜が白々と明け始めた頃。城壁を見周りにきた一人ひとりの士官が、決められた場所に兵士の姿が無いことに気づいて、慌あわててあたりを見回した。

　吹きさらしの城壁には、強い風と砂さ塵じんがもろに吹き付けており、足元に敷かれた石いし畳だたみの隅のほうは、風で吹き飛ばされてきた砂で埋うまりかけている。

　──まさか、吹き飛ばされたというわけでもあるまいし……。

　もう一度見回した士官は、城壁の上にある凸とつ型がたの胸きよう壁へきと呼ばれる突起の陰で、外がい套とうを身にまとったままうずくまっている兵士を見つけた。

　外套の頭ず巾きんの上から風で飛ばされた砂をかぶっているために、保護色のようになって見分けがつかなかったのだ。

「おい！　お前！」

　士官の声を、風がごうっと吹き飛ばした。

　ひと呼吸置いて、今度は目も満足に開けられないほどの砂塵が襲ってきた。

　細かい砂が士官の顔に叩たたきつけられる。

　──うはっ、こりゃひでえ。これじゃあ物陰に逃げたくなるのも無理はない。これでひと晩この上に立っていろ、と言うほうが無茶だ。

　士官は自分の首に巻いていた布で顔の下半分を覆おおうと、胸壁の陰でうずくまっている兵士のところに駆かけ寄った。

「おい、大丈夫か？」

　士官が声をかけると、外套で身を覆っていた兵士が、もぞもぞと顔を上げた。

　頭巾の奥から上を見上げた兵士は、そこに立っているのが自分の上官だと知ると、あたりに身体からだの上に降り積もっていた砂を撒まき散らして、ばね仕掛けのように立ち上がった。

「い、異常ありません！」

　あたりに舞った砂すな埃ぼこりは、あっという間に風が運び去った。

「この状態で、立って見張っていろ、という命令を守るのは難しいかもしれん。風の当たらない物陰に隠れるのもよしとしよう。だが、眠ってしまってはいかんぞ」

「はっ！　申し訳ありません！」

「俺は目くじら立てて規則規則と言う気はないが、他の隊の連中から上に報告が行くとやっかいだからな」

　士官はそう言うと、吹いてくる風上に向けて顔をしかめながら付け足した。

「……まあ、この風と砂埃の中では、攻めてくる敵もいないだろうが」

「そうですよね……」

　見張りの兵士が、そう答えたとき。

　士官は風の中に馬のいななく声が混じっていたような気がして、ふと顔を上げた。

「……今のは？」

「何か聞こえましたか？」

　兵士が怪け訝げんそうな顔で聞き返す。

　すると、今度は風の音の中に、士官は馬車の車輪のガラガラという音を聞いた。

「おい！　今の音……」

　今度はしっかり聞き取れたのだろう。兵士の顔色が変わった。

　二人ふたりは胸きよう壁へきから身を乗り出して、ごうごうと吹き付ける黄色い砂すな埃ぼこりの向こうを必死に透かし見ようとした。

　しかし、砂埃の壁は厚く、向かい風の中で目を開けていられるはずもなく、どうしても見ることができない。

　しかし、二人は風の中に、多くの人が歩く音と馬の蹄ひづめの音や馬車の車輪の音を聞き分けていた。

　──いる。

　確かに、この砂埃の中に、何かがいる。

　それも十人二十人という数ではない、百……いや千を超える人の気配が動いている。

「報告だ！　ここは俺に任せて、お前は伝令に行け！　西面に敵の気配あり！　だ！」

「了解しました！」

　兵士がそう言って駆かけ出そうとしたそのとき。

　一いつ瞬しゆん、風がやんだ。

　士官と兵士は、その場に凍り付き、かくん、と顎あごを落とした。

　砂埃が静まった、その先に見えていたのは──。

　延えん声せいの街の外に、びっしりと並ぶ兵士の群れだった。

　西とそして北に攻城兵器と弓きゆう兵へい。その外側、延声の街の周囲を、おびただしい数のシムールの騎兵が取り囲むようにゆっくりと馬を歩ませている。

　騎兵と弓兵部隊のあちこちに、白地に「尊そん王のう討とう奸かん」と書かれた旗がばたばたとはためいている。

「き、来たァ！」

「侘タ瑠ル徒トの連中だ！」

　兵士と士官は転がるように階段を下りて、詰所に向かって走っていった。

　城壁の上から人の姿が消えて五分ほど過ぎたとき、詰所の兵士たちが血相を変えて階段を上ってきた。

　その後、延声の街は静まり返ったまま、しばらく動きは無かった。




　その様子を、シムールの千騎長から聞いた伏ふせ龍たつは、傍かたわらにいた晴せい凛りんを見た。

　晴せい凛りんが小さくうなずくのを見て、伏ふせ龍たつは乗っていた指揮用の大きな六輪馬車の上に立ち上がった。

　そして「尊そん王のう討とう奸かん」という文字が書かれた蒼あおい軍配を振り上げた。

「正義は我にあり！　善良なる民たみを荒野に追放し、ただ己おのれの栄達のみを追い求める、自己中心的亡ぼう者じや、沢さわ樹ぎ延えん銘めいに神に代わって神罰を下す！

　まだ眠っている延えん声せいのやつらの目を覚ます！　シムール隊！　騎き射しや始め！　延声の周囲にまんべんなく矢を射うち込んでやれ！」

　伏龍の軍配を合図に、一万のシムール兵が角笛を吹きならし、延声の街に殺到した。

　角笛と騎兵の蹄ひづめの音が風に乗って延声の街を包むと、やっと延声の街の中から兵士を集めるための帝国軍の集合ラッパが聞こえ始めた。

　延声の防御陣の動きが見えないのを見て、孟もう旗き将軍が面白そうに笑った。

「沢樹は、我々がここまで近づいていることに、まったく気がついていなかったようですな」

　伏龍はうなずいた。

「ええ、まあ強風にまぎれることができましたからね。途中の達たつ智ち砦とりではとっくにこちらの手に落ちていましたし。兵士はすべて馬車に乗せ、攻城兵器も馬に引かせて、ひと晩でここまで来ましたから。

　沢樹は歩兵とは徒歩で動く部隊だ、という常識で凝り固まっていますから、まさかこんなに早く動けるとは思ってもいなかったんでしょうね」

　孟旗将軍はうなずいた。

「この移動速度を支えたのは、シムールの馬じゃな。シムールは馬が疲れたときのために換え馬を用意しておる。その余分の馬に、近隣の町や村から徴発した馬車を引かせて、その馬車に歩兵を乗せることで、移動時間を短縮するとは……いやはや、伏龍殿の鬼き謀ぼうが冴さえわたっておりますな」

　伏龍は笑いながら肩をすくめた。

「褒ほめ言葉は、首尾よく延声を落としたときに、お聞かせ下さい。今褒められると、結構重圧です」

　やがて、先陣を切ったシムールの騎馬隊が、延声の城壁に向けて矢を飛ばし始めた。

　城壁からの反撃は、ほとんど無い。

「よし！　雲うん梯てい車と高こう架か楼ろうを前に出せ！　まず外壁を落とす！　やつら、おそらく外壁は捨てているはずだ！　捨てるくらいなら、貰もらってやろうじゃないか！　攻城兵器、弓きゆう兵へい部隊、前へ！」

　伏龍の采さい配はいに従って、押している兵士を矢から守るために周囲を板で囲った、改良型の雲梯車と、燃えないように濡ぬれたムシロを周囲にぶら下げた高架楼が前に進み始めた。

　ここになって初めて、延声が攻略されている、という情報が王おう宮きゆうにいる沢樹たち幹部に伝わったのだろう。

　延えん声せいの王おう宮きゆうにある鐘かねが乱打され始めた。

　カン！　カン！　カン！　カン！

　その音は延声の門の開閉のときの合図のような落ち着いた響きではなく、とにかく叩たたけばいい、という、人々の神経をいらつかせるような調子で叩かれ続け、それと同時に延声の街の外壁に守備兵の姿が見え始めた。

「今頃動き出しやがったか。遅い遅い！　こっちは、先の先を取った。一気に攻めるぞ！」

「おぉおおおおおおーっ！」

　侘タ瑠ル徒ト軍の兵士たち──孟もう旗き将軍につき従う元帝国軍の兵士たちと、ミーネとシャールの許もとに参じた一万人のシムール兵が、声を合わせて雄叫おたけびを上げた。




　その声は延声の中央広場に集まった大勢の兵士たちの耳にも届いていた。

　不安そうに顔を見合わせる兵士たちを前に、沢さわ樹ぎは大きく胸を反らし、そして言った。

「我々は勝った！」

　兵士たちは首をかしげ、互いに顔を見合わせた。戦いが始まったのは、たった今である。

　まだ、矢も合わせていないうちの勝利宣言に、兵士たちは戸と惑まどっていた。

　──いったい、司令官は何を言ってるんだ？

　──帝都から増援でも来たのだろうか？

　──それとも敵が寝返ったのか？

　兵士の疑問がざわめきに転じる前に、沢樹は言葉を重ねた。

「……と私が言っても、諸君は疑問に思うだろう。敵は現に城門の外にいる。激しく攻めてくるはずだ。火矢で、雲うん梯てい車で、高こう架か楼ろうで、化薬を詰めた弩いしゆみで、我々が侘瑠徒を攻めたときのように！

　だが、あえて言おう！　その攻撃は失敗すると！」

　ぷくぷくと、沢樹の鼻の穴が大きくなる。

「なぜか？　それは、私の完璧な防衛計画がついに完成したからである！　もはや、延声はいかなる攻撃を受けても絶対に落ちることはない！」

　自信満々の沢樹であるが、兵士のほうはそうではない。

　──何だか、前にもこんな話を聞いたよな？

　──ああ、侘瑠徒を攻めるときも同じようなことを言ってた。

　──司あ令い官つが完璧とか絶対とか言うと、余計に心配なんだが。

　──食い物の恨うらみは忘れねえぞ。

　侘瑠徒攻略戦とその後の悲ひ惨さんな敗走をその身を以もつて知っている兵士たちを中心に、疑念が渦うずを巻く。

　広場の空気はお世辞にもいいものではない。

　これまでの沢さわ樹ぎであれば、そのことに気がつかなかっただろう。だが、侘タ瑠ル徒トでの敗北は沢樹を成長させていた。よい方向か悪い方向かは別として。

　沢樹は兵士たちの疑念を受け入れるように、大きくうなずいてみせた。

「あの悲ひ惨さんな結果になった侘瑠徒攻略戦を覚えている者も諸君の中にはいるだろう。なぜ我々はあのときに負けたか？

　その、最大の理由は裏切りである！

　孟もう旗き将軍にまで及んだ、あの手痛い裏切りにより、我々は負けた！

　諸君らの奮ふん闘とうも幾多の戦友たちの犠ぎ牲せいも、すべてあの裏切り者のために灰かい燼じんに帰きした！

　我々はその恨うらみ憎にくしみを忘れてはならない！　卑ひ劣れつな裏切り者の首を帝都の都みやこ大おお路じにさらすまで、この戦いは終わらない！

　裏切り者こそが帝国の敵であり、我々の敵である！

　だが、ここ延えん声せいでは違う！　裏切り者は城外に追い出され、あるいは処罰された！　延声の名士面づらをして反乱軍に内通していた商人どもは、その報むくいを受けた！」

　数日前にこの広場で繰り広げられた惨さん劇げきを思い出し、兵士の何人かは顔をしかめ、何人かは強くうなずいた。

　顔をしかめたのは元から延声にいた地元の兵士たちである。

　彼らは殺された名士たちとも面識があったし、中には店たな子こと大家の関係の者もいる。だが、あの殺さつ戮りくをよしとはしない兵士たちであっても、もはや後には引けないことは理解していた。

　もし反乱軍に敗北し、街から追い出された延声の住人が戻ってくれば、兵士たちに待っているのは集団制裁の運命だ。

　──あんなことやって、許してもらえるはずもないしな。

　──ここで勝つか、負けて死ぬかだ。

　そして、延声の外から来た兵士たちにとっては、延声の商人が反乱軍と結けつ託たくして軍の糧食を持ち出したことは周知の事実だった。実際には、広場で殺された名士たちの中に軍の糧食を売る手配をした商人はいなかったのだが、沢樹は部下を通してそのような噂うわさを流していた。

　──敵に内通して私腹を肥やしやがって。

　──追放されたり、死罪になったりしたのは当然だ。

　沢樹の演説は続いていた。

「侘瑠徒での戦いを思い返すがいい！　我が軍は実力で敵に勝まさりながらも、糧食を奪われ餓うえたことで無念の敗北を喫した。

　私はそこで学んだ。指揮官たるもの、兵を餓えさせてはならぬと！」

　沢樹はそこで言葉を切ると、芝居がかった仕草で懐ふところから特注の扇おうぎを取り出し、それを頭の上に高々と掲げた後で、ぴしり！　と、音がするほどの勢いで、中央広場の向こうにある軍倉庫を指し示した。

　それは堅けん牢ろうな石造りの倉庫であり、ちょっとやそっとの火矢の攻撃にはびくともしないであろう、というのは誰の目にも明らかだった。

「あの軍倉庫を見よ！　あれこそが延えん声せいの最大の武器である！

　敵の内通によって空になった倉庫は、街に巣くっていた裏切り者の商人どもの倉庫から取り戻した食料によって満たされている！

　その量たるや、諸君が毎日、腹一杯食べても、尽つきることはないほどだ！

　小麦粉の袋は天井まで積まれ、米の袋は歩く隙すき間まも無いほどに敷き詰められている！

　諸君らも知っての通り、この延声には二重の防壁がある！　外の防壁が破られたとしても、あの倉庫がこの内壁の内側にある限り、延声は百日でも二百日でも持ちこたえられるのだ！

　そして、逆に反乱軍は補給に重大な弱点を持つ。彼らはこの延声を追い出された裏切り者も養わねばならないからだ。

　私の計算では、我が軍の食料は二百日はもつが、反乱軍の食料は多く見積もっても百日！　この百日の差で、我が軍の勝利は約束されているのだ！」

　理路整然と伝える沢さわ樹ぎに、兵士たちの空気も少しずつ変化していく。

　──本当か？

　──また、倉庫の中は空っぽってことはないよな？

　まだ疑念を抱いだく兵士もいるが、実際に商家の倉庫から軍の倉庫に食料を運び込んだ兵士たちがそれを否定する。

　──大丈夫だ。あの倉庫は天井まで食料が入ってる。

　──それに、篭ろう城じよう戦が始まってから食い物の配給はよくなってる。

　──昨日きのうの食事だと、肉も野菜もたっぷり食えたからな。

　兵士への景気づけという意味もあり、また長期の篭城では痛みやすい肉や野菜は早めに処分するため、ここ数日の兵士の食事は平生と比べても豪勢なものとなっていた。

　──ひょっとしたら。

　──今度こそ、勝てるかもしれない。

　沢樹の演説だけでは変わらなかった兵士の顔が、軍倉庫を見て希望をにじませるようになる。

　──司令官の言うことはまだ信用できないが。

　──目の前に倉庫と食い物があるのは現実だ。

　──ここには食い物があり、堅牢な城壁がある。

　兵士のつぶやきや表情の変化を、沢樹は敏感に見て取った。

　もとより、沢樹は有能で頭のいい男である。その彼が人間関係で失敗してきたのは、興味が無いこと無む駄だなことにまったく注意を払わないせいだった。

　その部分は今も変わらないが、侘タ瑠ル徒ト攻略に失敗したことで、沢樹は一般兵士の士気や表情は『有益な情報である』という意識を持つようになっていた。

「繰り返し言おう！　あの軍倉庫ある限り、この延えん声せいは難攻不落であると！」

　両手を大きく広げ、鼻の穴も大きく広げ、沢さわ樹ぎが高らかに宣言した、そのとき。

　どっかあああああん！

　轟ごう音おんを立てて、軍倉庫の分厚い扉が吹き飛んだ。赤い炎が開いた入り口から吹き出す。衝しよう撃げきで屋根の瓦かわらがくるくると天高く舞い上がるのが見えた。

「な……」

　目玉を大きく広げ、口も大きく広げ、沢樹は言葉を失った。

　そして、やっとのことで口から出た言葉は。

「何じゃこりゃーっ！」

　というものだった。

　急いで消火するとか、無事な食料を運び出す、という段階の話ではない。屋根も半なかばが吹き飛び、轟ごう々ごうと音を立てて炎上する軍倉庫を一目見れば、もはや何をやっても手遅れなのは一兵卒であっても理解できた。




　沢樹や兵士たちも驚いたが、仕掛けたミリンや光こう凛りんも驚いた。特に、大きな音にはことの他弱いミリンは、驚きのあまり自分でも信じられない行動に出ていた。

　慌あわててミリンに覆おおいかぶさるようにした光凛に、抱きついたのである。

　がらん、がらん、と。衝撃で吹き飛んだ屋根瓦が落下して音を立てるたびに、ミリンはきゅっと目をつぶり、光凛を抱きしめる両腕に力がこもる。

　妙みよう齢れいの女性に抱きつかれれば、光凛といえど木ぼく石せきではない。本来ならば嬉うれしいはずなのだが……。

　──俺はここで死ぬかもしれん。

　無意識のうちに首を極きめてきたミリンに絞しめ付けられ、光凛の顔色は真っ白になっていた。比ひ喩ゆではなく、頭も服も白くなっている。小麦粉である。

　──それにしても、化薬というのは、ここまで強力なものだったのか。便利なものだとは思っていたが、侘タ瑠ル徒トの防衛で使ったときはこれほどの破壊力はなかったはずだ。だから、早く火の手が回るように、小麦粉の袋を切り裂いて倉庫の床にぶちまけたんだが……。

　この光凛のやった行為。

　それが、この大爆発の原因だった。

　黒色火薬と呼ばれる化薬の爆発力は軍倉庫の壁を跡形も無く吹き飛ばすほど強くはない。

　最初に起きた化薬の爆発は、扉を吹き飛ばす程度のものだった。だが、その爆発で切り裂かれた小麦粉の袋の中身が倉庫内に充満し、それに爆発が引火したのだ。

　これは粉ふん塵じん爆発と呼ばれるものである。

　可燃物の粉塵が空気中に一定濃度で飛散しているときに、燃焼反応が連れん鎖さして起きる爆発である。光こう凛りんが火の回りをよくするつもりでやった小麦粉の袋を床にぶちまける行為が、結果として石造りの堅けん牢ろうな倉庫を半ば吹き飛ばす大爆発に繫つながったのだ。

　そんなことを知る由よしもない光凛は、ミリンに首を絞しめられて半ば気を失いかけていた。
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　光凛の身体から力がすっと抜けたのを見て、ミリンは我に返った。

　──いけない！　光凛殿を絞め殺してしまいマシタ！　どうしまショウ！

　だが、首筋に当てた手から拍はく動どうが伝わってくるのに気がついたミリンは、ほっとしたように脇わきの下に身体からだを入れて、光凛を支えた。

　爆風と飛び散った小麦粉で、性別も人相もわからなくなっていた二人ふたり組を、現場に駆かけ付けた兵士たちは誰も気に留めなかった。

　その姿は負傷者を助け出そうとしている、小柄な男の姿にしか見えなかったのだ。

　現場からよろよろと遠ざかるミリンに、駆け寄ってきた労務者風の格好をした三十代半ばの男が声をかけた。

「光凛は大丈夫か？」

「ええ、大丈夫デス、ちょっと気を失っているダケ」

「よしわかった、あとは俺たちに任せろ、仲間がお前さんたちを運び出す！　おい！　お前ら、こいつらを無事なところまで連れていけ！」

「わかりやした！」

　そう言うなり、三十代のこれまた労務者風の屈強な男たちが現れて、手に持った大きな麻あさの袋を、ミリンと光こう凛りんの頭からかぶせた。

「きゃあ！　ナニするデスカ！」

「しーっ！　静かに！　袋に入れて手押し車に乗せるんです！　人の姿をしていたら見つかっちゃいますから！」

　男の言葉を聞いて、ミリンは大人しくなった。

　光凛とミリンを乗せた手押し車の上に、小麦の袋をいくつか載せた後で、男たちは手押し車を押して走り出した。

　男たちはうろうろする兵士たちに向かって叫さけんだ。

「燃え尽つきる前に、無事な食料を運び出さなきゃならん！　どいてくれ！」

　兵士たちは慌あわてて道を開けた。

　手押し車を押して倉庫から離れながら、指導者らしい三十代半ばの男は不敵に笑った。

「化薬で吹っ飛ばす、と聞いたときには、爆竹のでっかいのなんざ、大したことはない、と思っていたが、なかなかどうしてすげえことになったもんだ。

　あんたらが持ち込んだ化薬とやら。いろいろ面白いことに使えそうだな」

　小麦袋の下のほうで横になっているミリンが、くぐもった声で答えた。

「光凛殿が目が覚めたら、キット、いろいろな作戦を考えるデショウ。この人の頭は普通の人間二十人分の働きがありマス」

　男は笑った。

「二十人とは、これまた渋い点のつけ方だな」

「こんなことデ気を失うようでは、まだまだデス」

　誰のせいで気を失うハメになったのか、それを無視してミリンは答えた。




　戦線の後方に停まっている大型馬車の中では。大音響とともに、延えん声せいの奥まった区画にある建物が吹っ飛ぶのを見た、伏ふせ龍たつと晴せい凛りんは立ち上がって思わず叫さけんだ。

「やった！　やったぞ！」

「光凛兄さんがやってくれた！」

　大型馬車に一いつ緒しよに乗り込んでいた孟もう旗き将軍とその参さん謀ぼうたちも、同じように歓声を上げた。

「おお！　まさしくあれは軍の倉庫だ！」

「あそこが破壊されれば、士気は崩壊します！」

「延声は落ちる！　間違いなく！」

　ミーネが延声の街の中から立ち昇る爆煙を指差して聞いた。

「あの、どっかーん！　というやつが、光凛とミリンのしわざなのか？」

「ええ、そうです。沢さわ樹ぎが注文した化薬を届ける、という名目で、大量の化薬を延声の街に運び込めましたからね！　そいつで、倉庫を燃やしてしまおう、という作戦だったんです。

　どうやら、燃えるだけではすまなかったみたいですけど……」

　晴せい凛りんの答えを聞いて、ミーネは眉まゆをひそめた。

「では、あの、どっかーん！　は予定とは違うのか？　もしかして、光こう凛りんやミリンが巻き込まれているかもしれんのか？」

「ええ、無事逃げてくれているとは思いますが……」

　伏ふせ龍たつが安心させるような口調で、笑いながら言った。

「大丈夫だ。倉庫が燃え上がれば、当然付近にいた人間が疑われる。光凛さんはそれくらいのことは、ちゃんと考えている。十分遠くに離れてから、燃え上がるような細工をしていたはずさ。離れていれば問題は無い」

「そうか……そうだな、うん、あの人間凶器の行かず後ご家けが、あんな爆発くらいでくたばるわけがない。うん、大丈夫だ、そうに違いない！」

　ミーネが自分にそう言い聞かせるようにうなずく。ちょうどそのとき、戦いくさ装しよう束ぞくに身を固め、弓を抱えたシャールが馬に乗って現れた。

『晴凛様！　私も寄せ手に加わります！　一刻も早く兵が城壁に取り付けるように、城壁に陣取る敵兵を、この弓で一人ひとりでも多く射い落おとして参ります！』

『わかりました。君の弓の支援を受ければ、寄せ手の兵も百人力の加護を得たも同然だ。でも、戦いは何が起こるかわからないから、深入りは禁物だよ。無理をしないでください！』

『わかりました！　無理はいたしません！　では！』

　シャールはそう言うと、にっこり笑って馬に鞭むちを当て、タッケイ族の戦士の部隊に向かって走り去っていった。

　合流したシャールを迎え入れたタッケイ族の部隊の戦士たちが、手に持った馬上弓を掲げて一いつ斉せいに雄叫おたけびを上げた。

「うぉらぁああああああ！」

「うぉらぁああああああ！」

「うぉらあああああああ！」

　その声は平原を越えて、延声の外周を走りながら攻撃を加えている先遣隊にも伝わったのだろう。延声の城壁の周りを走り回っているタッケイ族の戦士たちの間から、同じような、

「うぉらあああああ！」

「うぉらあああああ！」

　という叫さけびが帰ってきた。

　その姿を見ていたミーネはしばらく無言のまま何やら考え込んでいたが、やがて顔を上げるときっぱり言った。

「よし！　わしも出る！　シャン族の姫として、仲間の戦士と共に闘うぞ！」

「な、何だって？」

「どうやって戦うというのですか！　弓も満足に使えないのに！」

　伏ふせ龍たつは目を丸くし、ぎょっとなった晴せい凛りんは慌あわててミーネを諫いさめようとする。だが、にんまり笑ったミーネは、得意げな表情で言った。

「弓か……弓なら晴凛がおる！　わしの後に晴凛が乗って弓を射いればよい！　シャン族を帝国軍の騎兵隊から救ったときと同じじゃ！」

　伏龍はひと呼吸ほどの間、一点を凝視して考えていたが、すぐに顔を上げてうなずいた。

「よし、それがいい！　ミーネ姫が出れば、シャン族の部隊の士気は上がる。晴凛が出れば侘タ瑠ル徒ト軍全体の士気が上がる。言うことはねえ」

　伏龍の言葉を聞いて、孟もう旗き将軍とその参さん謀ぼうたちは目を見開いた。

「せ、晴凛殿は侘瑠徒の王であろう？　王みずから弓を持って最前線で戦うと言うのか！」

　晴凛はやれやれ、という表情ながらも、笑いながらうなずいた。

「ええ、もともと侘瑠徒は、千人ちょっとの人数で戦い始めましたからね。僕が王様だ！　みたいにふんぞり返っているわけにはいかないんですよ。それに……僕は、侘瑠徒の王ですけど、皇こう帝ていになるつもりはありませんから」

　晴凛の言葉を聞いた孟旗将軍たちは、はっと息を吞のんだ。

　その表情を見ていた伏龍が、微笑ほほえんだ。

「……つまり、そういうことです。これが侘瑠徒流のやり方ってことで、ひとつよろしくお願いします」

　孟旗将軍は面白そうに笑った。

「はっはっはっ。そうか、要するに、上に立ったからと言って楽をするな、安全なところに引っ込んでおらずに、戦いの流れは、その目で見て判断しろ、ということじゃな……なるほど、一理ある。よし、わしらも出るぞ！」

「了解しました！」

「今、馬を用意します！」

　参謀たちは一礼すると、前線に出る用意をするために、馬車から走り去った。

「よし！　わしも、ロヘリンと晴凛の弓の用意をしてくるぞ！　待っておれ！」

　ミーネもそう言い残すと、馬車から飛び降りてシャン族の陣に走っていった。

　後に残った晴凛に、伏龍が言った。

「ミーネと一いつ緒しよに前線に出るのは認めたけど……くれぐれも無茶はするなよ？　何だかんだ言っても、お前はこの侘瑠徒軍の要かなめなんだからな」

「いや、侘瑠徒には僕よりも人望の厚い孟旗将軍や、頭の切れる伏龍さんとかがいるじゃないですか」

「確かに、孟旗将軍は帝国軍の兵士には人望が厚い。でも、シムールの兵士から見れば仇きゆう敵てきだ。素直に言うことを聞く気にはなれないだろう。俺は策を思いついたり練ねることはできる。だけど、俺の言葉を信じて動いてくれるかどうかはわからない。俺は根っこのところで信じてもらえねえ。みんな、俺のことを油断できねえ人間だと思ってる……まあ自じ業ごう自じ得とくだが。

　そんな寄り合い所帯の侘タ瑠ル徒トが、曲がりなりにもひとつにまとまって動いているのはお前のおかげなんだ。

　お前には裏がねえ。裏がねえ人間は信じられる。信じてもらえる……それはある意味、一番強い部分でもあるんだ。

　でも、裏がねえ人間は裏に弱い。だから、お前の裏は俺が引き受ける。お前は今のまんま、真っすぐ人を信じて、人のために動け。いいな！」

「ええ、わかりました！」

　晴せい凛りんがそう答えたとき、弓矢を抱えたミーネの乗ったロヘリンが駆かけてきた。

「せいりーん！　弓を持ってきたぞ！　早く後ろに乗るのじゃ！」

　ロヘリンに駆け寄った晴凛は、鞍くらの上に乗ったミーネから弓矢を受け取ると、振り返って伏ふせ龍たつと孟もう旗き将軍に小さく頭を下げた。

「では、行ってきます！」

「ああ、気をつけてな！」

「無茶をするなよ！　特にミーネ姫！　晴凛の言うことを聞けよ！」

「うるさい！　わかっておる！　では、行ってくる！」

　ミーネはそう言って伏龍をにらみつけると、ロヘリンに鞭むちを当てて、シャン族の部隊が集結している地点へと走り去っていった。

　その姿を見送って、孟旗将軍はしみじみと言った。

「……伏龍殿と晴凛殿がいる限り、侘瑠徒は向かうところ敵なしでありましょうな……」

「そんなことはありませんよ。若造が二人ふたりして、行き当たりばったりでやってるようなものですから」

　孟旗将軍は首を振った。

「行き当たりばったりだろうが、出たとこまかせだろうが、結果を出しているのなら、そのやり方は正しい。

　どんなに綿密な計画を立てていても、結果が出なければ、そんなものは机き上じようの空論だ。

　伏龍殿が考えて方策を出す。晴凛殿がそれを聞いて決断する……この、決断が出せるというのが晴凛殿の才でしょう。

　人の言うことを聞かないで決断する人間と、聞くけれども決断できぬ人間は、人の上に立つべきではない」

　孟旗将軍が、そう答えたとき。

　シャン族の部隊から、高らかに角笛の音が響き渡った。

「ぱぷぅうううううん！」

「ぱぷぅうううううん！」

「ぱぷぅうううううん！」

　見ると、白馬ロヘリンにまたがったミーネ姫と、その後ろに乗って弓を構えた晴せい凛りんが、シャン族の先頭に立って走り出すところだった。

『者どもぉ！　進めぇいっ！』

　ミーネの声を合図に、その後ろにつき従うシャン族の騎兵たちが、一いつ斉せいに青い長い吹き流しの布を掲げた。

　何百という青い布が一斉に舞う。

　地を圧するような蹄ひづめの音と共に、シャン族の騎兵隊が突撃を開始した。

　その光景は城兵に取り付こうとしていた侘タ瑠ル徒ト軍の兵士たちにも見えた。

　高こう架か楼ろうの後ろについて、城壁攻略部隊の指揮を取っていた龍りゆう飛ひが叫さけんだ。

「おう！　見ろ！　晴凛の兄貴がちびっこ姫連れてやってきたぞ！

　晴凛の兄貴の弓があれば百人力だ！　胸きよう壁へきの向こうから狙ねらってくる敵軍のやつらが頭を出したらイチコロだ！　いいか、お前ら！　気合入れて行くぞ！　城壁の上での戦い方を延えん声せいの連中に教えてやれ！」

「おおおう！」

　寄せ手の兵士たちの間から、雄叫おたけびにも似た歓声が上がった。

　その兵士たちの中には、侘瑠徒の守備隊だけでなく、孟もう旗き将軍の配下だった兵士も多く混じっていた。

「晴凛の兄貴って……もしかして侘瑠徒の王様か？」

「ああ、そうだ。弓の名手だぞ。お前らの高架楼を片っぱしから燃やしたのは、晴凛さんの火矢だ」

「あ、いや、弓の名手だってのは知ってるんだ。俺が驚いたのは、侘瑠徒の王様がこんな最前線に出てくるってことだ」

「ああ、そのことか。侘瑠徒には、王様だからってふんぞり返ってるようなやつはいねえんだ。戦うときはみんな同じなのさ。同じもの食って、同じように戦ってるんだ。だから、帝国軍にいた頃のような文句は言えねえんだ」

「そりゃあ、確かに文句言う理由がねえよな……」

　緑軍の兵士だった男がそう言ってうなずいたとき、龍飛の声が飛んだ。

「おらぁ、そこ！　無む駄だ口叩たたいてる暇があれば、さっさと高架楼を押せ！　矢を防ぐように板を張ったら、クソ重くなっちまった。押し手がサボると、動かねえんだからな！」

「はい、わかりました！」

　兵士たちは慌あわてて本腰を入れて、高架楼を押し始めた。

　高こう架か楼ろうと城壁との間が、じりじりと近づいていく。

　延えん声せいの城壁の上に陣取っている防衛側の兵士は、胸きよう壁へきの間から顔を出して、じりじりと近づいてくる高架楼に向けて矢を射いろうとするのだが、身を出すたびに、実に正確な矢が飛んできて、城壁の上の兵士が次々に倒されていく。兵士たちは目をむいてうなった。

「く、くそ！　反撃できねえ！　何だ、あの弓の達人は！」

　それはロヘリンに乗った晴せい凛りんの放つ矢だった。

　城壁に近づく高架楼の後方を、馬を左右に走らせながら、ミーネが城壁の上の動きに目を凝らす。

　そして、城壁の上に動きがあると、ミーネが晴凛に教えるのだ。

「左！　七つ目の胸きよう壁へき！　弓が見えた！　あそこにおるぞ！」

「わかりました！」

　ミーネの指示を聞いた晴凛が、すかさず弓を構える。そして動きが見えるのと同時に矢を放つのだ。

　城壁にいる延えん声せいの兵士にしてみればたまったものではない。

　弓は銃じゆうと違って、矢を射る前に弓を大きく引かねばならない。その動きだけでミーネに感づかれ、そこを晴凛に狙ねらわれるのだ。

　そして、矢を侘タ瑠ル徒トの寄せ手に射ろうと思って身体からだを起こすと……バシュッ！　という風切り音と共に晴せい凛りんの矢が、ざっくりとその身体からだに突き立つのである。
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　城壁の上に詰めていた延えん声せいの兵士たちの士気は、ガタ落ちになった。

　顔を出せば矢が刺さることがわかって、顔を出す馬ば鹿かはいない。

　こういったときは、数で敵を圧倒する、という方法がある。つまり、同時に何十人もの兵士が反撃することで、その中の一人ひとりがやられたとしても、残りの矢で相手に損害を与えるという方法である。

　だが、その数でも敵が勝まさっていた。馬に乗ったシムールの騎兵が、城壁の前を走り過ぎながら、矢を浴びせてくるのである。

　最初は赤い旗を立てた騎兵の波状攻撃だったが、いつのまにかそこに青い旗を掲げた別口の騎兵が加わって、ひっきりなしに矢を浴びせかけてくるのである。

　城壁の配置についていた延声軍の隊長は、部下の半数が倒された時点で反撃をあきらめていた。

「いいか！　もうじき、高こう架か楼ろうが城壁に取り付く！　混戦に巻き込めば敵の矢は飛んでこない！　高架楼で取り付いた敵兵を、その場で倒せ！」

　胸きよう壁へきの陰に身を潜ひそめた延声軍の兵士は、手に持った剣や槍やりを握り締めてうなずいた。

　やがて、龍りゆう飛ひたちの押していた高架楼が、ずしーん！　という地響きを立てて延声の城壁にぶち当たった。

「ようし、行けえ！　侘瑠徒北壁四番隊が延声一番乗りだぁ！」

　龍飛の叫さけび声と共に、数十人の侘瑠徒軍の兵士が高架楼の梯はし子ごを駆かけ登った。

「今だ！　食い止めろ！　賊軍の首を取れ！」

　延声の守備兵と侘瑠徒軍は、城壁の上で激しくぶつかった。

　鋼鉄の六ろく尺しやく棒を振りかざして、龍飛が咆ほえる。

「帝国に巣くうダニどもの私兵になり下がったてめえらに、くれてやる首なんかねえ！　延声の住民を追い出した恩知らずの沢さわ樹ぎ延えん銘めいの手下ども！　かかってきやがれ！」

　その龍飛の言葉を聞いた延声の守備兵の何人かは、心の底から嫌いやそうな顔になった。

　見る見るうちにその兵士たちからやる気が失うせていく。

「俺は沢樹の手下なんかじゃねえ！　馬ば鹿かにするな！」

　半分やけくそになったその兵士が斬きりかかるが、刃先には迫はく力りよくが無い。

　それを見切ったのだろう。龍飛は鉄棒でその兵士の剣をはね上げると、したたかに肩を打ちすえた。

「ぐはっ！」

　その場に崩れ落ちた兵士を見み据すえて龍飛は咆えた。

「やる気のねえやつを相手にするほど落ちぶれちゃいねえ。命までは取らねえ、安心しろ！　だが、殺やる気でくるやつは殺り返す！　さあ、かかってきやがれ！」

　その間にも、次々に高こう架か楼ろうや雲うん梯てい車が城壁に取り付き、侘タ瑠ル徒ト軍の兵士を続々と送り込み始めていた。

　延えん声せいの城壁の上に立った孟もう旗き将軍の参さん謀ぼうが、苦笑いを浮かべてつぶやいた。

「侘瑠徒を攻略するために何度も訓練したその成果が、ここで役立つとはな……人の運命とはわからぬものだな」

　参謀の横に立っていた百人隊長が、笑いながら聞いた。

「後悔していますか？」

　参謀はにやっと笑って言った。

「ああ、後悔している。最初から侘瑠徒についていれば、少なくともこの前のような苦労はしなかったからな！」

　百人隊長は笑ってうなずいた。

「私もですよ」

　城壁の上の戦いは、侘瑠徒軍が圧倒的強さで延声軍を押していた。

「城門だ！　城門を開けろ！」

　侘瑠徒軍の指揮官が叫さけぶと、同じように延声軍の指揮官が叫んだ。

「城門だ！　城門を守れ！」

　戦いの場は外周壁にある大門の攻防に移ろうとしていた。







　　　第六章「潜伏」







　延声の外壁で激しい攻防戦が展開されていた、その頃。

　王宮の中にある防衛軍の総司令部では、沢さわ樹ぎがわめき散らしていた。

「なぜだ！　なぜ、軍倉庫がこれほどの被害をこうむったのだ！

　私の防衛計画！　完璧な！　一片の隙すきも瑕か疵しもない究極の防衛陣！　あの神しん流りゆう千せん斗とを陥おとしいれ、完かん膚ぷなきまでに叩たたきつぶす華か麗れいな罠わな！

　その、その、すべてが失われた！　補給なくして戦いは成り立たない！　あの倉庫こそがすべての要かなめ、すべての礎いしずえ！

　警備は何をしていた！　延声防衛のために、備蓄食料がどれほど重要なのか知らなかったのか！　責任者を処刑しろ！　万死をもって償つぐなわせろ！　いや、それよりも犯人を捜さがし出せ！　軍倉庫を爆破した犯人を捜し出し、ここに連れてこい！　私が八つ裂きにしてやる！」

　沢樹の頭に血が上るのも無理はない。

　侘瑠徒攻略に失敗した沢樹にとって、延声防衛はまごうことなき名誉挽ばん回かいの最後の機会だったのだ。
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　だからこそ、延えん声せいに立て篭こもり帝都からの応援を待つだけの消極策を、沢さわ樹ぎは取らなかった。

　侘タ瑠ル徒トの反徒が攻め寄せてきた場合は、外壁と内壁の間に誘い込み、そこで一気に殲せん滅めつする計画を立てていた。

　延声の住民を追い出し侘瑠徒に押し付けたのは、その準備をする時間を稼かせぐためである。街の男たちを残したことで労働力も手に入った。土木作業や物資の運搬に兵士を使わずにすむ。その分兵士の訓練は進み、訓練度が上がる。そして、軍規が厳しく運用されることで、兵士に緊張感が生まれた。

　すべてが順調に、沢樹の理想通りに進んでいた。そして、そのすべてを支えていたのが、兵糧を貯ため込んだあの軍倉庫だったのだ。

　名誉挽ばん回かいの機会が目の前で跡形も無く吹っ飛ばされたのを見た驚きよう愕がくと絶望は、沢樹の理性を完全に崩ほう壊かいさせた。

　司令部の中でわめき散らしている沢樹のところに、参さん謀ぼうが飛び込んできて報告した。

「敵軍が西側と北側の二か所から、外周の城壁に取り付きつつあります！　いかがいたしますか？」

　沢樹はくるりと振り返ると叫さけんだ。

「外壁は最初から落とされるのが前提だ！　内壁の門を封ふう鎖さしておけばよい！　それよりも、軍倉庫を爆破した犯人を捜さがし出せ！」

「は？　いや、しかし……外壁には二千人の兵士が配置されております。この兵士を内壁の中に撤収させなくては……」

「構わん！　内壁を守り切るのが先だ！　外壁守備隊に死守命令を出して、内壁の門を閉じろ！　それよりも、軍倉庫を爆破した裏切り者を捜し出すのが先だ！　獅し子し身中の虫を抱え込んでいたのでは、危険極まりない！　予備兵力を、軍倉庫周辺に投入して、あのあたりにいた人間すべて捕ほ縛ばくして、連れてくるのだ！」

「し、しかし！　侘タ瑠ル徒トの部隊が外周に取り付きつつある今こそ、増援の兵を外壁に送り込み、外壁で敵の兵力を少しでも削けずるべきかと……」

「うるさい！　これは私の命令だ！　抗こう命めいするのか！　外壁は破られても、内壁で防衛すれば、この延えん声せいは落ちん。だが、その内壁の内部で破壊工作が行われれば、どんな堅陣でも簡単に落ちる！　犯人を捜し出すことも重要な防衛行動なのだ！　わかったか！　わかったら早く犯人を捜し出せ！」

「はっ！　了解しました！」

　参さん謀ぼうも、さすがに抗命とまで言われては、逆らうことはできなかった。

　もし、ここでさらに沢さわ樹ぎに意見具申をすれば、沢樹はためらうことなくこの参謀を捕縛しただろう。

　──仕方がない。外壁に送るはずだった増援部隊を、内部の捜索に振り向けるとしよう。

　こうして、中央広場に待機していた、外壁防衛に増援派遣される予定の兵士三千人は、そのまま内壁内部にある住宅街と官庁街の捜索に振り向けられることとなった。




「南なん豪ごうさん！　大変だ！　軍の命令で、軍役の人間を全員、一人ひとり残らず集めろとのことです！」

　血相を変えた若い男が、そう言いながら光凛たちが隠れている家の中に飛び込んできたのは、それからすぐのことだった。

「何だって？　軍役を集めて何をさせるつもりだ？　まさか兵隊に仕立て上げるつもりじゃないだろうな？」

　南豪と呼ばれた、三十代半ばのがっちりとした体格の男がそう答えると、家に飛び込んできた若い男は首を振った。

「いいえ、違います！　何でも軍倉庫を爆破した犯人をあぶり出すとかで、一人一人調べるんだそうです」

「何だそりゃ！　侘瑠徒軍が攻め寄せている最中だってのに、犯人捜しなんかやっている場合じゃねえだろうが！　あの馬ば鹿か司令官は何を考えてやがるんだ？」

　南豪は吐き捨てるようにそう言うと、部屋の隅で積み上げられた荷物の陰に隠れていた光こう凛りんとミリンに向き直って、声を潜ひそめて呼びかけた。

「光こう凛りんさん、ミリンさん、聞いた通りだ。沢さわ樹ぎの馬ば鹿か野郎は延えん声せい防衛そっちのけで、あんたらのあぶり出しを始めやがったぜ。どうする？」

　光凛とミリンは顔を上げた。

「おそらく、軍ぐん役えきに就いている人間を一か所に集めておいて、その間に宿舎に使っている家を一軒一軒家や探さがしするつもりなのでしょう……というか、私ならそうします」

「よそ者が紛まぎれ込んでイルかどうか調ベル場所に、ノコノコ出ていくワケにはいかナイですカラね……」

　南なん豪ごうは目を見開いた。

「そうか、人の気配を断たってから、家探しするってわけか……軍の連中もまんざら馬鹿でもなさそうだ」

「何だかんだ言って、帝国軍の参さん謀ぼうたちは優秀ですよ……さて、その優秀な連中から、どう隠れるか……」

　考え込んだ光凛を見て、南豪は提案する。

「床下にある、貯蔵庫にもぐり込むってのはどうだ？」

「誰でも思いつく場所ですね。おそらく捜索の帝国兵もそこを重点的に捜さがすでしょう」

「うーん、そうか。俺が考えつくような場所は、誰もが思いつく……か」

　ミリンが顔を上げた。

「デハ、天てん井じよう裏、屋根裏はどうデショウ？」

「二番目に誰もが考えつく場所だな」

「悪かったデスネ」

　ミリンは光凛をにらんだ。

「だったら、光凛殿ハ、どこに隠れるトいうのデスか！　人の考えを小馬鹿ニスルなら、あなたハいい隠れ場所を思いついてイルのでショウネ？」

　光凛は考えながら答えた。

「うーん、床下、天井、が駄だ目めだとしたら……壁の中かな」

「へ？」

　ミリンはあっけにとられたように口をぽかん、と開けた後で怒ど鳴なった。

「あなたは馬鹿デスカ？　壁の厚さを考えてミテくださイ！　あんな薄いトコロに人間がどうやって隠れるというのデスカ！

　ましてや、私のように身体からだガ薄い人間ナラいざしらず、光凛殿のような男の身体を収めるコトのできる、壁なんかアルわけないデショウ！」

　そこまで言った後で、ミリンは自分の胸を見降ろして、弁解するように付け足した。

「ワ、私は、身体が薄イ、と言ったのデスヨ。胸が薄いわけではアリマセン！　誤解しないでくださイ！」

　光こう凛りんは苦にが笑わらいしながら答えた。

「ええ、別に誤解してません。見ればわかることですから……」

　自分がさらっとミリンの神経を逆なでしたようなことを言ったとは気がつかないまま、光凛は話を続けた。

「こういう普通の住宅ではなく商家には、土蔵造りと呼ばれる人一人ひとりが入れそうな厚く土を塗ぬった壁で囲った建物があるんです。その壁を掘って隠れるというのはどうでしょう？」

　南なん豪ごうは目を見開いた。

「そうか！　確かにあの壁なら人が隠れるくらいわけはねえ。確か、向かいの家が生き糸いと問屋で、土蔵造りの建物があったはずだ！　よし！　時間がねえ！　おい！　左官と大工！　お前ら向かいの家に行って、急いで壁を掘れ！　壁土は、乾いているから、人が二人入れるくらいの穴ならすぐ掘れる！　急げ！」

「へい！　わかりやした！」

　南豪の言葉を聞いた、若い男たちが、手に手に穴を掘る道具を摑つかんで、家を飛び出していった。

「ありがとうございます！」

　頭を下げる光凛を見て、南豪は笑った。

「いや、なに、俺は口くち入いれ屋やだからな。知り合いの職人とかはいくらでもいるんだ。それより、うちのかみさんと子供たちを助けてくれてありがとうよ。手紙読んだときは、思わず涙ぐんじまったぜ……恥はずかしい」

「口入屋」というのは、仕事が欲しい職人や働き口が欲しい人を集めて仕事先を紹介し紹介料を取る職業で、今で言うところの職業あっせん所、要するにハローワークのようなものである。

　人の手配に長たけている口入屋には、軍も一目置いて遠えん慮りよするだろうし、人が集まる場所には噂うわさが集まってくるし、人が大勢いても不審には思われない。

　伏ふせ龍たつがこの南豪という口入屋を光凛とミリンの潜せん伏ぷく先に選んだのは、そういう理由だった。

　伏龍は延声の避難民の中から南豪の妻を捜さがし出した。そして、延えん声せいに残る南豪に、避難民は侘タ瑠ル徒トに収容されて無事であることと、光凛とミリンへの協力を依頼する手紙を書いてもらった。

　光凛が蒼あお橋はし商会の馬車に隠れていたとき、懐ふところに入れてあった手紙がそれである。

　南豪をはじめとする延声の男たちは手紙を読んで、延声を追われた妻や子供たちが無事に侘瑠徒に収容されたことを知ると、伏龍の思おも惑わく通り光凛への協力を約束した。

「さあ、時間がねえ！　光凛さんもミリンさんも、向かいの家に行ってくれ！」

「わかりました！」

　光凛とミリンは南豪の口入屋を出ると、急いで向かいにある大きな商家に入った。

　帳場を抜けて廊下を進むと、奥に黒い壁が見えてきた。

「あれが土蔵造りの部屋だ。北域の商家にはよくある作りの部屋なんです」

「よく知ってイマシたね、こんな部屋のコト」

「ええ、軍資金の運搬と兵糧の買い出しで、いろいろな街の商家に顔を出していたので覚えていたんだ。この壁なら、人一人ひとりくらいなら潜ひそめると思ってね」

　八十センチ近い厚さの壁を見て、ミリンがうなずいた。

「確かニ。これなら隠れることができそうデスね」

　部屋の中では、男たちが一心不乱に壁を掘っていた。

　壁の中に人が入り込めるように、まず床から七十センチほどの高さに、縦長の半円状の穴を開け、その中を掘り広げている。

　壁土は柔らかく、簡単に掘り進むことができるのだろう。穴は見る見るうちに広がっていく。

「いいか！　土を床に残すな！　土から足がつく！　掘り出した土は、ザルと板で運び出し、中庭の池に投げ込むんだ！」

「わかりやした！」

　そう言って掘り出した土を運んでいる男たちと、その土が投げ込まれている中庭の池を見て、光こう凛りんははっと目を見開いた。

「皿だ！　皿を持ってこよう！　台所で高そうな皿を持ってくるんだ！」

「皿？　何のために？」

「いいから！　皿で、あの池の濁にごりを誤魔化すんだ！」

　光凛はそう叫さけぶと、商家の中へ走り出した。

　台所に飛び込んで、戸棚を片っ端から開け始めた光凛を見て、ミリンは怪け訝げんな顔になるばかりだった。

「……さっき首を絞しめたときニ、脳の血管が二、三本切れたノかもシレマセンネ……」

　やがて、光凛は奥のほうの棚から、いかにも高そうな染付の絵皿を見つけ出した。

「あった！　よし！　これだ！」

　光凛はそう叫ぶと、絵皿を抱え込んで中庭に走った。

　ミリンも怪訝そうな顔のまま、その後を追った。

　中庭に戻った光凛は、抱えてきた絵皿のうち数枚を中庭に投げ込み、残りを手元に置いて、掘り出した壁土を運んできた男に声をかけた。

「おい、その土を、ここにくれ！」

「え？」

「いいから！　早く！」

「は、はあ……」

　男は怪訝そうな顔のまま、土を光凛の手元に落とした。

「ありがとう！」

　光凛はそう言うと、その土に池の水をかけて練ねり始めた。

「何をするつもりデスか？　壁を塗ぬり直すつもりですカ？」

「いいや、違う。こいつで皿を包んで、ここに置いておくんだ」

「はア？　泥どろで皿を包む？　何デスかそれは……何かのおまじないデスカ？」

　光こう凛りんはうなずいた。

「ああ、おまじないと言えばおまじないかもしれない……池の泥の濁にごりを見て気がつくような人間に効くおまじないさ！」

「はあ？　帝国人のおまじないは、変わってマスねえ……」

　ミリンがそう言って首をひねったとき、家の中から声が飛んだ。

「光凛さん！　ミリンさん！　できました！　人二人ふたり、なんとか入れる隙すき間まを開けました！　早く入ってください！」

「わかった！　今行く！」

　光凛は壁土の泥団だん子ごの中に絵皿を差し込んだものを池のほとりに置くと、まわりに泥水を撒まいてから、顔を上げた。

「よし、これでいい！　隠れるぞ！」

　男たちが掘った壁の穴は、半円状の入り口の左右に、向かい合わせで座れるような形で掘られていた。

「さあ急いでください！　お二人が入ったら板と布で覆おおい、その前に戸棚を置いて見えないようにします！　あ、あと、これは水の入った竹筒と、干したナツメの実です！　長引いたときのために用意しておきました！」

「ありがとう、恩に着る！」

　光凛とミリンは竹筒と小さな袋を受け取ると、そのまま壁の中に身を潜ひそめた。

　すかさず、男たちが板を立てかけ、その上に絹織物の壁掛けを下げ、駄だ目め押しに黒こく檀たんで作られた大きな食器棚を運んで、その前に置いた。

「よし！　床を掃はけ！　土を残すな！　急げ！」

　男たちは手て際ぎわ良く床を掃くと、壁の中にいる光凛とミリンに呼びかけた。

「兵隊がすぐそこまで来ています！　私らは行かなくちゃなりません！　お気をつけて！」

「わかりました、ご苦労様です」

　そう言った後で、光凛は慌あわてて呼びかけた。

「戻ってきたときは、まず『南なん豪ごうさんのところから来ました！』と言ってから声をかけてください。お願いします！」

　若い男は何かに気がついたのだろう。はっとしたように息を吞のんだ後で答えた。

「わかりました。『南豪さんのところから来ました』ですね……忘れないようにします！」

「お願いします！」

　光凛の言葉を聞いたミリンは、怪け訝げんな顔になった。

「何で、わざわざ、名乗らなきゃならないのデスか？　馬ば鹿かみたいデスね」

「まあ、いろいろ考えているだけですよ。もしものときってのをね」

　気がつくと、家の中から人の気配が消えていた。

　しん……と静まり返った家の壁の狭せまい空間の中で、光こう凛りんとミリンは向かいあってお互いの顔を見合わせていた。

「……！」

　最初にそれに気がついて目を逸そらしたのは、ミリンのほうだった。

「何を、人の顔を見ているでスカ。気持ち悪い男デスね」

「あ、いや……申し訳ない」

　光凛は慌あわてて頭を下げた。

「その細い身体からだのどこに、あんな強さがあるんだろうと思って……」

「なんと！　顔だけでなく、カラダも見ていたのデスね！　油断もスキもありませんネ」

　ミリンはそう言うと、自分の身体を抱きかかえるように両手を回した。

「あ、いや、そんなつもりはなくて、というか」

「信じラレまセン！　男はミんなオオカミです！」

　──だったら、あなたはメスのオオカミです。

　光凛は思わずそう言い返そうと思って、慌ててその言葉を吞のみ込んだ。

「……ソレにしても……」

　ミリンは不満そうな口調でつぶやいた。

「護衛のためについてキたというノに、ちっとも戦闘がありマせんネ。こんなことナら、別にワタシがついてイなくテも、よかったのデハないデスか？」

　光凛は苦笑した。

「戦って切り抜ける、というのは、最後の手段です。他に手が無くなって、戦わざるを得ない、というときに戦うんです」

「それハ臆病モノの言い訳デス。男なら、ガツン！　とぶち当たっテ、拳こぶしで決着をつけるべきデス。シムールでソンなことを言っていたら、鼻で笑われマス」

　光凛は肩をすくめた。

「その、何でもゲンコツで解決！　というところが、シムールの強さであり、弱さでもあるんですよ」

「シムールは、弱くありマせん！」

　思わず声を上げたミリンの口を、光凛は人差し指で抑えた。

「しっ！　静かに！」

「なっ！」

　抗議しようとしたミリンの耳に足音が聞こえてきたのは、そのときだった。

　──家や探さがしの兵士だわ！

　ミリンがこくんとうなずいたのを見て、光こう凛りんはミリンの口を押さえていた人差し指を離した。

「次はこの家だ！　捜索を始めるぞ！」

「一班は外周に、二班三班は室内だ！　かかれ！」

　指揮官らしい男の命令と共に家の中に入ってきた兵士たちは、二十人ぐらいだろうか。乱暴に扉を引き開ける、ばたん、どすん、という音や、床板を剝はがす、めりめり、という騒そう々ぞうしい音を立てながら、光凛とミリンのいる部屋に迫せまってきた。

「床下と天てん井じよう裏をくまなく捜さがせ！」

「敷物の下も調べるんだ！　戸棚の中も忘れるな！」

　兵士たちに細かい指示をする声が聞こえる。

　どすどす、という足音が、二人ふたりが潜ひそんでいる壁のすぐ横を歩いていく。

　やがて、土蔵造りの部屋の戸を開ける音がして、人が入ってくる気配がした。

　光凛とミリンは息を殺して、その気配を追っていた。

　どすどすと歩き回った足音が部屋の真ん中で止まると、ばさっという重く厚い布がめくれる音がした。どうやら、床に敷いてあった絨じゆう毯たんをめくった音らしい。

　床下に入る隠し扉を探しているのだろう。床を、どんどん、と踏ふみ付け始める。そのとき、遠くから「ぴぃいいいっ！」という警けい笛てきの音がした。

　そのとたん、家中を家探ししていた物音が、ぴたりとやんだ。

　しん……と家の中が静まり返る。

　家探ししていた兵士たちが息を殺して、家の中の気配を探さぐっているのがわかる。

　──そうか、兵士が動き回っていれば、家のどこかに隠れている人間が、隠れ場所を移動してもわからない。だが、こうやって、一斉に動きを止めて気配を探れば、もし移動していれば、すぐに見つけることができる。

　──この捜索部隊を指揮している指揮官は、切れ者だ。

　やがて、数を百数え終わったくらいの時間が過ぎたとき、再び「ぴりりりりりぃっ！」という警笛の音が聞こえた。

　それを合図に、家探しが再開された。

　しばらくして、中庭から兵士の声が聞こえた。

「隊長！　池が濁にごっています！」

「自然に濁ったものではありません！　土を投げ込んだものと思われます！」

「これは……壁土のようです」

　光凛の前で、ミリンが息を吞のんだのがわかった。

　だが、指揮官らしい男が答えた。

「これは……皿を運んできた泥どろの球を、池で溶かしたんだな」

「皿を運んできた泥どろの球……ですか？」

「ああ、皿は割れやすいからな。馬とかで遠くまで運ぶときは、泥の中に皿を入れて、乾かして土の球のようにして運ぶんだ。そして、目的地に着いたら池の中に放り込んで、泥を溶かす。そうすれば中から無傷の皿が現れるって寸法だ。見ろよ、その泥の球の間から、高そうな皿が見えているし、池の中にも皿が見えている」

「あ、本当ですね。皿がある！」

「池が濁にごってるのは、そういう理由だ、気にするな」

　指揮官らしい男は、どこか投げやりな口調で付け足した。

「沢さわ樹ぎの言うことを聞いても、この先ろくなことはなさそうだ。軍倉庫が爆破されて、兵糧が消し飛んで、侘タ瑠ル徒トの連中が攻めてきてるってのに、こんなところで家や探さがしさせているようじゃ、先が見えている」

「……俺たちはどうなるんですかね？」

「どうなるって……相手はシムールと反乱軍だ。シムールに降参したとなれば、俺たちだけの問題じゃない。一族郎党、故郷の親兄弟にまで罪が及ぶだろう。そう簡単に降参しますってわけにはいかない。

　あの馬ば鹿かの沢樹が、降参しますって言ってくれればいいんだが、そんなこと言うと思うか？」

「そりゃあ……無理ですね」

「こんなときに犂すき山やま様がいてくれればなあ……」

「それは言わない約束だ。犂山閣かつ下かは王おう宮きゆうで監禁されちまってるんだ。どうしようもねえだろう……さあ、次の家に行くぞ！」

「了解しました！」

　家探しする兵士の足音は、少しずつ遠ざかっていった。

　やがて、家の外周で音がするだけで、家の中に兵士の気配が無くなったのを見計らって、ミリンがそっとささやいた。

「あの泥と皿には、そういう理由ガあったノですネ……」

「ええ、池の水が濁っているのを見て、壁土を連想されたら終わりです。ですから、皿と泥を使って、池の水が濁っている理由を作っておいたんです。

　人間というのは、理由に納得できれば、それ以上疑問には思わないんですよ」

「それにしてモ、よくまあ、とっさに、そんなコトを思いつきますネ。光凛殿は変デス」

「変ってのはないでしょう……」

　光凛は苦笑いした後で考え込んだ。

　──さっきの会話でもわかる。

　最前線の下っ端の兵士は、もうやる気なんかない。でも、降伏したくても、後のことを考えると投降はできない。

　侘タ瑠ル徒トの攻防戦のときは、司令官である孟もう旗き将軍が腹をくくることで、兵は死なずにすんだ。

　上に立つ者が降こう伏ふくすると言わない限り、無む駄だな戦闘が続くだろう。

　──でも、沢さわ樹ぎは駄だ目めだ。あの男は自分の首を懸かけて部下の兵士を救おうなんて考えるわけがない。この戦いを終わらせることができるのは犂すき山やま閣かつ下かしかいないだろう。

　南なん豪ごうさんたちは、犂山閣下は沢樹に殺されてしまっているんじゃないか？　とか言っていたが、さっきの兵士たちの会話を聞くと、どうやら王おう宮きゆうの中に監禁されているようだ。

　──待てよ。ということは、もし犂山閣下を救出できて、閣下の口から降伏という言葉を引き出せれば、この延えん声せいの兵士たちは雪崩なだれを打って侘瑠徒軍に降伏するだろう。

　何とかして、犂山閣下を助け出せないものだろうか……。

　光こう凛りんがそんなことを考えていると、ぽつんとミリンがつぶやいた。

「静かでスね……もう、家や探さがしは終わったみたいデスよ？」

「ええ、他の家に向かったみたいですね……」

「出ても大丈夫でショウカ」

　光凛は首を振った。

「いえ、下へ手たに動かずに、南豪さんのところの人たちが迎えに来るまで、じっとしていたほうがいいと思います」

「そうデスか。光凛殿がそう言うのなら、待ちましょウ」

　ミリンは素直に言うことに従った。

　──おや？

　光凛はミリンの素直さが気になった。

　いつもなら、何か提案すれば、必ずひと言返ってくるのだが、それがなかった。

　向かいに座っているミリンの顔が、暗い壁の穴の中に白く浮かんで見える。

　普段、あまり表情を表に出さずに毒舌を返すから冷たい女のように感じるが、毒舌が言えるというのは、それだけ相手をよく見て、ちゃんと理解しているからだ。

　感情の細かい、気の回る人間でなければ、気の利いた言い返しはできない。

　光凛は目の前に座っているミリンの細い肩を見て思った。

　──実際、この細い身体からだのどこに、あんな戦闘力が潜ひそんでいるんだろう？　侘瑠徒で刺客を倒したときもすごかった。

　後で、龍りゆう飛ひさんやミーネ姫から、ミリンさんが城壁で帝国兵を相手に獅し子し奮ふん迅じんの働きをしたという話を聞いたけど、さもありなん、と思ったっけ。

　ミーネ姫が「ミリン一人ひとりで帝国兵十人分の戦闘力じゃ！」と胸を張っていたのがわかるな。

　この後、侘瑠徒軍が内壁に攻撃を仕掛け始めたら、家探しなんて悠ゆう長ちようなことはやってられない。

　このあたりも大おお騒さわぎになる。その隙すきに乗じようじて脱出することになっているが、ミリンさんの体術はきっとそのとき役に立つだろう。

　──待てよ。

　もしかしたら、その混乱に乗じようじて、犂すき山やま閣かつ下かを救出できるかもしれない。

　犂山閣下に「戦うのをやめろ」と言ってもらえれば、最前線の兵士たちに降伏する理由ができる！

　でも、どうやって、王おう宮きゆうの中に入る？　私は帝国兵の格好をすれば、何となるかもしれないが、ミリンさんは無理だ……。

　光こう凛りんが自分をじっと見つめていることがわかったのだろう。ミリンが心なし頰ほほを赤く染め、居い心ごこ地ち悪そうに身をよじった。

「何を考えてイルのデスか……ホント、気持ち悪イ男ですネ」

「あ、いや、この後、脱出するときは、ミリンさんのお世話になるんだろうなあ、と考えていたんですよ」

「……確かに、戦って切り抜けなくテはならないコトになるかもシレませんね……まあ、そのときは、侘タ瑠ル徒ト軍が攻め込んできているデショウ。外に気を取られていレバ、中はおろそかニなりマス」

「それなんですが……その混乱に乗じて王宮に忍び込み、犂山閣下を救出できないでしょうか？」

「ハア？」

　暗がりの中でも、ミリンがあきれ果てているのがわかった。

「軍倉庫を爆破して、沢さわ樹ぎが目の色変えて捜索しているのデスよ？　これ以上の騒さわぎを起こして逃げられルと思っているんデスか？　頭がいいと思って感心してタのに、まるっきり馬ば鹿かデスね、あなたは！」

「いや、確実に逃げるため……つまり、戦いを終わらせるためには、ここで犂山閣下を救出すべきなんだ！」

「何で敵を助けなきゃいけないのデスか！　犂山というのハ、この延えん声せいの領主！　県令デスよ？　忍び込んで暗殺するならいざしらず！」

「いや、敵だから助けて味方にするんです！　侘瑠徒のときの、孟もう旗き将軍のように」

「……助ける価値のあるオトコなんですカ？」

「あなたの主人やその伴はん侶りよは、価値があるかどうかで助けるか否いなか、決めるような人間かい？」

「……ありゃあ猫ねこデス……ガ、言いたいコトはわかりまシた」

　ミリンがそう答えたとき、複数の足音が家の中に入ってきた。

　とはいえ、捜索の兵隊に比べるとはるかに少ない。せいぜい、五人か六人くらいだろう。

　ミリンと光凛が息を殺していると、その足音の主が叫さけんだ。

「もう大丈夫です！　出てきてください！　兵隊は行ってしまいました！」

「ご苦労様でした！　もう大丈夫ですよ！」

　ミリンがほっとしたように顔を上げて立ち上がろうとした。

　だが、光こう凛りんがその肩に両手をかけて、その場で押し戻した。

「なっ！」

　声を上げようとしたミリンの口を光凛の手が塞ふさぐ。

　ミリンは目に怒いかりの色を浮かべて、その手首の関節を逆に取ってひねった。

　ぺきっ！

　割り箸ばしを布にくるんでへし折ったような音が響いた。

　光凛の顔が苦痛にゆがむ。だが、光凛は奥歯を嚙み締めて、声を立てない。

　その表情を見たとき、ミリンは我に返った。

　──おかしい、なぜ声を上げない？　今のひねりは、関節だけではない、軟なん骨こつまでいっているはず！

　そのとき、ミリンの耳に家の中に入ってきた男たちの声が飛び込んできた。

「何だ？　今、物音がしなかったか？」

「いえ、別に……」

「いや、こっちのほうから聞こえたような気がする！　詳くわしく調べろ！」

　ミリンの顔から血の気が引いた。

　──しまった！　罠わなだったのか！

　大人数で家の中を大おお騒さわぎで捜さがした後でしばらく放置する。すると、ほとぼりがさめて隠れていた人間の気が緩ゆるむはずだ。そのとき「大丈夫ですよ、兵隊は行ってしまいました、ごくろうさまでした」と声をかける。

　気が緩んでいるから、騙だまされたとも知らずに、のこのこ出てくるだろう、ということですね！

　──なんという卑ひ劣れつな罠！

　そして、そこまで考えたとき、ミリンは、この壁の中に隠れる際、光凛が穴を掘った職人たちに言った言葉を思い出した。

　そうか！　それで、光凛殿はあのとき「戻ってきたときは、まず『南なん豪ごうさんのところから来ました！』と言ってから声をかけてください」と言ったのか！

　あれが合言葉だったのだ！

　つまり、光凛殿はこのことまで考えていたのですね！

　ミリンは自分が摑つかんでひねっていた光凛の左手首を離すと、関節を元にひねり返し強く押さえつけた。

　光凛の顔がまた苦痛にゆがむ。

　ミリンは懐ふところから布を取り出し、それを当てて手首の固定を始めた。

　家の中に入ってきた兵士たちは、しばらくあちこち部屋の中を見て回っていたが、やがてその中の一人ひとりがあきらめたようにつぶやいた。

「気のせいだったかなあ……」

「そんなにむきになるなよ。沢さわ樹ぎに褒ほめてもらっても、先はねえ」

「ああ、俺たちは食い物の恨うらみで犯人捜さがしをやっているようなものだしな」

「次の家に行こうぜ」

　そんなことを口々に言い合いながら兵士は家を出ていった。

　静まり返った家の中に、遠く外壁で戦っている侘タ瑠ル徒ト軍の角笛が聞こえてきた。

　光こう凛りんの手首を固定しながら、ミリンはつぶやいた。

「あれはシャン族の出陣の角笛デス……外壁の戦いがひと段落ついたのでしょう……これで痛みは薄くなると思いマス」

「ああ、どうもありがとう」

　顔を上げて目を見開いたミリンは、慌あわてて首を振った。

「トンでもない！　罠わなに引っかかりそうになった私を止めてくれたのは光凛殿デス。なのに、こんなことをしてしまって……申し訳ありマセン」

「あ、いや、いきなり口を塞ふさいだのは私だ……ミリンさんが怒るのも無理はない、こいつは私の責任だ」

　光凛がそう答えたとき、再び数人の足音が聞こえた。

　ミリンと光凛は黙だまって耳をそばだてた。ミリンはちらっと上目づかいに光凛の顔を覗のぞき見る。光凛の顔は緊張からか、いつもより引き締まった表情に見えた。

　──先ほどの技は完全に関節が極きまっていた。大の男でも叫さけぶはずです。なのに、うめき声すら上げなかった。意外にこの男……。

　ミリンの思考を遮さえぎるように、家の中に走り込んできた足音の主が叫んだ。

「南なん豪ごうさんのところから来ました！　兵隊は引き揚げました！　もう大丈夫です！」

　光凛とミリンは顔を見合わせると、ほっとため息をついた。

　なぜ、光凛たちを捜索していた兵士が引き揚げたのか。

　話は少しさかのぼる。




　西門の脇わきにある外壁に雲うん梯てい車を寄せて、そこから城壁に取り付いた侘瑠徒軍は、龍りゆう飛ひを先頭に押し立てて、延えん声せいの守備軍を文字通り粉ふん砕さいしていった。

「うぉおおりゃあ！」

　かけ声とともに、ぶん！　と音を立てて振り回された鋼鉄の太い棒が、城壁から下に降りる階段のところに陣取っていた守備兵の盾に当たった。

　普通ならそこで棒は止まる。もしくは遅くなる。だが、龍飛の振った鋼鉄の棒は、盾を構えた人間の質量を無視したかのように、兵士を盾ごとふっ飛ばした。

「わはははは！　無む駄だ無駄ぁ！　二人ふたりや三人で、この鋼こう長ちよう棍こんが止められるか！　十人、二十人連れてきやがれ！」

　龍りゆう飛ひの突進は止まらない。

　城などに立て篭こもって戦うとき、防衛側の戦う場所は三つある。

　ひとつ目が「城壁の外」である。城壁に取り付こうとする敵兵を弓矢で迎え射うち、城壁に近づけさせないようにする戦い方である。

　二つ目が「城壁の上」である。城壁に取り付かれてしまった場合、城壁の上で戦い、敵を外に押し戻す戦い方である。

　たとえ、城壁に取り付かれても、そこで押し戻せれば勝ち目はあるのだ。

　三つ目が城壁の内部での戦いである。これは、もはや負け戦いくさに等しい。城壁の中に入ってくるということは、もはや城壁が意味を為なさないという意味である。

　延えん声せいのように外壁と内壁の二重の城壁を持つ構造の城じよう塞さいでなければ、内部に侵入した敵が城門を開ければ、それで終わりである。城は落ちるのだ。

　大暴れする龍飛の手によって、城壁の上が制圧されそうになったのを見た延声側の指揮官は、副官に向かって叫さけんだ。

「くそ！　兵が足りない！　このままでは押し切られる！　おい！　応援は？　応援はどうなっている！　伝令は戻ってこんのか？」
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「はっ！　先程送り出しましたが、まだ戻ってきません！」

「仕方ない！　兵力を西門に集中させろ！　あそこが破られれば、終わりだぞ！」

　だが、指揮官の命令が伝わるよりも、城壁の守備兵たちを蹴け散ちらした龍りゆう飛ひたちの部隊が、城壁を駆かけ下りて城門の内側に回るほうが早かった。

　外壁の西門の内側には太い材木でかんぬきがかけられ、さらにその周りに石や土ど囊のうなどがうずたかく積み上げられていた。

「ようし！　こいつをどかせ！　門を開けるんだ！」

　龍飛がそう叫さけんで、部下と共に積まれている土囊や岩を動かし始める。そのときになって、やっと外壁の他の場所で戦っていた守備隊の兵士たちがやってきた。




　戦場が城壁から城門の内側に移ったその頃。

　城門の外側では、門の上に潜ひそんで矢を射い続けていた守備兵たちのほとんどを、ミーネと晴せい凛りんが倒していた。

　ミーネは西門の前まで馬を寄せると大声で叫んだ。

『見よ！　もはや我らに降る矢は無い！　門を守る弓きゆう兵へいは、ことごとく晴凛の矢によって倒された！　いざ！　者ども！　門を押せ！』

　それを見た侘タ瑠ル徒ト軍の歩兵たちが、一斉に歓声を上げた。

「うぉおおおおおおお！」

『シャン族も負けるな！　いざ！』

　ミーネが右手を上げると、四千人のシャン族が一斉に歓声を上げた。

「うぉおおおおおおお！」

　後方で、その光景を見ていた伏ふせ龍たつが、傍かたわらにいた孟もう旗き将軍の参さん謀ぼうに向かって叫さけんだ。

「門に取り付いた！　工兵隊に連絡して、破は城じよう槌つちを！」

「わかりました！」

　やがて、後方に置かれた資材馬車の中から、大きな枠わくに吊つるされた太い丸太が引き出されてきた。

　馬に引かれて城門に運ばれてきた破城槌を見て、ミーネが怪け訝げんな顔になった。

「これは何じゃ？　鐘かねつき堂の鐘をつく棒の化け物か？」

「これは破城槌と言って、城の門や家の扉などを打ち破るものです。みんなで力を込めて、あの丸太を門に叩き付け、突き破るのです。帝国軍が侘瑠徒攻略のために用意してあった城攻めの道具ですよ」

「そうか、一歩間違えれば侘瑠徒の城門が、こいつで破られていたのかもしれん、ということか……」

「ええ、そういうことです。でも、今回は、こっちが攻める側ですから」

　孟もう旗き将軍の配下の工兵たちが、てきぱきと破は城じよう槌つちを設置していく。

　固定のくさびを打ち込み終えると、工兵隊の隊長が大声で怒ど鳴なった。

「ようし、準備完了だ！　破城槌に取り付け！」

　その言葉を待っていたかのように、歩兵とシャン族の戦士たちが破城槌に取り付いた。

「そぉーれぃ！」

　声を合わせて、破城槌を引き始めるのを見て、

「おおっ!?」

　と、ミーネが目を輝かせた。

　ミーネが身を乗り出して見ていると、今度は、

「おおおおおう！」

　というかけ声とともに、破城槌が城門に向かって凄すさまじい勢いで叩たたき付けられた！

　どごぉおおおおん！

「おおおおお!?」

　その激しさに、ミーネはいても立ってもいられなくなったのか、

「面白そうじゃ！　わしが音頭を取ろうぞ！」

　ロヘリンから飛び降りると、すたたたっ！　と走って、破城槌の前のほうに走り寄った。

「え、ちょっと、姫様!?　危ないですってば!?」

　晴凛が引き留めようとするも、ミーネは省かえりみずに、破城槌を構えた男たちに胸を張って叫さけんだ。

「ようし、者ども！　わしの声に合わせて、こいつを押すのじゃ！　いいな！　そーれぃ押せえ！」

　後ろに引いて、反動をつけた破城槌が勢いよく押し出されて、城門の門もん扉ぴに、どごぉおおん！　と叩きつけられる。

「ようし！　いいぞ！　もう一いつ丁ちよう！　そぉおおれ！　押せぃ！」

「おおおおおう！」

　ミーネの音頭に合わせて、男たちが渾こん身しんの力を込めて破城槌を押し出す。

　どごぉおおおおん！

「押せぇい！」

　どごぉおおおおん！

「そぉれ押せぃ！」

　どごぉおおおおん！

「力の限り押せぃ！　根性を見せてみろぉ！」

　どごぉおおおおん！

「にゃーっ！」

　どごぉおおおおん！

　ミーネのかけ声とともに、門扉もんぴに叩きつけられる破は城じよう槌つちの勢いがどんどん増していく。

　その頃、門扉の内側では、龍りゆう飛ひと守備隊との間で、激しい戦闘が続いていた。

「いいか！　やつらは俺が防ぐ！　お前らは土ど囊のうと岩をどかせ！　門さえ破ればこっちのものだ！」

　どがぁあん！　どがぁあん！　と外側から叩たたきつけられる破城槌の衝しよう撃げきで、巨大な城門の扉がぎしぎしと揺ゆれ始めていた。

　門をめぐる戦いが激しさを増している中で、外壁の守備隊の指揮官は、手に持った指揮杖つえを振り回して叫さけんだ。

「応援はどうなった！　今ここで応援が来なければ、外壁は破られる！　外周市街地は敵の手に落ちるのだぞ！」

　そのとき副官が叫さけんだ。

「あ！　伝令が戻ってきました！」

　副官の言葉の通り、そこに一人ひとりの兵士が息せききって現れた。

「報告します！　沢さわ樹ぎ総司令官は外壁防衛陣を放棄。以後、延えん声せいの守備線を内壁とする、とのことでありました！」

　外壁の指揮官はうなずいた。

「確かに、ここはもう支え切れんだろう。もっと早く応援を寄こしてくれれば別だが……まあ過ぎたことに文句を言っても仕方ない。よし、撤収だ！　部隊をまとめろ！　内壁の門まで下がるぞ！」

「そ、それが……」

　伝令は口ごもった。

「どうした？　外壁を放棄するということは、我々に撤収しろ、ということではないのか？」

「いえ、撤収命令は出ていません。内壁の門はすでに内側から封ふう鎖さされています！　外壁守備部隊は現場を死し守しゆせよとのことでした！」

「何だと！」

　指揮官は自分たちの後ろにそびえたつ内壁を振り返った。

　日干しレンガで造られた高さ五メートルほどの外壁と違って、基礎の部分から石積みで作られた内壁こそが延声の本来の城壁だった。

　延声が発展するに従って集まってきた人々は、城壁の内部で生活ができなかったため、城壁の外側に家を建てた。そうやって広がった市街地を守るために、後から領主が作ったのが外壁だった。

　──あの内壁の内側さえ守れば、延声を守ったことになる。新市街地は後からやってきたよそ者の街だから見捨てても構わない──沢樹はそう考えたのだ。

　そして……そこで戦っている俺たちも、同じように、見捨てて構わないと！

　侘タ瑠ル徒ト攻略戦での理り不ふ尽じんな采さい配はい、そして今に至る憤ふん懣まんが一気に頭の中を駆け巡る。あたりを見回すと、何も知らない兵士たちは必死の形相でまだ戦っていた。彼らは援軍が来る、その一いち縷るの望みで持ちこたえていた。

「ふざけるな！」

　わなわなと肩を震わせると、指揮官は叫さけんだ。

　もう、どうでもよかった。士官としての誇ほこりも経歴も、帝都に残した家族も、もう、どうでもよかった。

「何のために戦う！　何のために！　守るべき住民もいないこの街で、お前らに用は無いと言われて戦う義理は無い！」

　指揮官は手に持っていた指揮杖つえを両手に持って、思い切り膝ひざの上に押し付けた。

　ばきっ！

　指揮官の誇りである指揮杖は、無残に折れた。

　指揮官は帝国緑軍上じよう佐さの階級を意味する緑の房がついた杖の残ざん骸がいを一いち瞥べつすると、無造作に投げ捨てた。

「隊長！」

　驚く副官と伝令の兵士を見て、守備隊の隊長は叫んだ。

「俺はもうやめた！　部下に好きにしろと言え！　戦いたいやつは戦え！　嫌いやなやつはやめちまえ！　とな！」

　その言葉が終わるのと、どがぁああん！　という轟ごう音おんと共に西門の扉が開くのは同時だった。

　この瞬しゆん間かんに、延えん声せいの外壁における組織的な戦闘は終わりを告げた。

　そして、開いた門から外周市街地に飛び込んできたのは、タッケイ族の騎馬兵たちだった。

「ああっ！　くそ！　タッケイ族に先を越されたではないか！」

　悔くやしそうな声を上げるミーネを見て、晴せい凛りんがなだめた。

「シャン族は馬を降りて破は城じよう槌つちを押していたんですから、仕方ありません。門を打ち破らなければ一番乗りできなかったんですから、別に悔くやしがるほどのことでもないでしょう？」

「いや、そういうものではないのだ！　これは気分の問題じゃ！」

　ミーネはそう言って不満そうに首を振ったとき、城内に躍おどり込んだタッケイ族の戦士は、外周市街地の奥にそびえる内壁を見上げて驚いていた。

『これは……でかい！』

『城壁の内側に、まだ城壁があるのか！』

　大門を突破して延声市街に突入した十数騎のタッケイ族の騎兵の前にそびえ立つのは、石造りの城壁だった。高さはおよそ八短里メートル。日干し煉れん瓦がで組み上げられた外壁よりも丈夫で高い。加えて二十短里ごとに防衛拠点である楼ろう閣かくがそそり立っている。

　外壁を突破できれば後は一いつ気き呵か成せいに攻め入ることができると考えていたタッケイ族の若い戦士たちは、人っ子一人ひとりいない市街地をただ駆かけ回るだけであった。

「シムールの田舎いなか者どもめ、驚いているな」

　内壁の上でその様子を窺うかがっていた指揮官は歯をむき出しにして笑った。

「延えん声せいにとって、外壁はただの前方警戒線に過ぎん。敵に奪われることは想定済みだ。この内壁こそが本当の防衛線だということを教えてやる」

　あえて大声でそのようなことを言うのは、部下の兵士に聞かせるためだ。

「突っ込んできたのは少数です。やりますか？」

「いや、もう少し待て。あいつらは一騎も残さず討うち取る」

　シムールの騎兵も意味もなくうろついているわけではない。効果的な射撃の位置取りのために走っている。騎兵の矢筒に入る矢の数は二十から三十。連続して射いればあっという間に射うち尽つくす。無む駄だに射る余裕は無い。

　すぐに騎兵たちは騎き射しやに適した場所を見つけた。内壁に並行して延びる道だ。シムールの若者たちは馬を真っすぐ進ませながら弓を構え、矢をつがえる。

　だが、それこそが帝国軍指揮官の待っていた瞬しゆん間かんだった。

「シムールめ、もう勝ったと思ってるな。帝国の戦争というものを教えてやる。弩いしゆみ、放てェ！」

　楼ろう閣かくに設置された弩が太い矢を発射した。ミーネが使う個人用の弩と違い、楼閣の床に設置された大型の弩は持ち運びができず、自由に狙ねらいはつけられない。だからこそ、あらかじめ弩の照準がつけてある道路にシムールの騎兵が来るのを待っていたのだ。

　うなりを上げて飛んだ矢が、先頭を進むタッケイ族の戦士の胴を貫つらぬいた。兵士三人がかりで巻き上げる大型の弩から放たれる矢である。皮の鎧よろいなど薄紙も同然だ。射抜かれた戦士は腸を撒まき散らしながらもんどりうって地面に転がり落ちる。

　これが合図となり、内壁の上にいた帝国兵が次々と矢を放つ。わずかな時間で、残りの騎兵も討ち取られ、地面に骸むくろをさらした。くずおれた馬が悲しげないななきを上げる。

「射ち方、やめ！　よくやった！」

　指揮官は野太い声で部下をねぎらう。兵士たちも、エイオウ、エイオウと歓声を上げた。

　──まずは、先勝。だが、こいつらは統制の取れてないおっちょこちょいの若造どもだ。次はこうはいかんだろうな。

　外壁から近づいてくる侘タ瑠ル徒ト軍の旗を見ながら指揮官はむっつりと考え込んだ。

　──侘瑠徒軍の主力は元帝国軍だ。延声の街もよく知っている。罠わなにかかることはないだろう。もちろん、それでも守ることはできる。たとえ、孟もう旗き将軍が相手でも、同数の兵ならば延声は守り抜ける。

　指揮官は内壁の内側に目を向けた。今なお、黒い煙を噴き上げる倉庫がいやでも目に入る。

　備蓄してある兵糧にどれくらいの損害が出たのか、参さん謀ぼうではなく前線指揮官の彼には想像もつかない。しかし、食料が無くなった結果、守っているだけでは負けてしまうのは自明の理だった。

　──事前の予定では、内壁を堅かたく守りながら、積極的に出撃して敵の出血を強しいる、だったが……。食い物が無ければ、長く守ることはできない。敵は延えん声せいを包囲して待っているだけでいい。こっちが餓うえて戦えなくなるのを。

「これから、どうなりますかね？」

　兵士の一人ひとりが、ぼそりとつぶやいた。指揮官は慌あわてて城壁の内側ではなく、外側に向き直る。そして、兵士の肩を叩たたいて大声で笑った。

「わははは、何を怯おびえている。安心しろ！　俺がいる限り、この内壁が落ちることはない！　たとえ十万の軍が来ようが、決して敵の手には渡さん！　ここを攻める者は、あのように無む惨ざんな骸むくろを市街にさらすことになるだろう！」

　指揮官はそう言って、シムール騎兵の死体を示した。兵士たちの意気が盛り返す。

「よし！　これからが本番だぞ。シムールや反徒どもに、本物の帝国軍がどれだけ強いか見せてやれ！」

　──倉庫と糧食が焼けたため、兵どもは不安になっている。俺がやるべきことは、やつらが実力を発揮できるように鼓こ舞ぶすることだ。だが……それ以上のことは俺にはできん。それができるのは司令官の沢さわ樹ぎだけだ。いや、もう一人ひとり……。

　背後の王おう宮きゆうを振り返りたい気持ちを、指揮官は押し殺した。

　──犂すき山やま閣かつ下かは定じよう族ぞく育ちの太たい平へい楽らくな人だが、暗あん愚ぐでも冷れい酷こくでもない。延声が守りきれないとなれば、降伏して城を明け渡す交渉をされるはずだ。

　……くそ、一番不安がってるのはこの俺か。これでは兵を笑えん……。

　内壁の守備隊の指揮官は、自分を叱咤しつたするのだった。







　　　第七章「救出」







「んっ……くぅ……も、もっと……」

「え……ええと……」

「駄だ目めです、もっとキツく縛ってくだサイ。もっとデす……そうデす……」

「こ、こうですか？」

「だ、駄目……ッ！　そこはもっとシっかり！　緩ゆるくテは効き目がアリません……クゥンっ！」

　光こう凛りんに縄なわでギリギリと縛り上げられているミリンが、色っぽいため息を漏もらした。

　そう。光凛がミリンを縛っているのである。それも、ちゃんと理由あってのこと。

　縄がミリンのまとっている黒装束に容よう赦しやなく食い込んでいくが、それだってお互い同意の上である。

　だが、光凛はおそるおそる、ミリンに声をかける。

「だ、大丈夫ですか？」

「大丈夫デす。ちょっと縄目が食い込んだだけで……というか、鼻息が荒いでスよ、光凛殿。何やらヨカラヌことを考えてイるのではアリマセンか？」

「そ、そんなことはありません！」

　慌あわてて首を振った光凛を、ミリンはジト目でにらんだ。

「……頭のいいヒトは、女の子をイジめて喜ぶ趣味を持ってイることが多いト聞きマす……光凛殿もそのケがあるのでスね」

「いや、ですから、そんな趣味はありませんって！」

「さてどウだか。私ダッテ、そういう性せい癖へきの男には興味アリませン」

「え、あ……何でそういう話になるんですか！？」

　ミリンは表情も変えずに首を振った。

「ヤレヤレ、冗談のツモリで言ったのに、ムキになるというのは怪あやしいデスね。まあいいでショう。とにかく、一見しただけでは、縄がすぐにキレるとわからないようにシてください。バレてしまってハ、元も子もありマせん」

「は、はい、しっかり結びます」

　光凛はちょっと焦あせりながら、ミリンの手首を後ろで縛った縄を、そのまま二の腕から肩に回して、そこでぐるぐる巻きにした。

「こうやって、何重にも巻いた縄を見せれば、まず疑う者はいないでしょう」

　ミリンは身体からだを左右にねじって、縄目を確かめてからうなずいた。

「ン……ソウデスね、これなら大丈夫デす。さあ、行きまショう！」

「あ、ちょっと待ってください……鎧よろいの寸法が合っていないので……」

　光こう凛りんはそう言うと、着込んでいた帝国軍下か尉いの軍服の帯を締め直し、鎧の結び目を引っ張って身体からだになじませた。

「ヤレヤレ。やはり身体が貧弱すギるのではないでスか？　かなり小さそうな鎧でスよ。それがぶかぶかだとか、筋肉が少なすぎるノです。まったく情けナい」

　ミリンが縛り上げられた姿のままで、ふう、とため息をつく。

　一般兵の軍服と銅丸を身に付けた、南なん豪ごうのところに出入りしている若い職人が、首を前に出すように頭を下げた。

「すいません、光凛さんに似た背格好の士官に目星をつけて、とっ捕まえて身ぐるみはいできたやつなんですけど……寸法が合わなかったっすか？」

「あ、いえ、これで十分です。軍服も鎧も着なれてますから、着こなしで何とかします。問題は、皆さんが兵士に見えるかどうかですね」

　若い職人たちは、お互いの軍服姿を見ながら、にやにや笑った。

「いやあ、俺たちのほうが、ガタイもあるし、ずっと兵隊っぽいと思いますぜ」

「見た目はそうですね。でも、軍人には軍人っぽい空気があるんですよ」

　光凛はそう言うと、男たちの前に立って胸を張り、号令をかけた。

「きをつけぇぇい！」

　光凛のような優やさ男おとこのどこから出たのだろうか、という、腹の底に響くような気合が込められた号令だった。

　その言葉を聞いたとたん、今までにやにや笑っていた男たちが、電流でも走ったかのように、ぴぃん！　と硬直した。

「ひィやうっ！」

　大きな音に弱いミリンが耳を塞ふさごうとして、縛られていることに気づき悶もだえた。

　驚く男たちを見て、光凛は笑いながら答えた。

「ははは、これが軍人っぽい空気というやつかな。戦場では声が通らなくては仕事にならないからね。まあ、一応士官として、それなりの訓練は積んでいるというわけですよ」

　気合いを入れられた若い男たちは、お互いの顔を見合わせた後で、感心したようにつぶやいた。

「……すげえな」

「いったいどこから声を出したんスか？」

　若い男たちは感心したようだったが、ミリンは涙目で光凛をにらんだ。

「私が大きナ音に弱いということを知ってイてそういう声を出すノでスね。私が逃げられない、手を出せなイところを見計らって、そういうコトをするのは、イジメでスね。喜んでイルのでショう、そうでショう！」

　光こう凛りんは慌あわてて首を振った。

「そんなことはありませんよ、軍人の雰ふん囲い気きを知ってもらおうと思っただけです」

「……そうデすか？　本当でしょウね？　私の弱いところをミつけたから、喜んでイるわけではナイのでスね？　ならいいのでスが」

「別に喜んでいるわけでも、いじめているわけでもありません、安心してください」

　光凛はそう言うと、若い男たちを見て言った。

「怪あやしまれないように、背筋を伸ばして兵隊っぽく歩いてください。軍隊は階級で動きます。私が敬礼した相手には、同じように敬礼してください。いいですね？」

「は、はい！」

「わかりました！」

　兵隊の格好をした男たちは、どこか気が緩ゆるんでいた今までの態度とは打って変わって、見違えるほどに背筋を伸ばして答えた。

「では、行きましょう」

　光凛が先頭に立ち、その後ろに上半身を縄なわでぐるぐる巻きにされたミリン。そして、その縄を持つ兵士。さらに後ろに鉾ほこをかついだ二人ふたりの兵士。その順番で歩き始めた。

　頰ほほと鼻の下につけたつけ髭ひげが、ごそごそするのを感じながら、光凛は自分に言い聞かせた。

　──私は、軍人とはいえ、ずっと軍務局の算議部にいたから、緑軍の一線部隊の兵士は私の顔を知らないはずだ。

　将校なら顔を合わせたことがあるかもしれないが、末端の下か尉いの顔など誰も覚えちゃいないだろう。

　自信を持って堂々としていれば、まずバレないはずだ！　シャンとしろ、シャンと！

　一いつ行こうが表通りに出ると、さすがに目立つのだろう。行きかう兵士たちが立ち止まった。

「見ろよ、女だぜ！」

「あいつか？　倉庫を吹っ飛ばしたのは」

「それにしても、どこに潜ひそんでいたんだろう？」

「どっかの隙すき間まに入り込んでいたんじゃねーの？　胸とか薄いし」

「ああ、あの薄さなら、どこにでも入れるよな。ほら、ゴキブリとかと同じで──」

　聞こえたのだろう、ミリンが小声でつぶやいた。

「……あいつら、ブチコロシてやりマス」

「今は駄だ目めです。後にしてください」

「……わかってマス」

　前線司令部となっている王おう宮きゆうの入り口には、衛兵が立っているのが見えた。

　光凛は後ろを振り返り、ミリンの縄を確かめるふりをして、兵士の格好をしている若い男たちに向かって言った。

「衛兵との応対は全部、私がやります。あなたたちはきょろきょろしないで、ミリンさんの縄なわだけを見ていてください。逃走防止のために、常に捕ほ虜りよの動静に注視するというのは自然なことですから……いいですね」

「わかりました！」

「ミリンさんだけを見ています！」

　ミリンは小さくため息をついた。

「……もう、完全に見世物でスね」

　司令部の入り口に立った光こう凛りんは、敬礼してくる衛兵に答礼すると、胸を張って答えた。

「白びやつ虎こ連隊の織おり音ね下か尉いである！　市内捜索中に捕とらえた不審者を護送してきた！　沢さわ樹ぎ司令官に取り次ぎ願いたい！」

　衛兵は、光凛とその後ろでぐるぐる巻きにされているミリンを見て目を丸くした。

「わ、わかりました、すぐに引き継ぎいたします！　しばらくお待ち願いたい！」

　衛兵はそう言って敬礼すると、司令部の中に飛び込んだ。

　取り次ぎを受けたのだろう。司令部の中から、上じよう尉いの階級章をつけた三十代半ばの士官がやってきた。

　光凛は即座に敬礼した。

　後ろについていた男たちも、慌あわてて見よう見まねで敬礼する。

「白虎連隊、第一大隊所属、第三捜索隊の指揮を執っております、織音下尉であります！　市内を捜索したところ、この不審な女が潜ひそんでいるのを発見し、捕ほ縛ばくしたので連れて参りました！」

「ほう……捜索で見つけたのか、女か？」

「はい、女です！」

「帝国人には見えんな……シムールの血が混じっておるようだ……まあ辺境なら、そういう女もいて当然か」

　上尉の階級をつけた男はそう言ってうなずくと、横にいた部下らしい衛兵に向かって言った。

「おい、この女を連れていけ」

　そして、光凛に向き直ると、あっさり言った。

「ご苦労だった、持ち場に戻っていいぞ！」

　光凛は慌てて食い下がった。ここでミリンだけを置いて戻れるわけがない。

「いえ、私が沢樹司令官に、確保時の状況を直じき々じきにご説明します！　お取り次ぎ願いたい！」

　上尉は鼻であしらった。

「沢樹司令官殿は忙しいのだ。このようなことで煩わずらわせるわけにはいかん！　ちゃんと報告して、君の功績にしておいてやる。さっさと戻れ！」

　その取り付くしまもない表情を見て、光凛は思った。

　──こいつは、正攻法で正面から申し立てても無む駄だだな。

　仕方ない、搦からめ手でいくか。確か、孟もう旗き将軍から沢さわ樹ぎを信奉していた参さん謀ぼうの名前をいくつか聞いてあったよな。

　光こう凛りんは胸を張って言った。

「あなたでは話になりません！　参謀本部の料りよう峭しよう上じよう佐さか、秦そう吟ぎん中ちゆう佐さをお呼びください！　軍務局の蓮れん敏びん下か将しように親しくしてもらっている者だと言えば、すぐに来てくれると思います！」

　光凛の言葉を聞いた上じよう尉いは、目を丸くした。

　一介の現場部隊の中ちゆう尉いが、参謀本部の偉い人間の名前をすらすらと並べるどころか、帝都の軍務局にいる将軍の名前すら出したのだ。

　現代に置き換えれば、地方の工場のラインの主任が本社の常務や専務の名前を出し、挙あげ句くの果てに社長とは懇こん意いである、と申し立てるようなものである。

「ちょ、ちょっと待ってくれ……あ、いや、わかった。すぐに取り次ぐ。一いつ緒しよに来てくれ！」

　受け付けのところにいた上尉はそう言うと、光凛たち一いつ行こうを司令部の中に招き入れた。




　部下から、破壊工作を行ったらしい者を捕まえた、という報告を受けたとき、沢樹は机の上に広げた延えん声せいの見取り図の上にかがみ、考え込んでいた。

「そうですか」

　その答えは普通だった。

「どんな男ですか？」

「あ、いえ、男ではありません……女です、それも若い……」

　その答えを聞いたとたん、沢樹は顔を上げた。

「女だと？　間違いないのか？」

　報告した部下は、困ったようにうなずいた。

「え、ええ、裸にしたわけではないので、確認しておりませんが、捕まえた兵はそう申しております。それで、その、沢樹閣かつ下かに直じき々じきにお目通りして、お褒ほめのお言葉をいただきたい、と申しておりまして、いかがいたしましょう？」

　沢樹は即決した。

「よし会おう！　どんな女か、顔が見たい！　皇こう伏ふせ龍たつに何を言われたのか、私が直々に聞きだしてやる！」

「了解しました！」

　部下はそう答えると、戻っていった。

　沢樹は視線を地図の上に戻したが、もはやその目は地図を見ていなかった。

　──女か……予想外だな。

　それにしても、神しん流りゆう千せん斗と、落ちぶれ果てたものだ。

　女を使うなら、男を篭ろう絡らくさせ情報収集に使うべきだ。破壊工作に使うとは、侘タ瑠ル徒トにはよほど人がいないと見える。

　女なら小柄だし、隠れるのに向いている。見つからない、とでも考えたのだろう。

　──それにしても、どんな女か興味があるな。

　沢さわ樹ぎは机の上に積んであった命令書の束を、その場にいた通信参さん謀ぼうに渡した。

「ここに、内壁で戦っている各部隊に対する作戦指示が書かれています。この命令の通りに戦えば、攻め込んできた侘瑠徒の軍勢を内壁で撃退しすりつぶすことができます。

　侘瑠徒軍は一見すると大軍に思えますが、その戦力は決して多くはありません。

　敵は何日もこの延えん声せいを包囲することはできないでしょう。敵の正面戦力を消しよう耗もうさせれば必ず撤収します！

　包囲を解かれれば、兵糧はいくらでも運び込めるのです！　それに、軍倉庫が爆破されましたが、残存の兵糧で一週間は持ちこたえることができるはずです！　そのことを兵士たちにしっかり伝えるのです！」

「了解しました！」

　命令書を受け取った通信参謀は、司令官室──元の犂すき山やまの執務室を走り出ると、廊下の突き当たりにある総司令部へと向かった。

　──沢樹閣かつ下かの言っていることは正しい。

　倉庫が爆破されたからと言って、今日きよう明あ日すの食う物が無くなるわけではない。当座の食糧はすでに倉庫から出されている。閣下の言う通り、考えればわかる。

　だが、人間というのは考える前に感じる生き物なのだ。

　侘瑠徒でさんざん食糧不足に苦しめられた兵士たちが信じるのは、考えて出した結論ではない。目の前で吹っ飛ばされた軍倉庫なのだ。

　──この命令書にどれほどの効力があるものなのか……。

　通信参謀が手に持った命令書の束に目を落としたとき、突き当たりにある総司令部の反対側の扉を開けて、縄なわでぐるぐる巻きにした女を連れた一団が現れた。

　女はまだ若い。

　気の強そうな目つきで、正面を見て胸を張っている。

　──こいつが、さっき言っていた破壊工作を行った女か……。

　すれ違った参謀は、ふっと違和感を覚えた。

　──何だろう？　何かしっくりこない……今の女……。

　参謀は小さく首をひねりながら、司令部の扉を開け部屋の中に入った。そして、命令書を部下に手渡したとき、その違和感の正体に気がついた。

　──あの女……笑っていたんだ。

　あれは虚勢の笑いなんかじゃない……これから起こることを楽しみにしているかのような、期待感に満ちた微笑ほほえみだった……。

　──まさか！

　参さん謀ぼうが顔を上げたとき、前線部隊の指揮官らに命令書を配る伝令たちがやってきた。

「参謀！　命令書に司令部の受じゆ諾だく印いんを押してください！　前線部隊は、具体的な指示を首を長くして待っているんです！」

　参謀は慌あわてて命令書の束を広げて、命令受諾の印を手に持った。

　──私の気のせいならいいのだが……とにかく命令書の配布を遅らせるわけにはいかない。今は戦闘中で、ここは戦場なのだ。

　通信参謀が命令書に印を押し始めた。




　その頃、光こう凛りんとミリンたちは、沢さわ樹ぎのいる司令官室の中にいた。

　沢樹の前にあぐらをかくように座らされたミリンを見て、沢樹は興味深そうに目を見開いた。

　──ほう……破壊工作員と聞いたから、さぞかし荒事に長たけた熊くまのような女に違いないと思っていたが……こんなに若くて小柄な女だったとは、意外だったな。

　沢樹はミリンに向かって声をかけた。

「女、名前は何という！」

　ミリンは返事をしなかった。それどころか、目を合わそうともしなかった。

　ことさらに沢樹を無視したのなら、まだわかる。しかし、ミリンの表情と目は無視ではなく「無関心」だった。

　目の前にいる沢樹を人間として見ていない、としか思えない表情で、沢樹を完全にやり過ごしたのである。

　その態度が気にくわなかったのだろう。沢樹は座っていた椅い子すを立って、つかつかとミリンの前にやってきた。

　こめかみがぴくぴくと細かく震えている。

　沢樹は怒ど鳴なった。

「おい！　女！　こっちを見ろ！　無視するな！　俺を無視するんじゃないっ！」

　ミリンは蔑さげすむように顔をしかめて答えた。

「……口が臭くさイでス」

　このとき。本来の沢樹であれば、あるいは、目の前の女の言葉がシムール訛なまりであったことに気づき、そして、この女の本当の正体にも気づいたかもしれない。

　だが、無視されていたところに、返ってきた言葉が『口が臭い』である。

　沢樹は逆上した。

「こ、この……」

　怒いかりのあまり、口をぱくぱく開けたり閉じたりするだけで、言葉が出てこない。

　沢さわ樹ぎは言葉の代わりに行動に出た。

　くるりと振り返ると、自分が座っていた椅子に駆かけ寄り、肘ひじ掛けの脇わきに置かれた護身用の剣を摑つかみ、鞘さやから抜いた。

　そのまま、抜き身の剣を構えてミリンの前に戻ってくると、切っ先を鼻先に突き付けた。

「俺を馬ば鹿かにするな！　無視するな！　俺は……俺は直裁官だぞ！　総司令官だぞ！　俺は何でもできる！　俺をどうにかできるのは、皇こう帝ていだけだ！　泣け！　命乞いをしろ！　お前にできることはそれだけだ！」

　ミリンの目に、沢樹が望んだもの──畏い怖ふの色は浮かばなかった。

　その代わりに浮かんだのは、哀あわれみの目だった。

「他人にナメられたくナい、ナメられたら終わりだ、と思ってルうちは小物デスね小っちゃイ小っちゃイ」

　そのミリンの言葉が沢樹の理性を繫つなぎ止めていた最後の糸を切った。

　沢樹が一番気にしていること、一番言われたくないこと、必死に虚勢を張って隠してきた部分を、ミリンの言葉はぐさりと突き刺したのだ。

「き、きぃいいいい！」

　沢樹は獣けものじみた叫さけび声を上げて剣を振り上げ、ミリンの脳天めがけて振り下ろした。

　その瞬しゆん間かん、ミリンは後方に跳んだ。

　普通、あぐらをかいた姿勢からは、一挙動で立ち上がることができない。

　日本の戦国時代、武将たちが合議の席であぐらをかいていたのは、「お互いに危害を与えない」という意思表示だったという説もあるぐらいだ。

　だが、ミリンは思い切り上半身を反らし、その反動をばねのように使って空中を跳んだのだ。

　常人離れした運動神経と筋力である。

　そして、空中を跳びながら、ミリンは身体からだを縛っていた縄なわを切りほどいていた。

　沢樹の前に引き出されたときには、すでに手の中に握り込んでいた鋭えい利りな刃物で、綱の基本になる結び目を切ってあったのだ。

　自分の振り下ろした剣が空くうを切ったのを見た沢樹は、再び剣を振り上げた。

「危ないっ！」

　剣を振り上げた沢樹を見た光こう凛りんが叫ぶより早く、ミリンは身を躍おどらせた。

　光凛や沢樹が考えているのとはまったく逆の方向。つまり、剣を振り上げている沢樹から離れるのではなく、さらに一歩踏ふみ込んだのだ。

　一気に間合いを詰めたミリンは、左手の手刀で剣を振り上げた沢樹の右手を払い、右手のひらの下の部分、掌しよう底ていと呼ばれる部分で沢樹の顎あごを、下から思い切り突き上げた。

　ごぎっ！

　掌底突きは鈍にぶい音と共に沢樹の顎に極きまった。

　ボクシングで言うところのアッパーカットを決められたボクサーのように、沢さわ樹ぎの身体からだから力が抜ける。

　その瞬間をミリンは見逃さなかった。

　流れるような動作で剣を持った沢樹の右手首を逆に極きめると、膝ひざを落とし、一気に地面へと引き落とした。

　剣が床に落ちる音、それに一いつ瞬しゆん遅れて、沢樹が床に叩たたき付けられた「どすっ！」という鈍にぶい音がした。

　ミリンは沢樹をうつぶせにして、そのまま右膝ひざを沢樹の背面の肋ろつ骨こつの下、通称アバラ三枚と呼ばれる急所に押し当てて、全体重をかけた。

　めりっ！

　肋骨の軟骨部と骨との結合部が嫌いやな音を立てるのと、「かはっ！」という沢樹の喉のどから渇いた音が出るのは同時だった。

　それは、沢樹が肺の中の空気をすべて吐き出したときの音だった。

　何が起きたのかわからないまま凍り付いていた参さん謀ぼうたちが、我に返って剣を抜こうとしたが、光こう凛りんと男たちのほうが早かった。

　剣と鉾ほこを突き付けられ、沢樹を人質に取られた参謀たちに、抵抗できる余地は無かった。

　沢樹の背中に乗って首を押さえ込んだミリンが、抑よく揚ようのない声で光凛に聞いた。

「ドウシマス？　殺しマスか？　このままちょいと力を入れるだけですみマス。ちょい、こきん！　それでお陀だ仏ぶつデス」

「あ、いや、なるべく殺さないでくれって晴せい凛りんに言われているし、抵抗できなくしておけばそれだけでいいです」

「わかりマシた。では、こいつら全員、両手首と両足首の関節を外シて、動けないようにシておきマしょう。そうそう、助けを呼ぼうとして騒さわがれるとウルサイデスから、ついでに顎あごも外しておきマしょう」

　ミリンはこともなげにそう言うと、沢樹の手首と足首の関節、そして顎の骨を摑つかんで、ぼきぼきと音を立てて外してしまった。

　手足の関節を外された上に、さらに縄なわで縛られた沢樹と参謀たちは、そのまま床に芋いも虫むしのように転がされた。

　何かを言いたいのだろうが、顎が外れているために言葉にならない。あーあー、という声が漏もれるだけだ。

　光凛は若い男に向かって部屋の入り口を指差した。

「その扉を机や戸棚で塞ふさいで、入ってこられないようにしてください！　私とミリンさんは、これより奥にある犂すき山やま閣かつ下かの部屋に向かいます！」

「わかりました！　お気をつけて！」

「少しでも長く、ここを持ちこたえてください！　頼みます！」

　光こう凛りんはそう言うと、沢さわ樹ぎの足元に落ちていた剣を拾い上げ、刀身を眺ながめた後で、それをぶんぶん、と振った。

「……さすがは総司令官殿だ。一般兵の持ってるナマクラ剣とは比べ物にならない。こいつを借りていくとしよう」

　ミリンは肩をすくめた。

「剣を使えるのデスか？　腕の悪さは剣のよさで補えマセンよ？」

「わかってます。でも、無いよりましでしょう？」

　にっこり笑って答えた光こう凛りんを見て、ミリンはちょっと赤くなって視線を逸そらした。

「あなたといい、晴せい凛りん殿といい、ホント、嫌いやみの通じないバカ兄弟でス。さあ、行きますヨ！」

「はい！」

　光凛はそう答えると、犂すき山やまの執務室の背後にある扉から、奥の間に抜ける廊下をそっと覗のぞき見た。

　その廊下には、黒い鎧よろいを着た兵士が立っていた。

　光凛の下で、同じように扉の隙すき間まから廊下を覗いていたミリンが、怪け訝げんな声でつぶやいた。

「見慣れない鎧よろいを着てイマスね……装備も違いマす」

「あの鎧は帝国緑軍の兵士じゃない……秘書官の私兵だ」

「帝国の軍人じゃないのデスか？」

「帝国の兵隊だけど、軍人じゃない……簡単に説明するのは難しいですね」

　光凛の言った通り、廊下に詰めている兵士は帝国軍の軍人ではない。

　内務官は独自の予算枠で、自分たちの身辺を守る兵士を雇っており、地方に出向するときなどは護衛官として連れていくことになっている。

　内務官は常に宮きゆう中ちゆうの権力争いの渦中にあり、身辺護衛に軍人を使うわけにはいかなかった。

　軍人は軍務局の人間であり、いわばよそ者である。

　内務局には内務局の兵、つまり身内の兵士が必要だったのである。

　光凛は、廊下に立っている五人の兵士を見て考えた。

　──と、いうことは、帝国軍の階級やら偉いさんの名前を出しても通じないってことだな。さて、どうやって突破するか……。

　だが、ミリンは単純だった。

「帝国軍の軍人でなくとも、敵デす。敵は倒せばイイのデす！　行きマしょう！」

　そう言うなり、ミリンはいきなり扉を開けて、廊下の突き当たりにいる兵士に向かって突進した。

「え？　あ、うわ、無茶だ！　何人いるのかもわからないのに！」

「何人いようトも同じ！　倒すッ！　ソレだけっ！」
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　ミリンの攻撃は奇襲となった。

　すたたたたっ！　と走り寄ってきたミリンを見た衛兵たちは、ミリンを「敵」だとは認識しなかった。

　彼らの意識に浮かんだのは、疑問だった。

　……女か？　何で女がこんなところに？

　衛兵たちは何の防御行動も取らぬまま、ミリンの一撃をくらうことになった。

「ヒトツッ！」

　右手の拳こぶしが一番右にいる兵士の首筋に叩たたき込まれた。

「がっ！」

　声を上げるのと同時に、左足を軸にして振り回された右足が、隣に立っていた衛兵の首筋に決まった。

「フタツッ！」

「ごっ！」

　鈍にぶい音と共に、衛兵の首が人間離れした方向にねじ曲がる。

　まん中に立っていた衛兵が槍やりを構えたが、ミリンはその槍を左手で上から押さえ、懐ふところに飛び込んだ。

　そのまま膝ひざ蹴げりが、衛兵の顎あごを下から捉とらえる。

「ミッツッ！」

「がふっ！」

　のけぞるように崩れ落ちる衛兵の身体からだを跳とび越えて、右の肘ひじ打ちがその横に立っていた衛兵の左肩を砕くだく。

「ヨッツッ！」

　ぼりっ！

　鈍にぶい音と共にうずくまる衛兵をそのままにして、最後の衛兵が突き出した槍やりを左の脇わきに抱え込み、身体からだを回転させ、体重と遠心力を乗せた裏拳を顔面に叩たたき込んだ。

「イツーツ！」

　ミリンの言葉が終わるのと同時に、五人目が崩れ落ちた。

　流れるような一挙動で五人の衛兵を倒したミリンの技を見て、光こう凛りんはぽかんと口を開けたままだった。

「何をアホ面づら下げてマスか、さあ、行きマスよ！」

「あ、はいはい！」

　光凛は腰の引けた足取りで、ひょこひょことミリンの後に従った。

　廊下の突き当たりにある扉をそっと開けると、そこは控室のようだった。

　豪華な調度品が並ぶ中で、衛兵の隊長らしい男が長なが椅い子すにふんぞり返って、足を机の上に載せ、侍女らしい若い女性の運んできた茶に文句を言っているところだった。

「何だ、これは！　もっとぬるくして持ってこいと言っているだろう！　辺境には、ろくな茶が無いな！」

「あの……それは帝都から取り寄せた香こう茶ちやでございまして……熱い湯で煎せんじることで、香りが引き立つと言われておりまして……」

　隊長はむっとしたような顔になると、若い侍女に茶を投げ付けた。

「お前の言い訳など聞いておらん！　お前を生かしてやったのは俺だ！　俺に逆らうのか！　今からでも兵の慰なぐさみものにしてやるが、そっちのほうがいいか？」

　侍女はぶるぶると震えながら頭を下げた。

「い、いえ、滅相もありません……」

　その光景を見ていたミリンが、腹にすえかねた、という風につぶやいた。

「あいつ、クズ野郎デスね、ブチ殺してもいいと思いマす」

　光凛は、その部屋の向こうにある大きな扉を見て答えた。

「あの部屋の向こうに犂すき山やま閣かつ下かの部屋があるみたいだな……」

「と、言うこトハ。あいつをブチ殺してしまエば、次がオヤブンでスね」

「まあ、そういうことですね」

　ミリンは懐ふところから人差し指くらいの長さの金属製の尖とがった棒を取り出した。そして、右手に握り込んで中指と薬指の間から、その金属製の棒を突き出させると、光こう凛りんを見てにっこり笑った。

「じゃあ、サクっと、ヤっちゃいまショう！」

「え？　サクって？」

　光凛が聞くより早く、ミリンが、ばん！　と扉を開けて部屋の中に跳とび込んだ。

「うわっ！　何だ！」

　驚く隊長にミリンは無言で跳とびかかった。

「きゃあああ！」

　悲鳴を上げる侍女をそのままにして、ミリンは長なが椅い子すの上に寝そべった隊長の身体からだの上に馬乗りになり、その眉み間けんに向けて、右手に握り込んだ短い鉄の棒を叩たたき込んだ。

「ごっ！」

　鈍にぶい音がして、隊長の身体がびくん！　と跳はねて、そのままがくっと脱力した。

「ハイ、一丁上がり、サクっといきましたネ」

　ミリンはそう言うと、隊長の身体から降りた。

　光凛がおそるおそる隊長の顔を覗のぞき込むと、隊長は白目をむいたまま絶命していた。

　ミリンは右手に握り込んだ鉄の棒を布できれいにぬぐうと、光こう凛りんに見せた。

「コレハ、暗あん器きとイイマス。わたしの流派に伝わる唯一の道具デスネ。コレを持って戦うときは、相手を殺すときデす」

　そう言うと、ミリンは床にへたり込んで泣いている侍女に声をかけた。

「泣かなくてもいいデス。わたしたちは犂すき山やま殿を助けにきたのデス」

　光凛が言葉を継いだ。

「延えん声せいの人々は侘タ瑠ル徒トが引き受けた、みんな無事だ。この戦いを終わらせるには、犂山閣かつ下かのお言葉が必要なんだ！　犂山閣下は無事なのか？」

　侍女は泣きべそをかきながら、奥の部屋を指差した。

「ご無事です……あちらに……いらっしゃいます」

「わかった。君はどこかに隠れていたまえ、兵士たちが来るかもしれない！」

　侍女は震えながらこくこく、とうなずいた。

　ミリンは懐ふところに手を入れると、金属製の棒をもう一本取り出して、それを左手に握り込んでうなずいた。

「準備デキました、行きまシょう！」

「よし！　行くぞ！　さっきの悲鳴で警戒されていなきゃいいけど……」

　光凛とミリンは奥の部屋に通じる扉に手をかけ、そっと隙すき間まから部屋の中を覗のぞいた。

　最初に目に入ったのは犂山の私室に飾られている、鳥や獣けもののはく製だった。

　犂山の趣味は狩猟である。

　野山を駆かけ回って鳥や狐きつねを狩るために十日以上留守にして、その間、県令の仕事は止まったまま、などということがしょっちゅうだった。

　そういうときに、犂すき山やまに代わって執務を処理していたのが、秘書官だった。

　逆に言えば、辺境の県令の仕事などは、代官を立ててやらせておけばいい仕事だったわけである。

　犂山は椅い子すに深く身体からだを預けて、壁に飾られたはく製を自じ嘲ちようするような目で眺ながめていた。

　──今の私は、あの鹿しかと変わらない。

　偉そうで立派な身分、という角を持っていても、乱暴されて悲鳴を上げる侍女一人ひとり助けることができない。

　槍やりを構えた二人ふたりの衛兵を後ろに控えさせた秘書官が、ゆっくりと言った。

「……まったく、あの沢さわ樹ぎという男には失望しましたよ。侘タ瑠ル徒ト攻略どころか、延えん声せいの防衛にも失敗しそうなのですからね」

「彼が失敗すれば、延声は終わりだ……この期ごに及んで、私に何かができるとは思えんのだが？」

　秘書官は慇いん懃ぎんな口調で答えた。

「いえいえ、とんでもございません。帝国皇こう帝ていの姻いん戚せきである、定じよう族ぞくというあなたの血筋には十分利用価値がございます……向こうに」

「向こう……侘瑠徒にか！」

　秘書官の言葉の意味がわかったのだろう。犂山は目を見開いた。

「その通りでございます。侘瑠徒のチンピラどもに必要なのは、大義名分と後ろ盾でございます。侘瑠徒の連中は、たとえ延声を攻め落としても、あなたを殺したりはしません。

　そんなもったいないことをするわけがない。

　あなたを生きたまま捕とらえ、侘瑠徒の反徒に加わったことにしてしまえばいいのです。

　今のままでは、ただの盗賊崩れにしか見えませんが、皇帝陛へい下かの姻戚にあたる定族の犂山が反徒に加わったとなれば、侘瑠徒のチンピラが馬ば鹿かのひとつ覚えのように唱えている『尊そん王のう討とう奸かん』の合い言葉に、とてつもない説得力が加わります。

　もはや、それはお題目でも合い言葉でもありません。現実の目標となるでしょう」

　犂山は深々とうなずいた。

「ああ、そうなるだろうな。私はお前の話を聞いて、お前らの親玉の苑その山やま燕えん鵬ほうが何を考えているのかよくわかったような気がする。

　お前らは帝国にできた腫瘍できものだ。膿うみを持ち、その毒が帝国の手足や身体を腐らせていく、国を殺す腫瘍だ！　お前らを切り取って焼かぬ限り、帝国は死ぬ！」

　秘書官は実に楽しそうに笑った。

「はははは、そうですか、私は腫瘍ですか。まあいい、何とでも言ってください。私から見れば、あなたのほうが腫瘍ですよ、実に危険だ。あなたが侘瑠徒の手に渡れば、その害悪は計りしれない……」

　秘書官はそう言うと、後ろに控えていた衛兵に向かって顎あごをしゃくった。

「こいつの首を取れ。侘タ瑠ル徒トに大義名分を渡しませんでした、と申し開きできなければ、私の出世の道は無い」

「な、何だと！」

　犂すき山やまが椅い子すから立ち上がったそのとき。

　ばん！　と扉を開けて、ミリンと光こう凛りんが部屋に跳とび込んできた。

　虚を突かれて振り返るのが遅れた秘書官の背中に、白刃を閃ひらめかせて光凛が切りかかる。

　ミリンは両手に握り込んだ暗器をきらめかせて、衛兵に跳びかかった。

　光凛の剣は秘書官の右肩に食い込んで、それをざっくり切り下げた……ように見えた。

　だが、秘書官は服の下に鎖くさり帷子かたびらを着込んでいたため、光凛の剣は肉を切らず、そのまま秘書官の鎖さ骨こつをへし折った。

「ぎゃあああああ！」

　膝ひざをついて、それでも逃げようとするその背後から、光凛は再び切り付けた。

　二、三回切り付けて、鎖帷子を着込んでいることがわかったのだろう。光凛は刃先を頭に向けた。

　一方、ミリンは右の衛兵の延えん髄ずいに暗あん器きを突き立てる。そして、そのまま左の衛兵の眉み間けんに向けて、左手に握り込んだ暗器を突き出した。

　だが、一いつ瞬しゆん早く、左側の衛兵はその手を払った。

　そして、跳び込んでくるミリンに向けて、拳こぶしで素早く突きを放った。

　ミリンはその突きをかわし、一歩下がった。

　──こいつ、できる！

　衛兵は油断の無い目でミリンを見ながら、腰の短剣を抜いた。

　短剣には緑色の液体が塗ぬられているのが見えた。

　──くそ、こいつは侘瑠徒の暗殺者の仲間だ！　厄やつ介かいな相手だわ。

　衛兵はミリンから目を離さずに、すすすっとすり足で、秘書官に切り付けている光凛に近づいた。

　暴れる秘書官に切り付けている光凛は、その動きに気づいていなかった。

「光凛殿！　あブない！」

　ミリンが思わず叫さけんだ瞬しゆん間かん、犂山が動いた。

　自分が座っている椅子の後ろの壁にかけてあった、狩猟用の弓矢を素早く取り上げると、それに矢をつがえて衛兵に向かって放った。

　装飾用の矢には矢じりが無い。だが、自分に向かって飛んでくる矢に、衛兵の気がそれた。

　ミリンはその隙すきを見逃さなかった。

　全身の力を足に入れて、ミリンは跳とんだ。

　右手を突き出し、身体からだごと衛兵にぶつかり、右のこめかみと左のこめかみに同時に暗器を叩たたき込む。

　ごん！

　鈍にぶい音と共に、衛兵の口から「ぐえ」というつぶやきが漏もれた。

　棒立ちになった衛兵は、そのまま朽くち木きのように床に、どう、と倒れ込んだ。

　ミリンは肩で息をしながらつぶやいた。

「何とか……倒せマシた……さすがに、サクっというわけにはイキませんでした」

　やっとのことで動かなくなった秘書官をそのままにして、立ち上がった光こう凛りんは血だらけだった。

「光凛殿！　ダイジョウブですか？」

　思わず駆かけ寄ったミリンを見て、光凛はうなずいた。

「大丈夫、これは、あいつの返り血です」

　そして、光凛は弓を構えたままの犂すき山やまに向き直った。

「犂山閣かつ下かですね。侘タ瑠ル徒トから参りました泉せん野や光凛と申します……侘瑠徒の王、泉野晴せい凛りんの兄でございます」

「なんと！」

　犂山は目を丸くして、手に持った弓を下ろした。




　延声の内壁では、攻め込んだ侘瑠徒軍と延声の守備隊との間に、激しい戦いが続いていた。

「敵が集中しているな。よし、弩いしゆみ、放てっ！」

　汗と煤すすにまみれ、顔も鎧よろいも真っ黒に汚した指揮官が楼ろう閣かくに向かって怒ど鳴なる。だが、いつまでたっても親指ほどもある太い弦の腹に響く音は発されない。

「どうした？」

「巻き上げ機が壊れました！　弩、射うてません！」

　楼閣の側面の窓から弩を操作する兵士が報告する。

「そうか。修理はできそうか？」

「支えの木材が手ひどく割れちまったんで、すぐには無理です。工房から職人を呼んでこないと……」

　しばらく考えた後、指揮官は決断した。

「よし、一人ひとりだけ見張りのために楼閣に残し、あとは降りてこい」

　内壁のあちこちに発生していた火災は、何とか消し止めることができた。だが、その間に楼閣の半分は焼け落ち、残った楼閣に設置された弩も、その多くが矢を射ち尽つくし、あるいは故障してしまっていた。

　指揮官は内壁に向かって近づいてくる雲うん梯てい車を見て、悪態をついた。

「くそ！　このままじゃ、この内壁も一日と持たんぞ……」

　その雲梯車は火災と煙に乗じて門から持ち込まれたものだった。

　まだ内壁に取り付けるほど近づいてはいないが、じりじりと迫せまってきている。

　最初に跳とび込んできた連中を除けば、侘タ瑠ル徒ト軍の戦いはシムールと帝国兵の寄せ集めとは思えないほどに連携が取れていた。シムールの騎兵が火矢で攪かく乱らんし、帝国兵が攻城兵器を押し立てて攻める。抵抗が強い場所からは兵を引き、火災が広がって混乱した箇所を重点的に攻める。

　──兵の練度に違いは無い。そもそも反乱軍といっても、シムールを除けば皆、元は帝国兵だ。

　指揮官は汗が染みる目元を煤すすで真っ黒になった手ぬぐいでこすった。

　──つまりは指揮官の差か。そして、それが兵の士気の差に繫つながっている。

　内壁の戦いが始まってから数刻が経過している。太陽は傾き、夕ゆう闇やみが迫ってきている。戦いが始まって半日以上が経過しているにもかかわらず、司令部からは何の命令も、戦況の説明も無い。こちらから送った伝令への返事すら、ろくに戻ってこない。それだけで、兵士は戦況が悪いことを察している。その間に水も食料も届かないのは演習でならよくあることだが、食糧不足で逃げ出すことになった侘瑠徒での顚てん末まつと、倉庫が炎上したことを知る兵士の不安は増すばかりだ。

「焼いた餅ピエンの一枚も配給されないのは、やっぱり全部焼けちまったのかな」

「このままじゃ、また空腹で逃げ出すことになるんじゃ……」

「逃げるったって、どこに逃げるんだよ」

「侘瑠徒から逃げるときは、延えん声せいに戻れば何とかなるって思ってたんだがなぁ」

　兵士たちのそうしたひそひそ話のすべてを止めることは、もはや指揮官にも不可能だった。怒ど鳴なって殴なぐり付けて黙だまらせても、兵の不満が増えるだけだ。

　──こんなときこそ、飯めしを配給するべきなのだ。どうせ長くは持たせられないからこそ、少ない食料を惜おしんでも意味は無い。

　指揮官はそう思い、伝令にそれとなく言い含めて走らせたが、司令部からの返答は無かった。それどころか、顔見知りの参さん謀ぼうから、

「無用な口出しをすると、敵に内通している疑いがかけられるから自じ重ちようしろ」

　と〝忠告〟を受ける始末。

　──もう、どうとでもなれ。兵の苦労と忠節に対して食い物ではなく、疑いの目しか向けてこない軍が戦えるものか。

〝忠告〟を受けた指揮官は、内心で司令部と総司令官である沢さわ樹ぎを完全に見限った。帝国軍将校としての矜きよう持じだけが、彼を防戦の指揮にあたらせていた。

　──いよいよとなれば、侘瑠徒軍に降くだるしかない。こんなつまらん戦いくさで、兵を全滅させるわけにはいかん。

　内壁を守る指揮官の多くが、そのように思い定めていた。そのとき。

　内壁の最も奥にある王おう宮きゆうから、高々とラッパの音が響き渡った。

　パパパプーゥ！

　パパパプーゥ！

　それは、犂すき山やまが姿を現すときに奏かなでられるラッパの音だった。

　緑軍の兵士たちは知らなかったが、延えん声せいの守備隊だった兵士たちはよく知っていた。

「おい！　犂山閣かつ下かだ！　閣下がお出ましだ！」

「沢さわ樹ぎじゃないのか？　何で犂山様が出てくるんだ？」

「何があったんだ？　沢樹はどうしたんだ？」

　兵士たちはいぶかしげに王宮の出窓を見上げた。

　──このときに、一番偉いやつが姿を現すってことは。

　──もしかして、もう戦わなくてもいいのか？

　──ここで、最後まで戦えなどと言われても、俺にはもう部下を統率できん！

　口には出さなかったが、兵士の多くは期待に満ちた目で出窓を見上げていた。

　やがて、出窓が開き、犂山がゆっくりと姿を見せた。

　犂山はやつれた表情のまま、それでも精一杯の声を張り上げた。

「延声の太たい守しゆ、北域の県令たる犂山綾りよう世せいの名において、停戦を命じる！　戦闘行為をやめよ！　我らは侘タ瑠ル徒トの軍門に降くだる！」

　歓声は無かった。延声に湧わき上がったのは、ただ、これですべてが終わった、という安あん堵どのため息だった。

　王宮の出窓から、犂山綾世はぼんやりとした表情で、変わり果てた延声の街並みを眺ながめていた。軍倉庫からは黒い煙がもうもうと上がり、外壁では打ち破られた大門がだらしなく口を開けている。

　──これで私も終わりかもしれんな。

　光こう凛りんに言われるがまま、侘瑠徒の軍門に降るという布告はしたが、それは彼を殺そうとした秘書官とその背後にいる帝都の苑その山やま燕えん鵬ほうへの意趣返し以上のものではなかった。

　──定じよう族ぞくの身分剝はく奪だつ、そして財産没収。命まで取られることはないかもしれんが、幽ゆう閉へいされて一生を終えることになるな。

　情けなさそうな顔になった犂山に、光凛が声をかけた。

「ご安心ください」

「あ？」

　後ろに控えていた光凛が犂山に、血塗ぬられた刀を振ってみせた。

「犂山閣下は王宮に忍び込んだ賊に刀を突き付けられて脅おどされて布告を出した、と帝都には伝わるようにいたします」

「それは……あまり名誉ではないな」

「申し訳ありません。ですが閣かつ下かが侘タ瑠ル徒ト側についた、ということになれば、帝都におられる閣下のご家族にも科が及びます」

「いや……縁えん者じやといっても、私には引退した父がいるだけだ。私には妻はいないし、子もいない。どちらかといえば、帝都では浮いた存在だったからな。まあ、帝都に人質になるような相手がいないから、殺されかけたわけだが」

　苦にが々にがしく笑い、犂すき山やまは再び延えん声せいの街並みに目を向けた。

「あの兵士は何をしているのだ？」

　視線を下に向けた犂山は、不思議そうに光こう凛りんに聞いた。内壁にいる帝国兵が、出窓の犂山に向け手を合わせて礼をしていた。

「あれは、この延声の守備隊ですね。犂山閣かつ下かに感謝しているのですよ」

「なぜだ？　私は彼らを帝国の敵に降伏させたことになるのだぞ？」

「帝国の敵とは何でしょうか？　シムールですか？　侘タ瑠ル徒トやこの北域の住人でしょうか？　本当の敵はあの秘書官のような、苑その山やま燕えん鵬ほうのような連中ではないでしょうか？」

　それを聞いて、犂山は小さくため息をついた。光こう凛りんの指摘は、彼が秘書官に向けた言葉とよく似ていた。

「少し、時間をくれないか。さすがに、考えがまとまらない」

「はい」

　光凛は黙だまって引き下がった。死体を片づけていたミリンが、光凛に近づいて聞いた。

「あの男はどうするつもりデス？」

「そうですね。晴凛に任せてみようと思います」

「晴凛殿に？」

「私はどうも理に傾きすぎるところがあります。ここであの方を理詰めで説得することは可能ですが、それでは心の中で納得しないものが残るでしょう。犂山閣下に本当の意味で仲間になってもらうためには、私よりも晴凛に会わせたほうがいいでしょう」

「あまり自分を卑ひ下げするものではありまセン。光凛殿の理屈っぽいところ、私は気に入ってマス」

　言った後で、しまった、と口を押さえるミリン。だが、ミリンの表情にも仕草にも、光凛は気付かない。

「ありがとうございます」

　ミリンに背を向けたまま、光凛は礼を言う。ミリンが光凛の背中を不ふ機き嫌げんそうに、にらみつける。

　西に傾いた太陽が、ミリンのその顔をオレンジ色に染め上げていた。




　犂すき山やまのひと言で戦闘が終結した日から、三日が過ぎていた。

　侘タ瑠ル徒トに収容されていた住民たちが戻ってきた延えん声せいの街は、少しずつ元の賑にぎやかさを取り戻しつつあった。

　この日、延声では、捕とらえられた沢さわ樹ぎをどうするか、その裁定の会議が開かれた。

　晴せい凛りんの発案で、裁定会議は延声の中央広場で、住民たちの参加の下もとで行われることになった。

　延声の広場の真ん中に捕えられた沢樹が座り、その正面には晴凛や光こう凛りん、そして犂山が。右手に延声の住民たちの代表が座っていた。

　そこには、かつて三万の軍を率いて意気揚よう々ようと胸を反らしていた帝都の才さい子しの姿は無かった。うずくまる姿はみすぼらしく、必死に伏ふせ龍たつに対して虚勢を張ろうとしている様は滑こつ稽けいですらあった。

　それは、科か挙きよ最年少合格者として帝国きっての秀才と謳うたわれた男と、地方を漂泊していた放浪児との立場が入れ替わった瞬しゆん間かんであった。

　裁定会議は、延声の住民代表が申し立てる、沢樹の罪状の読み上げから始まった。

「──このように、この男は正式に犂山様を訪問した住民たちに対し、矢を浴びせかけ、これを殺害しました。あまつさえ、罪人として、この広場に死し骸がいをさらしたのです！

　なんたる非道！　なんたる悪行！　このような罪悪が許されるはずがありません！

　我々は死刑を要求します！　確かに、この男を吊つるし、死骸に石を投げても、死んでしまった者は甦よみがえりません。しかし、そうでなくては残された者たちの恨うらみは晴れません！」

　中央に立った伏龍は、目の前に引き据すえられている沢樹を見て言った。

「お前から、何か答えることはあるか？」

　沢樹は虚勢を張るかのようにあたりをふてぶてしくねめ回すと、悪びれることなく胸を張って答えた。

「何を言うか！　私は犂山閣下かつかから全権を委託され、この延声に対し軍政を敷いた！　宣言を出した時点で、この延声は戦場であり、私の行いはすべて法に基づいている！　私の行ったことは、すべて軍法に基づいた合法的なもので、そこにやましく感じるものは何ひとつない！　私は私利私欲で人を殺あやめ、私財を奪ったわけではないのだ！」

　沢樹の言葉を聞いた住民の間から、激しい声が飛んだ。

「ふざけるな！　何が戦場だ！」

「そんなのは、お前が勝手に押し付けただけじゃないか！」

「この人殺し！」

　伏龍はしばらく黙だまったまま考えていたが、やがて静かに言った。

「確かに、沢樹が延声防衛の総司令官に任命されたいきさつは、聞く限りじゃかなり怪あやしいものだが、命令の文書と印は本物だ。それに、広場での殺さつ戮りくは、高こう札さつを立てて軍令下にある布告を出した後だ。帝国の法に従えば、沢樹を殺人の罪に問うことはできねえ」

　伏ふせ龍たつの言葉を聞いた沢さわ樹ぎは、当然だと言うようにふん、と鼻を鳴らした。

　その「法も知らぬ浅せん学がくな輩やからめ」と言わんばかりの態度に、住民代表が激げき昂こうしそうになるが、晴せい凛りんがそれを抑えた。

「この場は、沢樹の罪を明らかにする場所です。皆様の気持ちはわかりますが、法なくして秩ちつ序じよはありえません！　私たちが法を守って、初めて他人を違法として裁けるのです！」

　晴凛の言葉を聞いて、住民たちの怒号は収まった。

　伏龍は腕を組むと、沢さわ樹ぎに向かって静かに聞いた。

「沢樹……俺には、どうしてもわからないことがひとつあるんだ、教えてくれないか？」

　沢樹はそっぽを向いたまま、答えなかった。

　その横顔に向かって、伏龍は静かに言葉を続けた。

「お前……何で打って出なかったんだ？」

「何？」

　その問いは、まったくの不意打ちだったのだろう。沢樹はびっくりしたように伏龍の顔を見直した。

　そこには、哀あわれみの表情を浮かべた伏龍の顔があった。

「軍の倉庫を吹っ飛ばした後、俺はいつ、どうやってお前が打って出るか、それだけを気にしていた。

　食料が焼けた以上、延声をただ守っても負けるだけだ。ならば、兵を揃そろえて一丸になって、打って出るしかない。違うか？」

「そ……それは……」

　沢樹は口をぱくぱくさせた。明めい晰せきなはずの彼の頭脳は、まったく停止していた。

『なぜ？』『どうして？』疑問だけがぐるぐると回り、答えが出てこない。

　伏龍の言葉は続いていた。

「──俺たちにはシムールの騎馬隊がいる。野戦ならこっちが有利。だが、手はある。シムールの騎馬隊が矢の補給のために後退する時機を見計らうことだって、逆に引き寄せておいて化薬で作った爆竹を一いつ斉せいに爆発させて馬を暴走させることだってできる。お前なら、そうする。俺はそう思って覚悟していた」

　沢樹は呆ぼう然ぜんと伏龍を見た。口の端が弛し緩かんしてだらしなく半開きになっている。

「俺の知っている沢樹延えん銘めいは、負け戦いくさでも最後まで油断のならない男だった。こっちが勝ったと思った瞬しゆん間かんに、何度煮え湯を飲まされたことか。なあ、沢樹、どうして打って出なかった？　何で、今となってはどうでもいい、火付けの犯人なんか捜さがすことに躍やつ起きになったんだ？」

　沢樹は答えない。やがて、目を逸そらしたのは、伏龍のほうだった。

「沢樹……お前、頭に血が上って、馬ば鹿かになっちまっていたんだな。軍師として、最もやってはいけないことを、やっちまったんだな……」

　沢さわ樹ぎの背中から力が抜けた。

　空気が抜けたように地面にへたり込んだ沢樹を見た晴せい凛りんは、一度目を閉じた後、強い口調で一同に宣言した。

「帝国軍直裁軍儀官にして、延えん声せい防衛総司令官の沢樹延えん銘めい！　あなたを他の捕ほ虜りよと共に、帝都へと護送します。直裁軍儀官であるあなたの罪を問う責任は、軍務局司令部にあるからです」

　解放に等しい宣告を受けても、沢樹は反応しない。延声の住民代表や緑軍の指揮官たちが納得できない、という表情で晴凛を見る。

　晴凛の言葉は続いていた。

「そして……伏ふせ龍たつさんと孟もう旗き将軍に、お願いがあります」

「何だ？」

「沢樹延銘が侘タ瑠ル徒ト攻めから延声の防衛までにやったことを、報告書としてまとめてください。彼の失策、思い込み、うぬぼれ、それによって生じた損害、人命、そのすべてをです！」

　伏龍は気を吞のまれたようにうなずいた。

「お、おう、わかった……」

　晴凛はにっこり笑って、言葉を続けた。

「そして、その報告書の最後には、こう記してください。僕たちが侘瑠徒を防衛できたのも、延声を落とすことができたのも、これ、すべて沢樹延銘という稀き代だいの軍師のおかげであると！

　彼が侘瑠徒を攻めてくれなければ、僕たちは負けていたでしょう！

　彼が延声を守ってくれなければ、僕たちは延声を落とすことはできなかったでしょう！

　天下無敵の負け軍師として、彼の名前を褒ほめ称たたえ、賞賛の言葉で埋うめ尽つくしてください！

　そして、それを配るのです！　何百何千と刷って、帝国の隅々にいきわたるように！

　帝国の史書に、千年の後のちも沢樹延銘の名前が残るように！」

　晴凛の最後の言葉を聞いた沢樹が、あ、と小さな声を上げた。

　──名が残る……私の失敗が、私の名前と供に……そんなことをされたら、私は破滅だ！

　沢樹は真っ青な顔でぶるぶると首を左右に振った。

「これで、よろしいですね？」

　晴凛の問いは、延声の住民の代表たちに向けたものだった。

　住民たちは沢樹を見た後で、うなずいた。

「ああ。あいつのしたことへの憎にくしみは消えないが、どうやら首を広場にさらすより、ふさわしい罰をくらったようだからな」

　延声の中央広場の真ん中にへたり込んだ沢樹は、もはや身じろぎひとつしなかった。




　その日の夕方。

　王おう宮きゆうでは、晴せい凛りんと伏ふせ龍たつ、そして光こう凛りんやミリン、ミーネやシャールたちを呼んで、宴えん会かいが開かれていた。

「おお！　これが帝国の食い物か！　侘タ瑠ル徒トでは食ったことがないようなものばかりじゃな！」

　感嘆の声を上げるミーネ。持ち上げた皿には、フカヒレの姿煮が載っている。皿を動かすたびに、ぷるぷるぷるぷるとフカヒレが震えている。

「見ろこれを！　なんかぷるぷる震えておる！　羊の脳みそみたいじゃ！」

「脳みそシか食べたコとがない田舎いなか者みたいナ言い方するンじゃありませン。それはソウいう食べ物なのデす」

「何を偉そうに言うか。ミリンだって見たことなかろう、このぷるぷるを」

「ふん。別に珍めずらしくなんかないデす」

　ぷいっ、と顔を背そむけたミリンを尻しり目めに、ミーネはフカヒレを箸はしで摑つか……もうとして、失敗する。

「おおおっ、何じゃこれは!?　箸で取ろうとするとバラバラになりおる！」

「ふん。もっと上手に箸を使えってことでス、この山やま猫ねこめ」

「うるさい！　それなら直接口ですすってやるわい！」

　そう言うと、ミーネはずずずっ、とフカヒレを口ですすりだした。

「にゃあ!?　何じゃこれは！　口の中でぷるぷるがクニクニ言いおる！　まるで羊の軟骨みたいじゃ！」

「軟骨シか食べたコとのない田舎者みたいナ言い方するンじゃありませン」

「いちいちうるさいのう。よし、今度はあっちの皿の食べ物じゃ！」

「ガツガツするんじゃアリません！　この山猫ハ！」

「いいではないか！　犂すき山やま殿も、無ぶ礼れい講こうだと言っていたぞ！」

「親しき仲にも礼儀アリ、無礼講と言っても限度がアリます！」

　ミリンがミーネの手をぺちん、と叩たたいた。

　一方、その反対側では、メンミが、皿の上にある、干しアワビの煮物を、箸でつんつんと突いていた。

「お姉さま、これは、何でしょう？」

「うむ、私もよく知らないが、何でも南のほうにいる海の生き物を干したものらしい」

「へえ、海には変な生き物がいるんですねえ」

　そう言って、メンミは手にした箸でアワビの煮物をつまみ上げる。柔らかく煮上がったアワビに、箸はほとんど抵抗なく突き刺さっている。

「何だか柔らかくって、頼りない感触ですわねえ」

　しばらくそのまま、じろじろとアワビとにらめっこしていたメンミだが、意を決して口に運んでみる。

　もにゅもにゅもにゅ、としばらく口を動かす。

　その様子を、じーっと見ていたシャールが尋ねる。

「ど、どうだ？」

「んー、そうですわねえ……柔らかくって、むにむにしてて、独特の香りがありますけれど……よろしいんじゃないでしょうか、お姉さま」

「そうなのか、それなら私も」

「……もしかしてお姉さま、私を毒味役というか、実験台というか……そういうのに使いました？」

「そ、そっ、そんなわけないじゃないか、メンミ！」

「……お姉さまの目が明後日あさつてのほうを向いているのが気になりますけれど……いいんです、このメンミ！　お姉さまのためなら、毒味役にだってなりますわっ！　その代わり、今夜こそお姉さま、『あの寝巻』をお使いくださいまし！」

「え、寝巻って……えええっ、そっ、それは駄だ目めだっ、そんなの私には早すぎるーっ！」

「いいえ早くなどありませんわっ！　ぜひっ！　今すぐっ！　そしてタッケイ女子の本懐を遂げてくださいましーっ！」

　ひいいっ、とか情けない悲鳴を上げて、シャールはメンミから逃げ出す。ちゃっかり、アワビの皿を持ったままだ。

　それをメンミが追いかける。

「もう、まだ初めの挨あい拶さつも何もやってないのに」

　作法も何も関係なく、わいわいがやがやと盛り上がるミーネやシャールたちを見て、晴せい凛りんが困ったように声をかけたが、誰も聞いてはいない。

「晴凛、言うだけ無む駄だだ。あきらめろ」

　伏ふせ龍たつが苦にが笑わらいを浮かべたとき、三十過ぎの男が笑いながら声をかけてきた。

「やあ、久しぶりだね、泉せん野や晴凛……殿」

　懐なつかしい声に振り向いた晴凛は、表情を輝かせた。

「諒りよう秦そうさん！　お久しぶりです！」

　そこにいたのは月つき原はら弦げん済ざいの許もとで晴凛の同僚だった、諒秦だった。

　彼は晴凛たちがシムールを撃退したことを報告するために、この延声にやってきて、そこで計略を立てた犂すき山やまの秘書官に軟なん禁きんされてしまっていたのだ。

　諒秦はやつれた顔に笑えみを浮かべた。

「いや、まったくだな、かれこれ二ヶ月ぶりかな。

　それにしても、会わないうちに君も、その……ずいぶん、変わったな。それは……戦闘による傷かね？」

　晴せい凛りんの左目は眼帯に覆われており、延えん声せいが落ちた今もその周りは青黒く腫はれ上がったままである。

「ああ、これですか。えーと、戦闘じゃなくて、ちょっとした事故でして……まあ、大したことはありません。見かけはちょっと悪くなってますけど、腫れもだいぶひいてきましたし」

「そうか。いや、それならいいんだ。助けてくれてありがとう」

　晴凛は慌あわてて首を振った。

「いえ、当然のことをしたまでです。諒りよう秦そうさんは僕のとばっちりで延声に幽ゆう閉へいされることになったんですから」

「いやいや。私は自分の仕事をしただけだ。それに犂すき山やま閣かつ下かがかばってくれたおかげで、投獄は避けられたからね。まあ、帝国軍の沢さわ樹ぎとやらが司令官になった後は、牢ろう屋やに入ることになったが」

　晴凛は眉まゆをひそめた。

「そうだったんですか……」

　諒りよう秦そうは悲しそうに首を左右に振った。

「この国の役人は昔も今も変わらずに優秀だ。だが、その優秀さが今は悪い方向に発揮されている。責任を他人に押し付けたり、自分の利益を増やす方向に発揮するのが当たり前だと皆が思っている。それが常識の隅から隅にまで染み付いているせいで、疑問を抱いだくことすらないのだ」

「ええ。僕もそう思います。一部の例外を除けば、みんな、自分が悪いことをしている、ということに気がついてないんです」

　諒秦と晴凛が話をしているところへ、犂山綾りよう世せいが近づいてきた。

「君が泉せん野や晴凛か。こうやってゆっくり話すのは初めてだね」

「あ、はい」

　晴凛は犂山に頭を下げた。犂山は晴凛の顔をしげしげと見て、感心したようにうなずいた。

「なるほど、確かに普通の若者とは違うな」

「あ、いえ……」

　晴凛がどう答えたものか考えていると、犂山はずばりと切り出した。

「私をどうするつもりかね？」

「どう……とは？」

「正直に言おう。君がシムール族を撃退した後、偽にせの詔しよう書しよを出して君を謀ぼう殺さつしようとしたのは、この私だ」

　それを聞いてぎょっとした表情になったのは、諒秦だった。一方の晴凛は平静な顔のままうなずく。

「はい」

「ならば話は早い。私は君の掲げる尊そん王のう討とう奸かんの討奸の側の人間だ。何しろ陛へい下かの詔しよう勅ちよくを偽装したのだからな。その私を君はどうするつもりだ？」

「そうですね……その、閣かつ下かに質問があるのですが」

「何だ？」

「なぜ、それを私に打ち明けるのですか」

「それは……」

　犂すき山やまは首をひねった。そして、すぐに答えが出た。

「私には秘書官がいた。苑その山やま燕えん鵬ほうの懐ふところ刀がたなで、月つき原はら弦げん斉ざいとついでに私の監視役としてこの延えん声せいにいた。そいつに幽ゆう閉へいされ、そして殺されそうになったとき、思ったのだよ。ああ、こんなやつにはなりたくない、と。こんな醜みにくい男のようにだけは、なりたくないと」

　そこまで言って、犂山の顔に自じ嘲ちようの笑えみが浮かんだ。

「そして同時に気がついたのだ。私はすでに、この男と同じなのだと。詔勅を偽装し、侘タ瑠ル徒トを守った忠臣に無実の罪を着せて謀ぼう殺さつしようとした私は、この男と何ら変わらないのだと。そう思うと自分が嫌いやになった。それが、理由だよ……」

「では、変わりましょう」

　晴せい凛りんは、さらりと言った。

「何？」

　その、あまりのさりげなさに、目を見開いた犂山を見て、晴凛は言葉を続けた。

「閣かつ下かとは少し違いますが、侘瑠徒の街に来るまでは、僕も自分が嫌でした。

　科か挙きよに失敗し、優秀な兄と比べられ、仕事も無く恋人も……まあ、それはいいんですが、とにかく、自分は駄だ目めな人間だ、役に立たない人間だと考えていて、自分が大嫌いだったんです」

「君がか……信じられんな」

　犂山はそこで言葉を切ると、真剣な目になって聞いた。

「何が君を変えたのかね？　そんなひねくれた少年が、侘瑠徒の王として世直しの旗を掲げるほど変わったのは、なぜだ？」

「そうですね……えーと、いろいろあるんですが……」

　晴凛は宴えん会かい場にいる大勢の人たちを見た。伏ふせ龍たつとそれに絡からむアイリーンを。はしゃぐミーネとたしなめるミリンを。緊張しているシャールと楽しそうなメンミを。静かに酒を飲む光こう凛りんと豪快に盃さかずきを干す竜りゆう飛ひを。自分にとって大事な、そして自分を大事に思ってくれる人々を見た。そして最後に諒りよう秦そうと犂山を見た。

「逃げなかったからだと思います」

「逃げなかったというのは……敵や困難からか？」

　そう聞いたのは犂山。

「それとも責任からかね？」

　こちらは諒りよう秦そう。

「嫌いやな自分からです。嫌な自分はどこまでも追いかけてくるんで、逃げても逃げても、逃げ切れないんですよ。だから、いつまでも逃げ続けるはめになるんです。嫌な自分と縁を切るには、自分を変えるしかないんです」

　犂すき山やまは黙だまったまま晴せい凛りんの言葉を聞いていた。

「犂山閣かつ下かが、もし自分は悪くないと思っておられたら、申し訳ありませんが、僕は閣下を追放するしかありませんでした。ですが、閣下は自分の過ちを自分で認められ、さらにそんな自分を嫌いやだとおっしゃられた。もし閣下が嫌な自分を変えるおつもりなら、私は閣下に引き続きこの延えん声せいの太たい守しゆを務めていただきたいと思います」

　そう言って晴凛は、犂山の手を取った。犂山はその手を握り返しながらうなった。

「やはり君は普通の若者とは違うようだ。うむ。異相と言うべきか」

「ですから、この顔は違うんです……」

　晴凛は右面だけで情けなさそうな顔になった。

　犂山は盃さかずきを手に取ると、しばらく天てん秤びんで計るかのようにゆっくりと上下させていたが、やがて意を決したようにうなずくと、それを一気に飲み干した。

「よし、決めた！　私を侘タ瑠ル徒トの国民にしてくれ！　私も君たちの旗の下もとに参じ、共に帝国に反旗を翻ひるがえす！」

　晴凛と伏ふせ龍たつ、そしてそばで黙って聞いていた光こう凛りんは驚いたように目を見開いた。

「いいんですか？」

「あなたは定じよう族ぞくなんですよ？　これを聞いた苑その山やま燕えん鵬ほうが何をするかわかりません！」

「あなたの親類縁えん者じやを獄に繫つなぎ、処刑するかもしれません！　それでもいいんですか？」

　犂山は力強くうなずいた。

「いい、決めた！　私は沢さわ樹ぎに向かって言ったのだ。私は護民官だ！　とな。護民官がするべきことは、自己保身ではない。民たみのために汗を流すことだ。なれば、私もひとつ世直しのために汗を流そうではないか！」

　晴凛と伏龍、光凛の三人は、その場で居住まいを正し、背筋を伸ばした。

　その様子を見ていたミーネとシャール、そしてミリンとメンミも慌あわてて姿勢を正し、料理に伸ばしていた箸はしを置いた。

　晴凛はゆっくりと言った。

「ご決意、しかと伺うかがわせていただきました。侘瑠徒の王として、犂山殿を歓迎いたします！」

「こちらこそ、よろしく頼む」

　犂山はゆっくりと頭を下げた。

　そして、顔を上げると、満面の笑えみを浮かべて言った。

「そうと決まれば遠慮はいらない。さあ、楽しんでくれ！」

　ミーネとシャールは、わあっ！　と歓声を上げて、再び料理に飛び付いた。

　その光景を見ていた晴せい凛りんが、そっと光こう凛りんに聞いた。

「延声を攻めていた兵士たちには、ちゃんとした食事を出しているの？」

「ああ、安心しろ。補給の馬車が着いたから、今頃、兵士たちも宴えん会かいだ。今日きようは思い切り楽しめ、と命令してある」

「そうか、ならいいんだ」

　安心するように微笑ほほえんだ晴凛を見て、犂すき山やまは思った。

　──世せ間けん知らずの若造と言ってしまえばそれまでだろう。だが、この若者には人を思いやる寛大さがある。

　人を許さぬ者に、人はついていかない。

　この若者は沢さわ樹ぎを処刑せず、沢樹にとって最も屈くつ辱じよく的な罰を与えただけで放免した。

　普通の男なら、ためらうことなく沢樹を吊つるしただろう。

　この素質は、奇き貨か、と呼んでもいいかもしれない。

　──面白いことになりそうだ。

　犂山は、ふふっ、と小さく笑うと、盃さかずきの中の酒を飲み干した。

「延えん声せい陥落！　犂山綾りよう世せい反乱！」

　延えん喜ぎ帝国全体が震しん撼かんしたこの知らせが帝都に届くのは、これから三日後のことである。
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　　　終章







　その知らせが帝都に届く少し前。

　延えん喜ぎ帝国の南にある、南域の都と呼ばれる承しよう安あんにて。街の中心から少し外れたところにある地方豪族の鳳ほう鶴かく征せい仁じんの邸宅では、調子のよさそうな若者を相手に、この屋敷の主あるじである鳳鶴が酒を勧めていた。

「まあまあ、面めん涼りようはん。どうでっか？　ささ、盃さかずきを空けなはれ！」

「ん？　ああ、ではご馳ち走そうになろう」

　面涼と呼ばれた若い男は遠慮する気配を毛ほども見せずに、盃を飲み干した。

「おお、さすがは面涼はんでんなあ、ほんま豪ごう傑けつですわ。さあさあ、妙みよう麗れい。ぼーっと、面涼はんの顔に見とれとらんで、盃に酒を満たさんかいな！」

　鳳鶴に急せかされた若い娘は頰ほほを染めると、恥はずかしそうに面涼の杯に酒を注いだ。

「いややわあ、お父はん……面涼はんに見とれとったなんて！　このいけず！」

　自分の愛まな娘むすめに酌しやくをされて鼻の下を伸ばし、まんざらでもない、という顔をする面涼を見て、鳳鶴は思った。

　──帝都から流されてきた月つき原はら弦げん斉ざい殿の監視役の面涼という、この男。承安に来る前に一階級昇進して、司し書しよ主もの頭かしらになっとるらしい。

　この若さでその位になれるちゅうのは、どう考えてもズバ抜けとる。

　若こうて地方に出向してくる役人は、都に還かえればとんとん拍びよう子しに出世しよる。今まで、地方に出向してきた役人は、みーんなそうやった。

　ちゅうことは、この若者は一見するとチャラチャラしたお調子モンに見えよるが、その正体は、さぞかし優秀に違いおまへん！

　娘の婿むこはんになれば、言うこと無いし、いざとなれば正妻でのうてもええ。

　恩を売って、義理かけておいて損は無いでぇ。

　鳳鶴はそんな考えをおくびにも出さず、興味深そうに面涼に聞いた。

「さっきの話に戻りますけど……帝都の様子はそんなにひどいのでっか？」

「ええ、ひどいものです。まったくやる気のない上司、情実で決まる出世。老害なんてものじゃありません。世直しを待ち望む声が巷ちまたにあふれています」

「ほんまでっか……あんさんが言うのやから、ほんまなんやろうなあ」

　鳳鶴は、うんうん、とうなずいた。

　南域の都、承安の街は、延喜帝国の国内を流れる大河が海に注ぐ、広大なデルタ地帯の中にあり、海の向こうの国から入る外国の産物の商いと、沿海州で作られる塩が重要な産物である。

　特に製塩業は、専売品である塩を官品として納入する正規販路だけでなく、不正規の販路、いわゆる闇やみ流通で官品の数十倍の量の塩を売りさばくことで、莫ばく大だいな利益を上げていた。

　鳳ほう鶴かくはそういった製塩で財を成した南域の豪族の一人ひとりであり、南域の沿海州の製塩業の元締めでもある。

　地方の豪族とはいえ、その財力と人脈の広さはかなりのものである。

　鳳鶴は盃さかずきを持ったまま考え込んだ。

　──もしかしたら、帝国は本当に危ないのかもしれんでえ。

　ここ最近、中央から聞こえてくる命令は「塩の価格を上げんかい！」「税金を上げんかい！」「兵士を差し出さんかい！」っちゅう、民たみの生活に響くようなひどい命令ばかりや。

　今はまだ、民の間にも余裕があるから何とかなっとるが、こないなひどい命令が続きよったら、もう民は生きていけん！

　この面めん涼りようの話がほんまやったら、帝都の人々は白昼堂々、帝国への不満を口にしてはばからんちゅうことになる。んでもって役人も、それを止めることができへんっちゅうことや。

　帝国の中央は、もう、国を動かすに足りるだけの力を持っとらんのやないやろか？




　──これで、もし北域の辺境で起きている反乱とやらが広がれば、本当に帝国がひっくり返るかもしれんで？

　苑その山やま燕えん鵬ほうから人の心が離れ、帝国がガタガタになれば、わいも帝都に上って天下取りの片棒をかつげるかもしれへんなあ……。

　延えん喜ぎ帝国の初代皇こう帝ていは、南域の森の中で鹿しかを追いかけていた猟師だったっちゅう話を聞いたことがある。

　猟師かて時と運で皇帝になれるんなら、塩屋の親玉のわいかて皇帝になれるはずや……。

　そこまで考えてから、鳳鶴は自じ嘲ちようするように笑った。

　──ははは、あかんで！　わいにはそんな器うつわはあらへん。しょせんは田舎いなか者の塩屋のオヤジや。アホな夢見とらんで、地道に生きなあかん……。

　だが、その自嘲するような笑いが、目の前で自分の娘といちゃついている面涼を見たとたん、すっと消えた。

　──そうや。こいつや！

　わいみたいな人間が旗揚げしよっても、誰もついてきぃへん。

　田舎者のオヤジが何をトチ狂っとるんじゃ！　アホか！　と、笑われるんがオチや。

　でも、こいつならどないや？

　帝都から来た優秀な若い役人が帝国の将来を憂うれいて、世直しの旗を揚げた！　っちゅうことにすれば、人はついてくるんとちゃうか？

　──こいつは、酒の上での戯ざれ言ごとで終わらせるには、もったいないでぇ！

　わしら一族でじっくり策を練って、人を集めておいたら、ええのんや！

　鳳ほう鶴かくは大きくうなずくと、手に持った盃さかずきをぐい、と飲み干した。




　帝国の歴史書に「乱世」の二文字が刻まれる時が来ようとしていた。







　　　あとがき




　鷹たか見み一かず幸ゆきです。

『ご主人様は山やま猫ねこ姫６　辺境双そう璧へき英雄編』はいかがでしたでしょうか？

　今回のお話は、５巻で侘タ瑠ル徒ト防衛に成功し、孟もう旗き将軍率いる兵力を手に入れた晴せい凛りんと伏ふせ龍たつが、その余力を駆って延えん声せいを攻める、というお話です。

　考えてみれば、晴凛たちのいる侘瑠徒は攻められてばかりでした。五冊に及ぶ戦いの物語のすべてが、はるかに優勢な敵の攻撃をしのぎ、守りまくる話だったわけですが、今回ついに主人公らしく攻めに転じます。

　とはいえ、侘瑠徒の兵力は延声に立て篭こもる沢さわ樹ぎの戦力に比べて勝まさるものではありませんので、正面から力押しで、ごりごりと攻める、などという贅ぜい沢たくな攻め方をするわけにはいきません。

　知恵を絞しぼって沢樹の思おも惑わくをいかに外して、相手の虚を突くか、という、いつもの通り姑こ息そくな小こ細ざい工くの積み重ねで戦うことになります。

　世の中には「立身出世」の物語が、山のようにあります。そういった物語の主人公は、たいてい最初は何の力もない一人ひとりの庶しよ民みんの立場からスタートします。

　特技や、努力、才覚、というスキルで上の人から認められ、組織の中で頭角を現し、最後に一国一城の主あるじになる、というパターンが普通です。

　しかし、この物語の主人公である泉せん野や晴凛は違います。

　物語の１巻から、いきなり辺境都市「侘瑠徒」の責任者になってしまうという、いわばスタートと同時に「一国一城の主」という物語です。

　そんな都合のいい話があるわけない。おとぎ話だ。と、お考えの方もいるかもしれません。でも、これと同じような話は現実に、いくらでも転がっています。

「侘瑠徒」をベンチャー企業に。「王」を社長に置き換えて見ていただければ、おわかりになるかもしれません。

　新入社員として「侘瑠徒」に就職した晴凛君。しかし、新社長が会社をボロボロにして夜逃げ！　仲間や取引先の力を借りて何とか会社を建て直したものの、市場には強大なライバルが！　さあ、どうするベンチャー企業の新米社長！

　……みたいなお話です。

　しかし、会社がどんどん大きくなってくると、社長が自分で現場を走り回るようなことはなくなります。

　物語で言えば、主人公としての活かつ躍やくの場が減ってくることになるわけです。

『山猫姫』でも、だんだん晴凛君の活躍の場が減ってきてしまいましたが、その代わりに周りの人間──今回は光こう凛りんとミリンさん──が大だい活かつ躍やくしてくれます。

　お読みになった方は、思い出しながらにやにやしていただいて。まだお読みになっていない方は、どうぞお楽しみに。




『山やま猫ねこ姫』は晴せい凛りんを取り合うミーネやシャールのラブコメっぽいドタバタと、ガチの攻城戦闘という、いわばまったく違う面白さを両方楽しんでもらいたくて書いています。

　一冊で二冊分の面白さをお届けしようと思って苦労しております。

　今回もキャラクター描写に椎しい出で啓けいさん、作戦の組み立てや帝国軍の描写に銅あかがね大だいさんのご協力をいただきました。

　そして、今回も見事なイラストで、ミーネやシャール、何と言っても「ツンデレ」の可愛かわいいミリンを描えがき出していただいた春日かすが歩あゆむさんには、お礼の言葉もありません。

　締め切りをギリギリまで引き延ばし、苦労をおかけした担当の高たか林ばやし君には、焼き土下座をしても頭を下げ足りません。





（頭を下げるヒマがあれば、早く続きを書いてください、と言われている）鷹たか見み一かず幸ゆき
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鷹たか見み一かず幸ゆき

埼玉県北部に営業所を持つ、零細物語製造業者。
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イラスト／春日かすが 歩あゆむ

夢だった挿絵のお仕事で晴れてイラストレーターデビュー。第15回電撃イラスト大賞＜選考委員奨励賞＞受賞。名を伏せて、賞金目当てに再度イラスト大賞応募を目論み中。
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